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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける②

			横塚 司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第26話　女子寮捜索

			　

			第27話　育芸館防衛戦

			　

			第28話　志木縁子と対決する

			　

			第29話　ふたりの指令塔

			　

			第30話　第２次育芸館防衛戦 その１

			　

			第31話　第２次育芸館防衛戦 その２

			　

			第32話　第２次育芸館防衛戦 その３

			　

			第33話　第２次育芸館防衛戦 その４

			　

			第34話　第２次育芸館防衛戦 その５

			　

			第35話　戦後処理

			　

			第36話　中等部本校舎

			　

			第37話　鳥瞰偵察

			　

			第38話　高等部

			　

			第39話　志木さんの懺悔

			　

			第40話　中等部本校舎制圧作戦１

			　

			第41話　中等部本校舎制圧作戦２

			　

			第42話　中等部本校舎制圧作戦３

			　

			第43話　中等部本校舎制圧作戦４

			　

			第44話　アイテムベンダー

			　

			第45話　中等部本校舎制圧作戦５

			　

			第46話　中等部本校舎制圧作戦６

			　

			第47話　中等部本校舎制圧作戦７

			　

			第48話　中等部本校舎決戦１

			　

			第49話　中等部本校舎決戦２

			　

			第50話　中等部本校舎決戦３

			　

			第51話　中等部本校舎決戦４

			　

			第52話　中等部本校舎決戦５

			　

			第53話　忠犬たまき

			　

			第54話　過去と現在とたまき

		

	
		
			第26話　女子寮(りょう)捜(そう)索(さく)

                        　

			　アリスは、オークの暴力から生き残った少女たちに治(ち)療(りよう)魔法を使う。

			　ヒールをしたあと、キュア・マインド。絶望的な表情を浮かべていた少女たちの目に光が宿る。ＭＰ消費は激しいが、ここはいたしかたなしだろう。

			「たまき、ミア！」

			　声を失って立ち尽くすふたりの肩を叩く。こういうときは、なんでもいい、仕事を与えるに限る。

			「いまのうちにあちこち調べるぞ」

			　もうさすがに、エリート・オークはいないだろう。オークも、たぶん、全部倒したはず。だからといって油断していいはずがない。

			　ぼくはアリスにこの場を任せ、狼とともにたまきとミアを引き連れ、まず１階の探索を行った。廊下はしんと静まり返っている。ひとつひとつ、部屋を見てまわった。

			　いくつかの部屋にはが鍵(かぎ)がかかっていた。いまさら遠慮する必要はないので、たまきの斧(おの)でドアを破壊し、室内を調べる。

			「あー、そういや、ふたりの部屋はどこだ」

			「わたしとアリスの部屋は、そこ。隣」

			「ん。わたしの部屋、３階」

			　ぼくは少し考えたすえ、たまきには自室へ赴(おもむ)き、着替えるよう指示した。

			「たまき、ついでにアリスの着替えとかもまとめておいてくれ。あと、適当な部屋を漁(あさ)って、食堂の女の子たちに着せる服とかを」

			「わかったわ。いつまでもアリスをひとりにしておけないしね。こっちは任せて」

			「ミア、きみはついてこい。３階にあがろう」

			　使い魔の狼がいれば、護衛としてだいじょうぶだろう。たとえ生き残りのオークが隠れていたとしても、狼がその鋭い嗅(きゆう)覚(かく)で察知してくれるだろうという算段である。

			　狭い廊下にオークが２体並ぶのは難しい。少し時間を稼げば、もう１体、狼を呼び出す時間も稼げる。ミアが魔法で援護してもいい。

			　なお灰色狼(グレイウルフ)の傷は、召(しよう)喚(かん)魔法のランク３で覚えたキュア・ファミリアによって全回復させてある。ランク３のサモンは、現在ＭＰと最大ＭＰを９も削る。再度召(しよう)喚(かん)よりは、傷を癒(い)やして再利用したほうが有用だ。

			　ぼくとミアは、たまきと分かれ、階段をあがった。幸いにして、敵はすべて外に飛び出していたらしい。オークの姿はまったく見えなかった。

			　２階も、３階も、蠅(はえ)の羽音が耳触りなくらいにうるさかった。死体を見つけて、集まってきたのだろう。まず３階のミアの部屋にいき、彼女を着替えさせる。

			「着替え、覗(のぞ)く？」

			「覗(のぞ)かない」

			　ぼくは部屋の外で、狼と一緒にミアの支度を待つ。床に体育座りで座る。ぼくの使い魔の灰色狼(グレイウルフ)は、忠犬ハチ公のポーズでぼくの隣にお座りする。おお、賢そうな子じゃあ。灰色の毛を撫(な)でると、気持ちよさそうに目を細めた。やばい、こいつ可愛(かわい)い。

			「染みつきパンツ、いる？」

			　また室内から声がかかった。

			「いらない。捨てておけ。かわりの着るものくらい、そこらにいくらでもあるだろ」

			　少し間があった。

			「ん。そだね。ルームメイトのやつ、適当にもらう」

			　失言だ。ぼくは己の迂(う)闊(かつ)さを呻(うめ)いた。これでは、彼女の友達はみんな死んだのだと、そう宣言してしまったも同然である。ぼくは口もとに手を当てて呻(うめ)き声を隠した。

			「気にしてないよ」

			　気配かなにかから、ぼくの動揺がバレたのだろうか。ミアはドアを開け、ひょいと顔を出してきた。

			「わかってるよ。わたしの友達も、クラスメイトも、先生も、たぶんみんな死んじゃってる。わたしだけが、運よく生き残った」

			「まだ、わからないだろ」

			「覚悟しておいたほうがいい。だいじょうぶ。夜のうちに泣いておいた」

			　ミアはぼくを安心させるように、うずくまるぼくの肩をポンポンと叩いた。

			「女子部屋はね、夜にみんなで、一緒に泣いたよ。志(し)木(き)さんが、そうするべきだって」

			「志(し)木(き)さんが……」

			　ミアは「ん」とうなずいた。

			「泣くなら、いまのうちだって。だから、カズっちがまだ泣いてないなら、わたしの胸を貸す」

			　そういってミアは、ぺったんこの胸を張った。

			「貸せるほどのおっぱいはないけど、貸す」

			「自(じ)虐(ぎやく)ネタは持ち芸か？」

			「新鮮な染みつきパンツ食わせるぞ」

			　それは特定業界のひとにはご褒(ほう)美(び)ですが、ぼくにはちっとも嬉(うれ)しくない。

			　それに、まあ。ぼくには、嘆かなきゃいけないような友人なんて、ひとりもいなかった。全員、まとめてくたばってしまえとすら思っていた。あー、でも。

			ここで素直にぼくがぼっちだとバラすのは、マズいな。適当なことをいっておこう。そうだな、うん。

			「泣くなら、アリスの胸で泣くよ」

			「やはりおっぱいがいいのか……」

			　せめて恋人がいいのか、っていってくれよう。

			　ミアの着替えと簡単な荷物まとめが終わる前に、ぼくは一度失礼して、屋上を見にいった。屋上の様子をミアに見せたくなかったのだ。

			　屋上の６つの死体には、相変わらず大量のカラスと蠅(はえ)が群がっていた。ぼくはオークの姿がないことだけ確認すると、階下に戻る。屋上へ続くドアは閉めておいた。

			　ミアが旅行鞄(かばん)をかかえて、部屋から出てくるところだった。

			「いこう、カズっち」

			　ミアの顔はさっぱりしていた。少し目もとが腫(は)れている気がしたけど、暗がりだからよくわからない。ひょっとしたら、もう一度泣いていたのかもしれない。

			　でも彼女がいうように、泣けるときに泣くというのは、いいことなのかもしれなかった。少なくとも、いま、この状況においては。

			「ところで、ミア。なんでわざわざブルマなんだ」

			　部屋から出てきたミアは、体操着とブルマという、穴掘りのときと同じ恰(かつ)好(こう)だった。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)から、持ってきた。全員分、あるよ」

			「ごめん、どこからツッコめばいいのかわからない」

			　順番にドアをあけて、３階の部屋のなかを調べる。とある部屋で、ふたつの死体を見つけた。ミアは死体をじっと見つめたあと、「ごめんね。あとでまた、来るね」と呟いた。

			「知り合いだったか」

			「クラスメイト」

			　ミアは表情を変えなかったが、しかし鞄(かばん)の取っ手を握る手の震えまでは抑えきれなかったみたいだ。

			　親しい間柄だったのか、とは聞かない。いや、聞けない。

			　ぼくたちは、義務的に３階のすべての部屋を見てまわった。

			　ミアによれば、３階に住んでいたのは全員、中等部１年生であるらしい。同じクラスのひと以外とはあまり交流がなかった、ともいった。ぼくひとりで見まわったほうがよかっただろうか。いや、この寮(りょう)に住んでいたミアだからこそわかることもあるだろう。

			「次、２階、いこう。２階は２年生の部屋。わたし、知り合いいないよ」

			　ぼくはそうか、とうなずいた。ぼくたちは、オークに襲われることなく３階、２階の探索を終え、もとの食堂に戻ってくる。

			　たまきは先に着替えて、食堂にいた。上は体操着で、下はやはりブルマだった。
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			「なぜ、たまきもブルマ……」

			「さっき、わたしが渡した」

			　ミアがこっそりといった。おい、こら。

			　そのたまきは、死体の山のなかに知人の姿をいくつも見つけたのだろう。座り込んで、泣いていた。アリスだけが、ひとり、黙々と生存者の治(ち)療(りよう)を続けている。

			「ごめん、ごめんね、アリス。もうちょっと、もうちょっとだけ、泣かせて」

			　たまきは、せっかく着替えたばかりの体操着で、こぼれる涙をぐしぐし拭っていた。

			　アリスは無言だった。能面のように表情を消して、ヒールとキュア・マインドを使い続けていた。ぼくは近くの部屋から持ってきたシーツで、治(ち)療(りよう)を終えてなおぐったりしている生き残った少女たちの身体を隠す。これを先にやっておけばよかったな。

			　アリスの治(ち)療(りよう)を受けてなんとか生き延びたのは、ちょうど10人。魔法によって身体の傷が癒え、心に受けた衝撃も魔法のケアで多少は緩(かん)和(わ)された。にもかかわらず、すぐ立てる者はひとりもいなかった。魔法で怪(け)我(が)は癒(い)やせても、消(しよう)耗(もう)した体力までは戻ってこない。

			　まあこれは、予想されていたことだ。ぼくはようやく立ち上がったたまきと、旅行鞄(かばん)を両手で握って食堂の入り口に立ち尽くすミアに指示を出す。

			「ふたりで急いで育(いく)芸(げい)館(かん)に戻って、５人ほど連れてきてくれ」

			「わかったわ。でも、わたしひとりでいく。すぐ戻るから。ミアはここにいて」

			　ひとりじゃ危ない、とぼくがいう前に、たまきは武器の大(おお)斧(おの)すら置いて駆け出す。

			　ああもう、あいつはっ！　ぼくは仕方なく、使い魔の狼にたまきの護衛を命じた。常に近くにつき従い、オークが来たら迎(げい)撃(げき)するよう指示を出す。

			　賢く可愛(かわい)いわがペットは、了解の印にひとつ吠えると、たまきを追って駆け出した。

			「死体を埋めるのは、後日だな。この調子だと、まだほかの建物にも生き残っている人がいるだろうし。なるべく生存者の救出に時間を当てたい」

			「はい。……そう、ですね」

			　アリスは立ち上がったものの、ふらりとよろけた。

			　ぼくは慌(あわ)てて駆け寄り、彼女の支えとなる。

			「すみません」

			「きみのおかげで10人も助かった。胸を張れ」

			「でも……わたしのお友達が、何人も」

			　そうか、とぼくはうなずいた。まあ、そうだよな。確率的に、そうなるよな。

			　だったらもっと嘆いてもいい、感情を表に出してもいい、といいたいところだけど……。

			　アリスは理解している。いまそれをしても、死んだ人間は戻ってこない。いま生きている人間をより多く助けるほうがよほど正しい行いなのだと、そう信じているのだろう。

			　ぼくは、ただ生存者を増やせばいい、とは思っていない。拠点となる育(いく)芸(げい)館(かん)を守る人員がある程度増えないと、今後の展開が苦しいとは思っているが、あまり人数を抱えすぎても無(む)駄(だ)に派(は)閥(ばつ)やらなんやらでモメるだけではないかとも思っている。

			　ただ同時に、オークの拠点をひとつずつ潰し、迅(じん)速(そく)に敵の間引きを行わなければならないとも考えている。生き残ったオークがすべて一気に育(いく)芸(げい)館(かん)へと攻め寄せてきたら、とうてい守りきれたものではない。そうなる前に手を打つ必要がある。

			　いやまあ、どのみちいま、ぼくのＭＰはあまりない。

			　アリスのＭＰも、治(ち)療(りよう)でほとんどカラだろう。アリスのほうはともかく、ぼくのＭＰは直接、ぼくの戦力に関わってくる。ひとまず彼女たちを連れ帰って、休みたいところだ。

			　ミアが１階の部屋を巡り、手際よく集めた着替えをいくつかの紙袋に詰め込んで持ってきた。

			「すまないな」

			「ん。働いているほうが、気が休まる」

			　そういって、アリスにも着替えを渡す。やはり体操着とブルマだ。もうツッコむのも面倒だよ……。

			「ミア、悪いけど、ついでにキッチンから包丁とかをかき集めてきてくれ」

			「あいあいさー」

			　ミアは食堂から逃げるように駆けていく。

			　アリスはふらふらしながらも、自室で体操着とブルマに着替えてきた。

			　20分ほどで、たまきが戻ってきた。命令通り、育(いく)芸(げい)館(かん)の子を５人、連れてきている。

			　そのなかには、志(し)木(き)さんもいた。志(し)木(き)さんを除く中等部の４人が、壮(そう)絶(ぜつ)な現場を見て息をのみ、相次いで泣き出す。志(し)木(き)さんは、そんな少女たちの頬(ほほ)を叩いた。

			「辛いのはわかるけど、生き残った子たちを守るのが、いまいちばん、大切なことよ。いつ育(いく)芸(げい)館(かん)が襲われるとも限らない。長く留守にするのはまずいわ」

			　志(し)木(き)さんは、ぐずる彼女たちを叱(しつ)咤(た)する。ぼくは彼女たちにマイティ・アームをかけてまわる。育(いく)芸(げい)館(かん)から応援に来た子たちが、生き残って手当ては受けたもののぐったりしている少女たちを肩にかつぐ。さすがに重そうだった。

			　幸いにして、助けた少女のうち、４人は自力で歩くと宣言し、よろめきながら立ち上がった。互いに肩を貸しあい、歩き出す。

			「状況、よくわかりませんけど」

			　そのうちのひとり、ポニーテールの少女がいう。オークの体液で濡れた髪を布でぬぐい、不快にべとつく感覚に顔をしかめつつ、ぼくを見る。

			「余裕、ないんですよね。だったら、わたしたち、なるべく足手まといにならないようにします」

			　ぼくは「無理はするな」とだけいって、あとは彼女たちの自主性を尊重した。せめて水で洗い流してやりたいところだったが、女子寮(りょう)の水道は、予想通り使えなかった。地震でどこかに不具合が起きているのだろう。

			「それじゃ、賀(か)谷(や)くん、いきましょう」

			　志(し)木(き)さんは両肩にひとりずつ少女を抱えていた。重そうだったが、ぼくが代わるというと「あなたは、ダメよ」と拒否された。

			「帰り道に襲(しゆう)撃(げき)されたとき、わたしたちを守るのがあなたたちの役目。そうでしょう」

			「あ、ああ」

			　なんだか、あっという間に主導権を取られてしまった。とはいえ、彼女の指揮は手際よく、文句のつけようもない。

			　ぼくたちは、女子寮(りょう)から迅(じん)速(そく)に撤退し、育(いく)芸(げい)館(かん)に戻る。

			　もうすぐ育(いく)芸(げい)館(かん)に到着というところで、使い魔の狼が、耳をピンと立てた。

			　同時に、救出した女子生徒を背負って少し前を歩いていた志(し)木(き)さんが立ち止まり、振り返る。彼女は偵(てい)察(さつ)スキルを取得していたはずだ。ということは。

			「賀(か)谷(や)くん。前方から戦闘音」

			　志(し)木(き)さんが、緊張した声で告げる。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)がオークに襲われているわ」

		

	
		
			第27話　育(いく)芸(げい)館(かん)防衛戦

　

			　11人のうち９人までが出払っているため、いま育(いく)芸(げい)館(かん)には、ふたりしか残っていない。限られた戦力で、オークの襲(しゆう)撃(げき)からどれだけの時間を稼げるか。

			　ぼくは育(いく)芸(げい)館(かん)を出発する前に指示を出し、玄関のまわりに穴を掘ってもらった。あの塹(ざん)壕(ごう)っぽい穴のおかげで、敵の侵入ルートは限定されるだろう。

			　それでも、さして猶予はないと見るべきだった。

			「アリス、たまき、ミア、ついてきて。残りのひとたちの指揮は、志(し)木(き)さんに任せる」

			　それだけいい捨てて、パーティーの全員にフィジカル・アップをかけ、育(いく)芸(げい)館(かん)の方へ駆け出す。志(し)木(き)さんの抗議の声は、無視。いまは１分、１秒が惜しい。

			　志(し)木(き)さんに指揮権を持たせることがどうこう、などという葛(かつ)藤(とう)は、きっぱりと捨てる。そんなくだらないことは、戦いが終わったあとに考えればいい。

			　先頭はぼくと、ぼくの使い魔である狼だった。背中から聞こえる足音で、アリスたちが追ってきているのがわかる。

			　ぼくは狼を先行させることにした。育(いく)芸(げい)館(かん)を守る少女たちが危機に陥っていたら助けるよう、いい含めておく。

			　灰色狼(グレイウルフ)は、一気に加速する。すぐ木々の間に姿を消した。

			　なおも、ぼくは走る。ほどなく、剣(けん)撃(げき)の音が聞こえてくる。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)残留組が持っているスキルは、たしか槍(そう)術(じゆつ)１／付(ふ)与(よ)魔法１と、槍(そう)術(じゆつ)１／火魔法１だったはず。槍(そう)術(じゆつ)ばかりなのは、ぼくが長い間合いの武器を推(すい)奨(しよう)したからだ。

			　女子の薙(なぎ)刀(なた)と男子の剣道の試合、というニュースを以前、見たことがある。

			　武術において男女のちからの差はおおきい。それでも薙(なぎ)刀(なた)のチャンピオンならば、剣のチャンピオンを相手に互角の試合ができるとか、たしかそんな感じの記事だったように思う。

			　武器のリーチというのは、それくらい重要ということだ。

			　昨日のアリスは、槍(やり)のリーチを生かし、常にオークの先手を取って戦うことで、終始、戦いを優位に進めていた。

			　だからレベル１がふたりでも、うまくコンビネーションを組めれば、オーク２、３体程度ならなんとかなる、と……そう思いたいところである。

			　

			　森を抜けた。視界が開ける。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)のまわりに、20体以上のオークが集まっていた。

			　玄関の前に幅広の穴が開いているため、オークはふたつのグループに分かれ、左右から育(いく)芸(げい)館(かん)の玄関に迫っている。

			　ふたりの少女は、玄関の入り口に立ち、背中合わせになって必死に目の前のオークの侵入を防いでいる。

			　幸いにしてオークの側には槍(やり)持ちがいなかった。得物のリーチの差が功を奏して、かろうじて敵を寄せつけないでいた。

			　だがそれも、限界がきている。腰砕けになった片方の少女が、バランスを崩した。

			　転倒しかける。その隙に、剣を持ったオークが素早く間合いを詰め……。

			　ぼくの使い魔の狼が乱入する。

			　跳(ちよう)躍(やく)ひとつでひろい穴を飛び越え、少女を襲おうとしたオークを引きずり倒す。狼とオークは、そのまま穴のなかに転がり落ちていく。

			　よしっ、よくやった！　ぼくは足を止める。

			「カズさん！」

			　アリスのかけ声。ぼくを追い抜くアリスの肩に、素早くタッチし……。

			「ヘイスト」

			　アリスの全身が黄金色に包まれる。彼女の身体が加速する。アリスは槍(やり)を手に、向かって左手のオーク集団に乱入していった。

			　オークの背中から、心臓への刺(し)突(とつ)。アリスの一撃を受け、オークは苦(く)悶(もん)の声をあげて倒れる。オークの集団は、後方から襲来した凶悪な殺(さつ)戮(りく)者に気づき、ひどくうろたえた。

			「カズさん、カズさん、わたしにもヘイスト！」

			「いや、たまきはここで待機」

			「えーっ、なんで！」

			「ぼくとミアを守る役目だ。ミア！」

			「んっ。スリーピング・ソング」

			　風魔法ランク１のスリーピング・ソングは、対象１体を浅い眠りに導く魔法だ。下手をすると倒れた衝撃で起きてしまう、という説明であったが……。

			　ミアはこれを、右側の集団に対して連続で使った。渋滞している列の後方のオークが、ばたばたと倒れていく。

			　魔法がかかったオークは、地面に頭を打ちつけても、ぐーすか寝息をたてていた。

			　一方、前方のオークは、目の前で悲痛な表情を浮かべて抵抗する少女たちに夢中である。後方の異常に、ちっとも気づいていない。

			「なんか、この魔法、めちゃくちゃ強くないか？」

			　ぼくは思わず、呟く。ミアが肩をすくめる。

			「ん。オークが思った以上に……」

			「馬鹿だな」

			　これなら、ぼくたちの護衛はいらないか。

			「たまき、寝ているオークにトドメ刺しにいってくれ」

			「わかったわ、任せといてっ！」

			　右手集団。倒れているオークにたまきが駆け寄り、大(おお)斧(おの)を振りおろす。胴でも頭でも、とにかく１発で絶命するだろう壮(そう)絶(ぜつ)な斬(ざん)撃(げき)だ。

			　オークたちは、うめき声ひとつあげるだけで次々とこときれ、宝石に変化していく。

			　一方、左手集団。アリスのほうは、多少、苦戦していた。

			　彼女のまわりに６、７体のオークが集まり、さしもの彼女も牽(けん)制(せい)だけで手いっぱいといった様子である。

			　囲まれたら、いくらアリスでも危険だ。狼をもう１体、召(しよう)喚(かん)して助けてやりたい。

			　だがいまのぼくは、連戦でＭＰに不安を抱えている。

			「ミア、そっちのＭＰは」

			「まだいける。アリス先輩を助ける」

			　ミアはヒート・メタルを使う。

			　アリスと対(たい)峙(じ)するオークの手から武器が落ちた。無防備になった瞬間、アリスが鋭い刺(し)突(とつ)を繰り出した。オークは、急所である心臓や喉を貫かれて息絶える。

			　一方、玄関付近で粘っていたふたりの少女は、ぼくたちの参戦によって俄(が)然(ぜん)、息を吹き返していた。火魔法を使える少女が、ころあいを見て目の前のオークに火魔法ランク１のファイア・ブレットを放つ。

			　炎の弾丸がオークの顔に命中し、顔面が燃え上がった。オークは悶え苦しみ、穴のなかに落下する。

			　いける、と見たその少女が、ファイア・ブレットを連続して放ち、合計で３体を倒してのける。その後ろのオークが、たじたじとなり、１歩、下がる。

			　いまだ、と見てその子はさらにファイア・ブレットを使おうとするが……。

			　オークの１体が、わざと穴に落ちたあと、育(いく)芸(げい)館(かん)の側に這い上がって、その少女の足もとを剣で払おうとしていた。

			　まずい。ぼくはとっさに、手もとのカラスを飛ばす。片手で這い上がり、もう片方の手で剣を握っていたそのオークは、カラスのくちばしに頭を突かれ、悲鳴をあげてふたたび穴のなかに落下していった。

			「足もとに注意して！」

			「は、はい！　ありがとうございます、カズ先輩！」

			　あ、ぼく、カズ先輩って呼ばれるんだ。いやまあ呼び方なんて、なんでもいいけど。

			　ミアにいたっては「カズっち」だし。

			　残りのオークのうち、１体はもうひとりの少女が鋭い刺(し)突(とつ)で仕留めた。それ以外のオークは、アリス、たまき、そしてぼくの使い魔の狼が、片っ端からトドメを刺していく。

			　ついにオークたちの士気が崩壊した。生き残った５、６体のオークが、森のなかに逃げ込んでいく。

			「たまき、アリス、追(つい)撃(げき)！　でも、あまり無理はするな！」

			　追(つい)撃(げき)戦に移るが、今回、敵は１体ずつ別の方向に走っていく。ぼくの狼は、と穴のなかを見れば、四つ足ゆえ、穴から出るのに苦戦していた。まあ、仕方がない。

			　森に数歩入ったオークの背中に、追いついたアリスが槍(やり)を突き立てる。断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴が響(ひび)き渡る。ここで、たまきとミアがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、白い部屋で相談する。結果、たまきは剣術をランク３に、ミアは地魔法をランク３に上昇させることになった。

			　問題はここからだ。まだ３体ほどのオークが、森のなかを逃げているはずだった。追(つい)撃(げき)するべきだろうか。ぼくはアリスとたまきの顔を見る。ふたりとも、多少、疲れているようだ。とはいえ、ぼくが命令すれば、どこまででもオークを追うだろう。

			　その結果、どうなるか。もしふたりが深追いしすぎてしまったら。もしほかのオーク部隊に見つかったら。包囲されて、逃げられなかったら。

			　ましてやそれが、エリート・オークを含む部隊だったら……。

			　よし。ぼくは決意して、顔をあげる。

			「ふたりとも、深追いは厳禁。育(いく)芸(げい)館(かん)からあまり離れるようなら、諦(あきら)めて戻ってきて」

			「いいんですか、カズさん」

			「ふたりの身の安全のほうが大切だ」

			　ぼくはそういって、両手でふたりの頭に手を置き、髪を撫(な)でた。

			「ふたりのことを信頼してる。本当に、無理は絶対にダメだ」

			「わ、わかったわ、カズさん」

			　たまきは頬(ほほ)を朱に染め、上目遣いにぼくを見上げて、コクコクうなずく。うん、まあこれなら、夢中になって命令無視で追いかける、とかいうこともないだろう。

			　

			　たまき：レベル４　剣術２→３／肉体１　スキルポイント４→１

			　　ミア：レベル４　地魔法２→３／風魔法１　スキルポイント４→１

			　

			　白い部屋から戻る。

			　あとから聞いた話だが、アリスとたまきは、さらに２体のオークを仕留めたという。彼女たちはいいつけ通り、深追いを諦(あきら)め、育(いく)芸(げい)館(かん)に戻ってきた。

			　生き残ったオークは、仲間にぼくたちの存在を告げたことだろう。ぼくはなんとか平静を装いながら、アリスたちの報告を聞いていた。

			　ほどなくして、生存者を背負った志(し)木(き)さんたちがおそるおそる近寄ってきた。

			「終わった……の？」

			「ああ、なんとか。最善ではないけど、みんながんばってくれた。……けど」

			　簡単に状況を説明する。志(し)木(き)さんは表情をかたくしてうなずいた。

			「いつかはここの存在がバレると思っていたわ。守りを固めないといけないわね」

			　オークたちは、ここに生存者が集まっていることを知ってしまった。

			　なら、ふたたび来るだろう。おそらくは大軍で。次の戦いが正念場になる。

		

	
		
			第28話　志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)と対決する

　

			　育(いく)芸(げい)館(かん)のロビーで、少女たちが慌(あわ)てている。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)に生徒の生き残りが集まっていることを、オークに知られてしまった。そのことに、ひどくうろたえている。

			　ぼくは、彼女たちにどんな言葉をかけてやればいい？　これからどんな作戦を取ればいい？　いや、そもそもこの場に留まることは最善の策なのだろうか。いますぐここから逃げ出すべきなのではないだろうか。

			　逃げ出すとして、全員で？

			　女子寮(りょう)から連れてきた少女たちは、半数以上がまだぐったりしている。残りも、走ったりするのは無理だろう。

			　では彼女たちを見捨てて、残りで？

			　それを皆が納得するかどうかは別として、以後の生活はどうする。どこか別の場所をオークから奪い返し、再度、拠点とするか。オークに見つからないよう、こそこそ移動しながらサバイバルするか。

			　それでいまは生き延びたとして、明日、明後日はどうなるのか。

			　いっそ、ほとんど全員を見捨てた場合は？

			　ぼくと、アリスと、たまきと、ミアだけで逃げ出すというのは？　だが、それでアリスたちが納得するかというと……。

			　ぼくは激戦があったばかりの玄関前に立ち尽くし、必死で思考を巡らせる。たまき、アリス、ミアが、心配そうにぼくを見上げてくる。

			　志(し)木(き)さんが手を叩き、皆の注目を集めた。

			「まずは、できることをやりましょう」

			　彼女の指示に従い、少女たちが動き出す。まだぐったりして生気のない生存者を３階のベッドに寝かせる。女子寮(りょう)からここまで歩いてきた子たちには、風呂場へ案内する。

			　その間、ぼくはじっと、志(し)木(き)さんが中等部の子たちに指示する様子を眺めていた。

			　わかっている。自分なんかより、彼女のほうがずっと、こういうことに手慣れている。戦闘指揮官としてはどうかわからないが、彼女はリーダーとして有能だ。

			　そんな志(し)木(き)さんとぼくが、確(かく)執(しつ)を抱えている。いまこの集団における最大の不安要素は、それだった。たぶん、いま気づいているのは、事情を知るアリスくらいだろうけれど。遅かれ早かれ、皆は気づく。

			　ぼくの狭(きよう)量(りよう)に。志(し)木(き)さんの優秀さに。そのとき、皆は……。

			　いや、ぼくには戦闘力がある。アリスやたまきは、ぼくに従ってくれる。ほかの子たちは、武力を抑えているぼくに逆らいはしないだろう。

			　だから、どうした？　そんなことで、ぼくたちはオークに勝てるのか？

			　ぼくは血が出るほどきつく唇を噛む。

			　嫌(いや)になる。己の心の弱さに、偏(くつ)屈(へん)さに、そして臆(おく)病(びよう)さに。

			　どうする。

			　決めた。

			　ぼくは顔をあげ、アリスたちを見る。

			「一時的にパーティを解散するよ」

			　驚く彼女たちに安心するよう笑いかけ、一度外に出て、カラスを偵(てい)察(さつ)に放つ。

			　ロビーで指揮を執る志(し)木(き)さんのもとに歩み寄り、その腕をつかむ。

			「ひっ、ちょっと、なによっ」

			　志(し)木(き)さんは、顔を青くして、怯(おび)えた表情でぼくを見る。しまった。彼女は男性に触られるのが怖いんだった。

			　ぼくは慌(あわ)てて謝罪し、しかしすぐに本題を切りだす。

			「ぼくとパーティを組んで」

			「だから、なにを……」

			「ぼくは、あと１体、オークを倒せばレベルアップする。白い部屋で話がしたい」

			　志(し)木(き)さんは戸(と)惑(まど)うようにぼくを見た。

			「ふたりきりで？」

			　志(し)木(き)さんは、ぼくの表情からどんな決意を読み取ったのか。

			「わかったわ。つきあってあげる」

			　ためらいがちにうなずいた。ぼくはちょうど戻ってきたカラスから報告を受け取る。

			「南東の方角に、森のなかを１体でうろついているオークがいる。そいつを仕留める」

			「長く留守にするわけにはいかないわ。すぐ行きましょう」

			　ぼくと志(し)木(き)さんは、かけ足で森のなかに入った。

			　５分ほどで、迷っているオークを発見する。オークは、手に槍(やり)を持っていた。ぼくは灰色狼(グレイウルフ)に攻撃を命じる。使い魔の狼が、オークに飛びかかった。オークは槍(やり)で突いて反撃してくる。

			「さっさと仕留めるわね」

			　志(し)木(き)さんの声が聞こえる。ふと周囲を見渡せば、どこにもその姿が見えなかった。偵(てい)察(さつ)スキルで、隠密行動に入ったのだ。

			　どきりとする。まさか、彼女はぼくの命を……。

			　かぶりを振った。そんなわけがない。いい加減にしろ、賀(か)谷(や)和(かず)久(ひさ)。いまの彼女に、ぼくを殺すメリットなんてなにひとつない。

			　はたして志(し)木(き)さんは、狼と死闘を繰り広げるオークに対し、死角となる木陰からナイフを投(とう)擲(てき)した。ナイフは、オークの背中に深く突き刺さる。

			　オークは激怒し、背後を振りかえる。狼に対して無防備となる。

			　ここぞとばかりに、狼がオークに飛びかかる。

			　押し倒す。灰色狼(グレイウルフ)は、オークの喉笛を素早く食いちぎった。

			　ぼくはレベルアップする。

			　

			　ぼくと志(し)木(き)さんは、ともに白い部屋にワープする。ふたりは対(たい)峙(じ)する。

			「話がある」

			　ぼくはいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、ぼくは志(し)木(き)さんと向かい合う。互いの距(きよ)離(り)は、１メートル半ほど。

			「話題はふたつ。今後の作戦についてと……」

			　といって、まっすぐ志(し)木(き)さんの目を覗(のぞ)きこむ。

			「ぼくときみの関係に関することだ」

			「わかったわ」

			　志(し)木(き)さんは胸もとで腕を組み、真剣な顔でうなずいてみせる。ぼくが彼女をこの部屋に連れてきた理由を理解しているのだろう。ひょっとしたら、ぼくの狭(きよう)量(りよう)さ、愚(ぐ)鈍(どん)さすら理解しているかもしれない。

			「それで、わたしをここに連れてきたのは、思う存分、いたぶるため？　アリスちゃんにしたみたいに」

			「ぼくをからかって楽しんでるだろ」

			「ええ、もちろん」

			　志(し)木(き)さんは、口もとを皮肉に吊り上げた。

			「ごめんなさいね。わたし、強がっていないとダメなタイプなの。不快になったら、好きなだけ殴ってくれて構わないわ」

			「じつはマゾなんだろ」

			　志(し)木(き)さんは軽く肩をすくめる。

			「あなたがアリスちゃんに嫌われるようなことをするはずがないって、信じているもの」

			「ほんと嫌(いや)な女だな、きみは！」

			　完全に遊ばれている。ぼくを言葉でひととおり弄(もてあそ)んだあと、志(し)木(き)さんは「さて」と真面目な顔になった。

			「あなたがためらっていること、先にいっておくわね。わたしはあなたに命を救われた。地獄から救い出してもらった。あのときは心底、死にたいと思ったけど、いまは逆。なんとしても生き抜いてみせると誓っているわ。そのためには、あなたのちからが絶対に必要なの。中等部の女の子たちには、あなたを崇(すう)拝(はい)するよう思考を誘導しておいたわ」

			　なにそれ、怖い。思考を誘導？　ちょっとこのひと、なにいってるんですかね。

			「呆れてる？」

			　志(し)木(き)さんは、ふふ、と笑った。

			「難しいことをしたわけじゃないわ。あの子たちには、心の支えになる英雄が必要だったの。アリスちゃんが目を輝(かがや)かせてあなたの活躍を語るから、ちょっとだけその尻馬に乗ったってわけ。あなたがよければ、わたしは今後もずっと、みんなの前であなたを褒(ほ)め続けるわ」

			「やりすぎない程度に頼む」

			　ぼくは苦虫をかみつぶしたような表情になっていただろう。志(し)木(き)さんは、口もとに手をあて、くすくす笑う。

			「馬鹿にしてるのか」

			「まさか。あなたをみくびっていたな、って自分を笑っていたの」

			「ぼくはそんなに過小評価されていたってこと？」

			　志(し)木(き)さんは、あごに人差し指をあて、んー、と天井を仰ぐ。

			「なんていうのかな。あなたにここまでリーダーとしての素質があるのが、予想外」

			「ぼくはリーダーに向いてなんかいない」

			「あなたは昨日、出会ってから２時間程度で、アリスちゃんの心をがっちりつかん崇(すう)拝(はい)でさせてみせたわね。今日は、やっぱりたったの数時間で、たまきちゃんとミアちゃんに心から信頼されるようになっている」

			「アリスについては、運というか、巡り合わせというか……。たまきとミアは、アリスがいたからだ。それと、彼女たちにとって必要なのが年上の男性だったというだけ。ぼくじゃなくてもよかったはずだ」

			「そうかしら」

			　志(し)木(き)さんは肩をすくめてみせる。

			「どのみち、ここまでの戦いをすべて勝ってみせているんだから、たいしたものだと思うけれど」

			「それについても、運がよかったとしかいいようがないな」

			　事実、ちょっとした巡り合わせの関係で負けていたかもしれない戦いがいくつもある。

			　女子寮(りょう)の戦いだって、レベルアップのタイミングが悪ければ、立て直しが困難だったろう。その場合、全員がエリート・オークに殺されていたか、あるいはミアの風魔法で煙(けむり)を出し、ほうほうの体で逃げ出していたか。

			「過程はともかく、大切なのは結果ということ。あなたは勝ち続けた。そしてみんなが、そのことを知っている」

			「だから、ぼくを褒(ほ)めたたえると？」

			「みんなが団結するために必要なことよ。あなたも、あまりみんなの前で弱音を吐かないでね。そういうのは、わたしとアリスちゃんの前だけにしなさい。アリスちゃんには、ちゃんといってあるから」

			「いってある、って……」

			「みんなにあなたを尊敬してもらうには、彼女の協力が絶対に必要だもの。ごめんなさいね、恋人を利用してしまって」

			　勝手なことを、と思う。とはいえ、そういうことなら、志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)が皆に高等部でのぼくの情けない姿を暴きたてるかもしれないという心配は……杞(き)憂(ゆう)だったか。

			「アリスはなんていってた」

			「それがあなたのためになるなら、少しくらい鼻の下を伸ばしていても我慢するって。よかったわね。浮気の許可、出たわよ」

			　ぼくはどきりとした。先刻、アリスがいっていたことを思い出す。たまきが望んだら、彼女を抱いてあげてくれ。あれは、志(し)木(き)さんの入れ知恵なのか？

			　いちおう、確認を取ってみることにした。だが志(し)木(き)さんは、きょとんとする。

			「そこまでいったつもりはないわよ？」

			「なんなんだ、いったい」

			「中等部には、ボーイフレンドをシェアする契約とか、あるのかしら……？」

			　志(し)木(き)さんは小首をかしげて考え込む。ぼくは彼女を睨(にら)んだ。

			「そんな話、聞いたこともないぞ」

			「あなた、そんな話する友達がいた？」

			　一撃でノックダウンさせられた。

			　ぼくはそっと目をそらし、次いでとぼとぼと自分のＰＣに向かう。ＰＣの前の椅子に腰をおろし、ため息をつく。志(し)木(き)さんが慌(あわ)てて追いかけてきて、ぺこぺこ頭を下げた。

			「ごめんなさい、本当にごめんなさい。つい余計なことをいってしまうのは、わたしの悪い癖(くせ)なの」

			「いまのは本当にひどい！」

			　振り向いて、睨(にら)んだ。涙目だったかもしれない。

			「うん、謝る。何度でも謝る。なんでもするから、お願い、この通り！」

			　志(し)木(き)さんは、腰を折り、両手を合わせて拝みこんでくる。ああもう、悪気はないみたいだけどさ……。ナチュラルに毒舌なんだなあ。

			「志(し)木(き)さんが思った以上に意地の悪いひとで、びっくりしたよ」

			「はい、わたしは意地の悪い性(しよう)根(ね)のひねくれた女です。ウジ虫以下の売女です」

			「そこまでいわなくていいよ！」

			　ああもう、このひとはーっ。はたして志(し)木(き)さんは、お茶目に片目をつぶった。

			　な、殴りたい……。いや、うん、以前みたいに恨めしいとか心底憎らしいとか、そういう感情じゃないんだけど。

			　わかってる。ぼくは彼女に親近感みたいなものを覚えていて、これはそういう範(はん)疇(ちゆう)での、ツッコミを入れたい、って気持ちだってこと。こういう気持ち、久しく忘れていた。ぼくは苦笑いする。なぜだか少し、嬉(うれ)しくなってしまった。

			　ああ、思えば、アリスもたまきもミアも、中等部の人間だ。彼女たちにとって、ぼくは年上の男性、先輩だ。

			　志(し)木(き)さんみたいに同格の相手とこんなに長々と会話したのって、いつ以来だろう。ぼくは立ち上がって、もう気にしていない、と肩をすくめてみせた。

			「話を戻すけど、じゃああれだね。ぼくはきみを思う存分、こき使っていいわけだね」

			「いいわよ。それこそぼろきれになるまで酷(こく)使(し)してくれていいわ。心も身体もね。……エッチな意味じゃないわよ？」

			「わかってるよ」

			「あ、でも、エッチな意味で襲ってきても黙っていてあげるわ。わたしには負い目があるしね。泣き寝入りしてあげる」

			「襲わないっていってるだろ」

			　志(し)木(き)さんは「知ってる」と笑う。

			「アリスちゃん、かわいいものね」

			「おう。真面目だし、正直だし、誰かさんと違ってまぜっかえしたりしないからな」

			　今度は、志(し)木(き)さんが顔をしかめる番だった。

			「や、やるわね……」

			　よし、一本取り返した。ぼくは心のなかでガッツポーズを取る。

			「ってことで、ノーガードの殴り合いはここらへんにしておこうじゃないか。不毛だ」

			「まったくね……。そういうわけだから、事務的なところと、みんなをまとめる役は、あなたさえよければわたしがやるわ。悪いわね、試すような真似をしちゃって」

			「ぼくが自分の心に整理をつけるの、待っていてくれたんだろ」

			　志(し)木(き)さんは黙って苦笑いする。

			　まあ、そうだよな。いまならわかる。彼女がぼくに全権を預けたのは、別に遠慮してのことでも、ぼくの能力に期待してのことでもない。

			　彼女は、賭けたのだ。ぼくが自分の限界を知り、自分から彼女を頼るよう仕向けたのである。汚い手を使う、とは思うが、同時にそれがたしかに有効な手段であることは認めざるを得ない。

			　昨日の今日で精神的にもギリギリのはずなのに、彼女はこなくそと前を向いて戦おうとしている。泥水をすすってでも生き延びようとしている。皆を生かすことが最善手だと信じて、そのためにぼくを利用しようとしている。

			　その苛(か)烈(れつ)なまでの闘志は、どれほど打ちのめされても立ち上がろうとする覇(は)気(き)は、無意識に嫌(いや)なことから逃げようとしていたぼくにとって、とてもまぶしかった。

			　ひょっとしたら、こうしたちょっとしたやりとりすら、ぼくと打ち解けようとする彼女の気遣いなのかもしれない。互いにからかい合って、ツッコミを入れ合って、ごく普通に会話できる関係になろうという、そういうジェスチュアなのかもしれない。

			　だとしたらぼくは、ずっと彼女の手の上で踊っている、ということだが……。

			　それも、いいだろう。彼女は本音で語ってくれた。少なくとも、ぼくがそう信じるに足るだけ、胸(きよう)襟(きん)をひらいてくれたように思う。

			「よろしく頼む」

			「ええ」

			　ぼくは改めて、手を差し出した。志(し)木(き)さんと握手をかわす。

		

	
		
			第29話　ふたりの指令塔

　

			「きみを信じる。ぼくたちのチームには、きみのようにリーダーシップのある人間が必要だ。積極的に動いて、みんなをまとめて欲しい」

			「わかったわ。この身がすり切れるまで、あなたのために働いてみせる。あなたが必要とする支援をいつでも引き出せるような組織、あなたが持ち込んできた厄(やつ)介(かい)事を適切に処理するための組織、そしてわたしたち全員が団結して生き延びるための組織を、つくり出してみせましょう」

			　そのうえで、と志(し)木(き)さんはいう。

			「この先になにがあるとしても、それを乗り越えられるだけのちからを手に入れてみせましょう」

			　ともに理解している。ひとつの前提のもとに動くことを、暗黙の了解としている。

			　これから先、ぼくたちは誰の支援も受けられない。

			　中等部の教師たちが無事なら、とっくに連絡を取ってきているだろう。下手をしたら、高等部も全滅している。

			　あるいはぼくたちのように団結できず、いがみ合って、にっちもさっちもいかなくなっている可能性もある。

			　ぼくたちには、志(し)木(き)さんがいた。ぼくに１歩譲って、ぼくを立ててくれて、そのうえで皆をまとめようとする才女がいた。高等部でも同じような生徒、教師が生き残っているとは限らない。

			　レベル１になった人々だけが、この過酷な環境で生きていける。他人を引き上げられるような集団を形成できる者たちだけが、安定して戦力を増やしていける。

			　そして、新たにレベル１の人間をつくり出せるのは、最悪、いまこの育(いく)芸(げい)館(かん)のメンバーだけなのかもしれない。

			　レベル１以上となった人間を組織化し、ひとつの意思のもと行動できる集団をつくりあげられなければ、ぼくたちは遅かれ早かれ、全滅するだろう。

			　いや、ぼくやアリスがひとり、ふたりならまだ逃げ続けることができるかもしれない。ぼくのレベルが50くらいになっていれば、使い魔でオークを相手に無(む)双(そう)できるかもしれない。だがきっと、それだけではダメなのだ。

			　これはおそらく、だけれど。オークなんて、きっと尖(せん)兵(ぺい)にすぎないだろう。

			　なぜこんな白い部屋があるのか、なぜ山ごと異世界に来てしまったのか。あの頭の悪い豚人間どもが、突如として学校に出現したことじたい、おかしい。

			　この事件の背後には、まだまだ隠されたなにかがある。

			　きっとこれは、前哨なのだ。

			　オークたちの襲(しゆう)撃(げき)すら、来るべき本当の災厄に備えるための、ただの準備期間なのだろう。志(し)木(き)さんの言葉は、明確にこれらの前提のもとにあるものだった。

			　後々のための組織。ぼくをはじめとする少数の精(せい)鋭(えい)をバックアップする大勢、という構図。志(し)木(き)さんは、そのバックアップ部隊を率いて、汚れ役や面倒な役割をすべて一手にこなすと宣言している。

			　彼女が昨日や今朝の時点でこの話をしなかったのは、なぜか。

			　ぼくが彼女を信用していなかったからだ。

			　彼女は賢明だった。もう嫌(いや)になるほど、頭がいい。最初からこの構図を思い描いて、そのために幾多の布(ふ)石(せき)を打ってしまうほど明(めい)晰(せき)なその頭脳で、いまとこの先を見通そうとしている。

			　正直、そんな彼女を憎らしいと思う。妬(ねた)ましいと感じる。だけど、そんな志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)が、いまのぼくたちには必要なのだ。これはぼくにはできないことなのだ。

			　他人を受け入れる度量。ぼくに要求されているものは、それだった。

			　いいだろう。きみが求めるぼくになってやろう。

			　ぼくには、守りたいものがある。アリス。彼女を守るためなら、いくらでも変わってみせよう。たとえ悪魔とだって、手を組もう。

			　悪魔に比べれば、彼女の思惑に乗るほうがだいぶいい。

			「それじゃ、改めて、作戦会議ね」

			「ああ。まずはどれだけの敵が攻めてくるか、だけど……」

			「多めに見積もりましょう。それと、仲間の配置だけど……」

			　志(し)木(き)さんはどこから取り出したのか、黒の油性ペンで床に育(いく)芸(げい)館(かん)周辺の地図を描きはじめた。

			「一度、やってみたかったのよね。床に落書きするのって」

			　嬉(き)々(き)として、そんなことをいう。悪戯(いたずら)っぽく笑う。

			「ここなら、また戻ってきても、すべてリセットされているものね」

			「いやまあ、そうなんだけどさ……」

			　かわりにこの部屋でいくら書きものをしても、なにひとつとして持ち出せない。この部屋から持ち出せるのは、記憶だけだ。

			　だからぼくたちは、この部屋でひたすら頭をひねる。議論をする。ぼくたちは、時間を気にせず、とことんまで打ち合わせを続ける。

			　やがて、わかってしまった。とても皮肉なことに、彼女とぼくの相性は最高だったのだ。彼女のちょっとした思いつきをもとに、ぼくが具体的な作戦案を展開する。ぼくの作戦の穴を彼女が見つけ、素早く塞ぐ。案を練れば練るほど、互いの呼吸が合っていく。

			　しまいには、あれ、それ、どれ、そこ、だけで会話できるようになってしまう。

			「こういうことって、あるのね」

			　志(し)木(き)さんとしても意外だったのか、ぼくと顔を見合わせ、苦笑いする。

			　それから、もうひとつ。彼女、ゲーマーだ。隠しているつもりなのかもしれないけど……でも、言葉の端々で、わかってしまう。

			「志(し)木(き)さん、ゲームとかに詳しいんだね」

			「そんなことないわ」

			「じゃあなんで、付(ふ)与(よ)魔法のことをバフっていったの？」

			「そ、そんなこといってないわ」

			　志(し)木(き)さんは頬(ほほ)を朱に染めて、そっぽを向いた。おいこら、いまさらなにをごまかそうとしているのか。

			「さあさあ、恥ずかしい過去を暴露してもらおうか」

			「違うのよ。ちょっとＭＭＯにハマっちゃって、半年ほど家から出ないでいたら、親が怒ってネットもない全寮制の学校に入れられちゃって……」

			　あまりにも意外な志(し)木(き)さんの過去に、ぼくはあきれ果てる。クラスの副級長が過去にネトゲで身を持ち崩していたなんて、クラスの皆は知っていただろうか。

			「この学校に来てからは、心を入れ替えて、真面目に勉強だけしていたわ。茶道部に入ったのも、親に更(こう)正(せい)しましたって伝えるためで……」

			「見事にアリバイ作りなんですが、それは」

			　ここ外部受験だとかなり偏差値高いけど、半年もネトゲ漬けの生活でよく受かったなあ。それだけ、もともとの成績がよかったのかもしれない。そりゃあ親も心配するよな。もっとも、いまこうなってみれば……。
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			「異世界まで来て、ネトゲもなにもないわね」

			「そりゃあ、なあ」

			「そもそも、今日を生き残れるか、２時間後に生きているかもわからない。あ、勘違いしないでね。こんな愚(ぐ)痴(ち)は、ここでしか吐かないわ。外では自信満々のリーダーを装うから」

			　だからあなたも、自信満々でいなさい。彼女は暗にそういっていた。

			「でも見方を変えれば、他人の目を気にして茶道部に入ったからこそ、いまわたしは生きているのよね。まだよかったのかもしれない」

			　あんな目に遭(あ)ってなお、まだよかった、といえるのだろうか。さすがに口に出してはいえなかったが、しかし彼女はぼくの雰囲気で察したのだろう、腕組みしたまま、ひょいと肩をすくめてみせた。

			「わたし、高等部のほうで生き残りがいるなんて希望は、これっぽっちも抱いてないわよ」

			「そうだろうか」

			「生き残りがいたとしても、10人にひとり以下でしょうね。そのうち何人が、いまもオークに捕まっているか」

			　まあ、レベル１になることの困難さを考えると、そうなるか……。ぼくは陰(いん)鬱(うつ)な気持ちになる。はやいところ、高等部にカラスの偵(てい)察(さつ)を飛ばしたいところだ。いまのところ、そこまでの時間と手間を割く余裕はないが……。

			　というか、少しでも余裕があったら、まず中等部の各校舎をカラスで見てまわりたい。

			「そうそう」

			　と最後に志(し)木(き)さんはいう。

			「あなたのことを、カズくん、って呼んでいいかしら」

			　フレンドリーに振る舞いたい、ということだろう。現在は、ぼくと志(し)木(き)さんのふたりが中等部の子たちを仕切るかたちになっている。実質的にリーダーとなっているふたりが親しく名前で呼び合うというのは、これ以上ない安心感を与えることだろう。

			「わかった、構わない。ぼくはいままで通り、きみのことを志(し)木(き)さん、と呼びたいな」

			「ええ。クラスの女子も、そう呼んでたしね。そもそも『ゆかりこ』って呼びにくいし」

			　そういえばクラスの女子も、皆、志(し)木(き)さんと呼んでいた気がする。

			「ああ、別に自分の名前が嫌(きら)いってわけじゃないのよ。古風で、ダサいとは思うけど」

			　それは嫌(きら)っているんじゃないですかね。といいたかったけど、なにぶん名前というのはデリケートな案件だ。ここは黙っておこう。

			「別にあなたが呼びたければ、ゆかりこ、でもゆかり、でもゆかりん、でもいいわよ」

			「志(し)木(き)さん、のほうがいいです」

			　でしょう、といって志(し)木(き)さんは笑った。

			「そういうことで、よろしく、カズくん」

			　改めて、志(し)木(き)さんが手を差し出す。ぼくは彼女の手を握った。

			「あ、別にこの場では、無理に親しくしなくてもいいわ。ふたりきりのときなら、わたしのことも、哀れなオークの肉便器と呼んで構わないから」

			「いい加減、痛々しい自(じ)虐(ぎやく)ネタはやめろ」

			　志(し)木(き)さんは、てへぺろ、といたずらっぽく舌を出した。それだけ気(き)丈(じよう)に振る舞える心の強さは、たしかにすごく頼もしいのだけれど……。

			　最後に、と志(し)木(き)さんはいう。

			「この戦い、あなたの部隊以外への指揮は、わたしが執るわ。精(せい)鋭(えい)パーティ以外の全員に対する命令権をもらう。いいわね」

			　どういうことだ、とぼくは首をかしげた。

			「あなたは、アリスちゃんとたまきちゃんとミアちゃんの命だけを考えろ、ということ」

			「構わないけど……。なんだ、いったい」

			　志(し)木(き)さんは、無言で髪をかきあげた。彼女の哀しそうな瞳を覗(のぞ)きこんだ瞬間、理解できてしまう。

			「仲間が死ぬ、と？　その罪をぼくじゃ背負えないと？」

			「かもしれない、っていうだけ。でもね。万一のときでも、あなたが罪悪感で潰れちゃったら困るのよ」

			「かわりに、その罪悪感をきみが背負うっていいたいのか」

			「わたしなら耐えてみせるわ。オークにレイプされることを思えば、仲間の命を使い捨てるくらい、たいしたことない」

			　嘘(うそ)だ。ぼくは彼女を睨(にら)んだ。そんな顔で、そんな目で、どうしてぼくを騙(だま)せるというのか。だけど志(し)木(き)さんは、ぼくにやさしく笑いかける。

			「万一、といったでしょう。最悪の事態を考えているだけ。わたしとあなた、どちらかが潰れるとしたら……。わたしが潰れたほうが、まだマシでしょう」

			　ぼくはなにもいい返せなかった。客観的に考えて、すべて事実だからだ。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル７　付(ふ)与(よ)魔法３／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント２

		

	
		
			第30話　第２次育(いく)芸(げい)館(かん)防衛戦　その１

　

			　もとの場所に戻ってすぐ。

			　ぼくは使い魔のカラスをさらに３体召(しよう)喚(かん)し、偵(てい)察(さつ)に出した。

			　その後、志(し)木(き)さんとともに育(いく)芸(げい)館(かん)へ戻る。アリスたちが心配そうな顔で出迎えてくれた。

			　ぼくと志(し)木(き)さんは、なるべく明るい顔で、彼女たちに手を振った。

			「みんな、お待たせ。カズくんとの会議は終わったわ。作戦を説明するから、みんなを集めて」

			　志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)がぼくを呼ぶときの名前が変わったことに、全員が気づいたようだった。

			　アリスが探るような目でぼくを見てくる。ぼくは安心させるように彼女の肩を叩いたあと、耳もとで「仲直りしてきた」と囁(ささや)いた。

			「それ、どういう意味で、仲直り、ですか」

			　なぜだかジト目で睨(にら)まれた。ぼくは、あれー？　と首をかしげる。

			　志(し)木(き)さんが、胸の前で腕を組み、あきれ顔になった。

			「カズくん、大物ね」

			「馬鹿だっていっているように聞こえるぞ」

			「いってるのよ。心配しないでいいわ、アリスちゃん。リーダー間のわだかまりを解消しただけよ」

			　アリスは目をぱちくりしたあと、ようやく納得がいったようで、なるほどとうなずいた。そういえば、ぼくと志(し)木(き)さんの複雑な関係を知るのは、アリスひとりだったか。

			「カズさん、がんばったんですね」

			「アリスやみんなのおかげだ。あと、いちばんがんばっていたのは志(し)木(き)さんだから」

			「はい。でも、わたし、嬉(うれ)しいです」

			　アリスはにっこりする。ぼくは思わず彼女の髪を撫(な)でた。アリスは幸せそうに目を細める。これは天使ですわ。

			「はいはい、そこ、いちゃついてないで。説明、始めるわよ」

			　志(し)木(き)さんが手を叩いて、清(せい)聴(ちよう)を促(うなが)した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　現在、育(いく)芸(げい)館(かん)でレベル１以上になっている生徒は、ぼくを入れて11人。

			　システム上、ひとつのパーティは６人までだ。志(し)木(き)さんと話し合ったすえ、ぼくたちは４人、６人、ひとりの３パーティに分かれることになった。

			　４人パーティは、ぼく、アリス、たまき、ミアの主力だ。残りの７人のうち、志(し)木(き)さんを除いた６人でサブパーティをつくる。志(し)木(き)さんはソロだ。これは彼女の提案だった。

			「いざというときのためよ。作戦を練る時間が欲しくなったときね」

			　ソロなら、自分がレベルアップするタイミングを自分で決められる。白い部屋をとことんまで使い倒そうという彼女の発想は、頼もしいというべきか、おそろしいというべきか。

			　いや普通に頼もしい、でいいんだけどさ。

			　基本戦略は、簡単だった。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)は、籠(ろう)城(じよう)に向かない建物よ。脇の壁を壊されて侵入でもされたら、どうしようもなくなる。さっきのオークたちはそんなことしてこなかったけど、エリート・オークはどうかしらね」

			　これはぼくと志(し)木(き)さんの議論で、いちばん問題になった点だった。

			　ぼくはエリート・オークのおそるべきパワーを、すぐ近くで見て知っている。斧(おの)のひと振りでロビーの階段を破壊してみせた、あの馬鹿力。

			　あの怪力が育(いく)芸(げい)館(かん)の壁面に対して振るわれた場合、はたして木造の壁は持ちこたえられるだろうか。

			　志(し)木(き)さんは「育(いく)芸(げい)館(かん)の構造はそれほどヤワじゃないわ」といった。だがぼくは、どんな建物だって、エリート・オークに殴られることを想定していない、といいはった。

			　結局、ぼくの意見が通った。志(し)木(き)さんはならばと、その前提での作戦を立案した。

			「打って出ましょう。幸いにして育(いく)芸(げい)館(かん)に至る林道はひとつだけで、道幅も５メートル程度しかないわ。周囲は木々が密に生い茂っていて、集団戦が難しい。オークが何体いても、せいぜい３体程度しか横に並べない。守るのに最適の地形は外にあるのよ」

			　主力となるのは、槍(やり)を主武器に選んだ少女たちだ。アリス以外にも、槍(そう)術(じゆつ)を上げた者が３人、いる。そのうちのふたりは、さきほど居残って育(いく)芸(げい)館(かん)の防衛に貢(こう)献(けん)し、レベル２になっていた。ともに槍(そう)術(じゆつ)スキルをランク２にしている。

			　彼女たちを横一列に並べて、道に壁をつくるのだ。

			「槍(やり)の壁の前に、浅い段差を掘るわ。この作業は急いで始めてちょうだい。２、30センチでいいから、カズくん、お願いね」

			　ぼくは了解、といった。説明を最後まで聞かず、シャベルを持って育(いく)芸(げい)館(かん)を出ていく。

			「左右の森からまわりこんで来るオークについては……」

			　志(し)木(き)さんの説明が続いている。内容については、いまさらぼくが聞く必要もない。

			　なにせ、ぼくたちふたりで練った作戦なのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくは育(いく)芸(げい)館(かん)手前の広場を抜ける。この先の道は、トラック１台がなんとか通れる程度だ。道を５メートルほど入ったところで穴を掘り始める。

			　穴といってもちょっとした段差をつくるだけだ。さくさく掘り進んでいく。ひとが踏(ふ)み固めた道にもかかわらずここまでさくさくなのは、フィジカル・アップさまさまといったところだ。

			　途中で何度か、カラスが帰ってきた。報告によれば、オークたちが本校舎の前に集合しているらしい。青いオークの姿も見えるという。それも複数。

			　エリート・オークが複数か……。

			　厳しい戦いになるな、と思う。だがこの程度は、志(し)木(き)さんの想定内だ。いやはや、まったく。最初は、彼女の想定があまりに厳しすぎると思ったものだけれど……。

			　案外、いいところを突いていたんだなあ。危なかった。ぼくの楽観的な予測に従って行動していたら、いまごろ泡を食っていたところだ。

			　カラスを何度も放ち、逐(ちく)次(じ)、敵の位置情報を把(は)握(あく)しておく。

			　それ以外は、もくもくと穴を掘る。気づくと、道いっぱいの段差が完成していた。

			「お疲れさまです」

			　後ろから声をかけられた。振り向けば、中等部の女の子がひとり、ぼくのそばに立っていた。さっき育(いく)芸(げい)館(かん)の留守番をしていた子のひとりだ。

			　白いお皿を手にしている。海(の)苔(り)を巻いたおにぎりが４個、載っていた。

			「具がシャケ缶しかなくて、申し訳ないんですけど……」

			　はにかんでぼくを見上げてくる。

			「あ、手が汚れていますよね。いまハンカチを」

			「いや、いいよ」

			　ぼくは土のついた手でおにぎりを握り、むしゃむしゃ食べた。

			　いまさらこの程度の汚れなんて気にしてられない。手を拭(ふ)く時間が惜しい。

			　カラスからの報告では、まもなくオークたちは動きだすだろう、とのことであった。

			　ひょっとしたら、いましも行軍を開始しているかもしれない。

			　塩分のきいたおにぎりは、労働のあとだからか、とてもおいしかった。というか、めちゃくちゃお腹がすいていて、あっという間に４個全部、ぺろりといけてしまった。

			　そういえば朝食は日の出前だったんだよなあ。午前中だけでいろいろありすぎて、お腹がすく、ということすら忘れていた。

			「ごちそうさま。すごくおいしかった」

			「お粗末さまです。わたしが握ったんですよ」

			　そういって、少女は無邪気に笑った。

			「さっきは、助けてくれてありがとうございました。わたし、もうダメだと思いました」

			　間に合ったのは運がよかっただけだ。それに、仲間を助けるのは当然のことである。なによりあのときぼくが犯したミスは、育(いく)芸(げい)館(かん)の守りから迂(う)闊(かつ)に５人も引き抜いてしまったことなのだが……。

			　ぼくから語る必要もないか。素直にお礼を受け取っておくことにする。

			「次の戦いでは、わたしがカズ先輩をお守りしますね！」

			「ええと……先輩よりは、さん、って呼ばれたほうがいいかな」

			「はい、カズさん！　大船に乗ったつもりで、後ろにドンと控えていてくださいね！」

			　そうか、とぼくは少女の手を見る。朝から穴掘りをして、手の皮がむけていた。そんな手でおにぎりを握ってくれたんだな、と思うと、なんだか申し訳なくなる。

			　いや、ぼくは彼女がおにぎりを握っている間に、ここでこうして穴を掘っていたんだけどさ。なんかもう、ぼくにとって穴掘りはとても自然なことというか、呼吸するように掘れるというか、掘ってあたりまえなことになってしまった気がするのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから５分ほどのち。

			　槍(やり)を持つ少女３人が、横幅５メートル、高さ２、30センチ、奥行き３メートルの浅い溝を挟んで、敵を待ち構えている。

			　彼女たちの後ろには、ぼくとミアがいる。ぼくの横には、使い魔の灰色狼(グレイウルフ)が１体。

			　残りのメンバーは左右の森と樹上に展開していた。

			　地鳴りがする。中等部本校舎の方面から、土煙があがっている。

			　準備万端で待ち構えるぼくたちのもとへ、オークの大軍が進撃してくる。

			　地面が揺れているのは、彼らの行軍の音だった。うわあ、ものすごい迫力だ。

			　オークたちの先頭が、50メートルほど先のカーブを曲がる。ぞくぞくと、曲がる。

			　ぼくたちの姿を見つけて、怒(ど)号(ごう)をあげる。オークたちは凶暴に猛(たけ)り狂い、土を踏(ふ)みならして迫ってくる。圧倒的な暴力が近づいてくる。

			　槍(やり)を持つ少女たちが怯(おび)えるものの、なんとか全員が踏(ふ)みとどまる。女子寮(りょう)の戦いを反省し、今回は彼女たち全員に付(ふ)与(よ)魔法ランク１のクリア・マインドをかけてあるのだ。

			　意志を強くするというこの魔法のおかげで、彼女たちはオークの大軍を見ても逃げ出さずにいる。おかげでぼくのＭＰは、残り30くらいしかないのだが……。

			　あとは、彼女たちが作戦通りに落ち着いて行動してくれれば。

			　それにしても、オークはマジで１００体以上いるな。ぼくは極力、平静を装った。もっとも内心では、だいじょうぶだろうかと怯(おび)えまくっている。

			　本当にこんな采(さい)配(はい)で平気だろうか。ぼくはアリスたちを守れるだろうか。

			　いや、できる。ぼくは拳(こぶし)を握る。やれるかどうか、ではない。やるのだ。

			　先頭のオークが、ぼくの掘った溝のなかに足を踏(ふ)み入れる。

			　２番目のオークもそれに続く。オークたちが一斉に武器を振り上げ……。

			「いまだ、ミア！」

			「ん。アース・ピット」

			　ミアの無気力な声で、魔法が発動する。地魔法ランク３、アース・ピットは、地面に穴を掘る魔法だ。効果範囲は直径３メートルの円。深さは最大で５メートル。

			　一気に深い穴ができるわけではない。じょじょに沈み込む。これを溝に沿って発動すれば……。

			　向かって左手にいたオーク、前後あわせて３体の足もとがおおきく揺れる。ちょうど武器を振りかぶり踏(ふ)み込んだところだった３体が、思わずバランスを崩した。

			　そこに、槍(やり)を持つ少女たちが次々と刺(し)突(とつ)を入れる。後続のオークは踏(ふ)みとどまろうとするが、勢いがついたさらに後ろのオークたちが背中を押す。豚人間は折り重なって、沈(ちん)降(こう)していく地面に倒れ伏す。次第に深くなっていく穴に、ぞくぞくと落ちていく。

			　右手のオークたちも、横の相(あい)棒(ぼう)たちが消えたことで動揺した。立ち止まってしまう。

			「アース・ピット」

			　情け容(よう)赦(しや)なく放たれたふたつ目の穴が、右手のオークたちの足もとにもひらく。こちらもまた、後続にどんどん押し出され、先頭のオークから順番に落ちていく。

			　オークの悲鳴。潰されて呻(うめ)く声。断(だん)末(まつ)魔(ま)が響(ひび)き渡った。
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			　穴に落ちて押し潰されるオークの悲鳴を聞きながら、ぼくとミアは顔を見合わせる。

			「この経験値、誰に入るんだろうな。潰したオークに経験値が入ったら、嫌(いや)だな」

			「進化されると、困る」

			　ぼくたちのつくった穴のせいでオークが進化し、エリート・オークが生まれたら。

			　それはとても嫌(いや)だなあ。そもそも、どういった過程を経てエリート・オークが生まれるか知らないけど。

			　さて、立ち往生してしまったオークたちのうち何体かが、仕方なくといった様子で左右の森に分け入る。まわりこんでこちらを始末しようという魂(こん)胆(たん)だが、しかし。

			　森のほうぼうでオークの悲鳴があがった。

			　たまきとアリスの仕業だ。

			　彼女たちには、左右の森に潜み、背の高い茂みに分け入ってくるオークを片っ端から始末するという役目が与えられていた。

			　オークたちは仲間の悲鳴に怯(おび)え、ふたたび道に押し戻される。立ち往生だ。

			「ミサイル隊、攻撃！」

			　ぼくは命令を下す。左右の樹上に隠れていた遠隔攻撃を得意とする少女たちが、一斉攻撃を開始する。

			　投(とう)擲(てき)スキルを持った少女が、灯(とう)油(ゆ)を入れたビニール袋を投げ入れる。

			　オークの頭に衝突した袋がぴしゃりと割れ、なかの油が頭頂部や肩にかかる。

			　火魔法の使い手が、火球を飛ばす。

			　オークの身体に火球が命中し、火の粉が飛ぶ。

			　灯(とう)油(ゆ)に引火し、オークの身体が燃え上がる。全身が炎に包まれたオークはのたうちまわり、周囲の混乱に拍車がかかった。

			　投(とう)擲(てき)スキルの持ち主たちは、ほかにもオークから鹵(ろ)獲(かく)した投げ槍(やり)や手斧を片端から投げつけ、いっそうオークを混乱させる。

			　本当は弓の使い手でもいればいいのだろうが、肝心の弓が手に入らないため、射撃の取得者はいない。

			　弓矢が手に入るということは、つまりオークたちに弓の使い手がいるということだ。オーク側に遠隔攻撃の使い手がいると、作戦そのものが成り立たなくなる。こうした飛び道具は、存在そのものがなくてよかった、と思うことにしたい。

			　そう。ぼくと志(し)木(き)さんの作戦の根(こん)幹(かん)は、オークが常に近接戦闘を挑(いど)んでくる、という点にある。

			　現在確認されているオークの武器は、槍(やり)、斧(おの)、剣の３種類のみ。

			　細かく分けると、もっといろいろあるのだが……。

			　たとえば槍(やり)は、５メートルくらいある妙に長いものから、短槍(やり)と呼ばれるようなものまで。

			　剣や斧(おの)もやはり大小いろいろで、個体によって得物はバラバラであった。

			　また、それらを投げてこないかといわれると、けっしてそんなことはない。

			　実際にぼくは、昨日、育(いく)芸(げい)館(かん)の２階で、手斧を投(とう)擲(てき)してきたオークに殺されかけている。

			　それでも、オークの基本行動が接近戦である限りは、ぼくたちの戦術は有効……なはずだった。

			　いまも何体かのオークが、樹上の少女たちに手持ちの斧(おの)や槍(やり)を投げつけてきている。

			　だが彼女たちが登った樹は、いずれも幹が太い。その背後に隠れてしまえば、だいたいやりすごせる。

			　もともと敵の足を止め、混乱を加速させることができればそれでいいのだ。彼女たちには、無理はするな、と口をすっぱくしていってある。

			　ぼくたちの本命は、地上だ。

			「ミア、いまのうちに少し下がって、休憩」

			　ミアが「ん」とうなずき、育(いく)芸(げい)館(かん)前の広場まで後退する。

			　さて、敵の出鼻はくじいた。問題はここからだ。

			　ミアと入れ替わりに志(し)木(き)さんが駆け寄ってきた。

			「狼、もう１体出せる？　左右の森に増援を送りたいの」

			　ぼくはいま、狼を１体、手もとに置いている。もう１体出し、両方を森に送って、アリスとたまきを支援しろということか。

			　志(し)木(き)さんはさっきまで、偵(てい)察(さつ)スキルで気配を消し、森のなかを見てまわってきていた。まもなくオークたちが森にあふれると確信したのだろう。

			　連戦により、ぼくのＭＰは30程度しか残っていない。さっきからずっと、カツカツだ。灰色狼(グレイウルフ)をもう１体呼び出すと、ＭＰを９も消費する。

			　とはいえ、ことはアリスとたまきの安全に関わってくる、か。

			「わかった。ＭＰが厳しいけど、あと１体なら、なんとか」

			「お願い。バフはマイティ・アームだけでいいから」

			　彼女の指示に従い、マイティ・アームをかけた灰色狼(グレイウルフ)を左右の森に放つ。それぞれ、アリスとたまきを援護するようしておく。オークたちは後方からの圧力で前進しては穴に落ち、左右の森に分け入ってはアリスやたまきに殺されて、を繰り返す。

			　そうこうするうち、ぼくは白い部屋にワープした。

			　アリスがレベルアップしたのだ。

			「アリス、たまき、何体倒した？」

			　ふたりが撃(げき)墜(つい)数を申告してくる。彼女たちの言葉を信じるなら、レベルアップにはいささか獲物が足りない。狼がその差を埋めたとは考えにくい。となると……。

			「ミア、きみのアース・ピットに落ちて上から潰されたオークは、きみが倒したという扱いになっているみたいだぞ」

			「ん。親切設計」

			　ミアは、ぶい、と指を立てる。ぼくたちは簡単に打ち合わせして、もとの場所に戻る。

			　

			　アリス：レベル７　槍(そう)術(じゆつ)３／治(ち)療(りよう)魔法３　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から戻ったぼくは、状況を確認した。

			　前線では、まだまだ激しい戦いが続いている。槍(やり)使いの３人の少女は、穴に落ちたオークにひたすら槍(やり)を突き入れている。入れ食い状態だ。

			　とはいえ、彼女たちは６人パーティ。レベル２になるためには12体、レベル３になるためには18体のオークを倒さなければならない……。

			　と考えたところで。一瞬、少女たちの動きが止まった。レベルアップしたな。

			「槍(そう)術(じゆつ)、上げました」

			　さっきまでレベル１だった少女が、こちらを見ずにいった。うん、よし。全員が槍(そう)術(じゆつ)２に揃ったおかげで、皆、いっそう手際よくオークを始末できるようになった。

			　となると、最初からレベル２だったふたりは、残り６体でレベルアップか。まあ、気長にやるしかない。そういえば、とぼくはまだ横にいる志(し)木(き)さんに訊ねた。

			「エリート・オークの姿は見た？」

			「いちばん後ろに３体、いるわ」

			　ぼくは唇を噛む。エリート・オークを足止めできるのはアリスとたまきだけだ。彼女たちとて、１対１では、せいぜい時間稼ぎができる程度にすぎない。

			　武器スキルがランク４になれば、１対１での勝ち目も出てくるだろう。だが現状では、ミアの魔法による補助が必要だ。

			　あるいはぼくが上手くリフレクションを使えれば……。

			　だがあれはタイミングがシビアで極めつけの博(ばく)打(ち)だし、乱戦で狙(ねら)いをつけられるかどうかも怪しい。

			　やはりミア頼りだろう。それも相手が１体なら、という限定だ。２体同時では、かなり厳しい。

			　そんな相手が、３体。しかも同時に取り巻きが多数。

			「ちょっと待っててね」

			　志(し)木(き)さんがそういって、一度、ぼくの視界から消える。偵(てい)察(さつ)スキルを使ったのだろう。

			　木陰から短槍が投(とう)擲(てき)され、森のなかに踏(ふ)み込もうとしたオークの腹に突き刺さる。

			　オークは露(つゆ)となって消える。

			　志(し)木(き)さんが戻ってくる。

			「これで、あと１体でレベルアップよ」

			　正確には、志(し)木(き)さんはいまレベル１で、さっきぼくとふたりの狩りでオーク１体を倒している。だからいまの経験値は90。レベルアップまでは、あと30だ。

			「白い部屋は、まだ温存？」

			「考えること、あまりないしね」

			　まあ、そうか。いまのところ、オークの群れは渋滞でひどく混乱している。こうしているうちに、なるべく数を削りたいところだった。

			　希望はある。エリート・オークが出てくる前に、アリスとたまきの武器スキルをランク４にしてしまうのだ。

			　幸いにして、経験値の対象たるオークの数はたいへんに多い、わけだが……。

			　前線では、落とし穴を挟んで、槍(やり)使いの３人とオークたちの睨(にら)み合いになっていた。

			　側面にまわりこもうとしたオークは、そのたびにアリスやたまき、使い魔の狼たちに仕留められ、断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげている。オークが馬鹿だからなんとかなっているが、それでもこのままだと……。

			　ふと気づくと、ぼくは白い部屋にいた。

			「わたしとミアがレベルアップしたのよ！」

			　たまきがいう。ああ、なるほど。彼女たちがレベル５になったのか。

			　とはいえ、いまふたりのスキルポイントは３。あと１レベル上がらなければ、メインのスキルを４にはできない。計算では、まったく同時にアリスがレベル８になって、槍(そう)術(じゆつ)を４に上昇できるはずだが……。

			「オークをあと24体、倒さなきゃいけないな」

			「じゃあ、わたしとアリスがこう、ずばーって乗りこんでいって、ぶしゃーっ、っていっぱい倒すわ！　ね、アリス、やろう！」

			　たまきは、興奮して腕をぶんぶん振りまわす。ブロンドのツインテールが鞭(むち)のように上下する。

			「えーと、カズさん……」

			　アリスが困り顔でぼくを見る。うん、たまきのやつ、アツくなって自分を見失ってやがるな。こいつ将来、博(ばく)打(ち)かなにかで身を持ち崩すタイプだろ。

			「とりあえず、たまきの提案は却(きやつ)下(か)で」

			「えー、なんでよ！」

			「志(し)木(き)さんからの報告だ。エリート・オークが３体もいる」

			　たまきの顔色が変わった。

			「で、でも！　だったら余計、さっさとレベルアップしないと」

			「無理に深入りして雑(ざ)魚(こ)オークを倒せても、そのあとは消(しよう)耗(もう)した状態で、しかも雑(ざ)魚(こ)に囲まれたままエリート・オークを相手にすることになる。雑(ざ)魚(こ)に気を配りながらエリート・オークと戦うのは厳しいと思うよ」

			　勘違いしてはいけない。たとえ武器スキルが４になっても、それでやっと、エリート・オークと互角になるにすぎないのだ。

			　アリスとたまきには、なるべく最高のコンディションで戦ってもらいたい。そんな親心を無にするやつには、少し思い知らせてやる必要があるだろう。

			「たまき、次に漏らしたら、おむつして戦ってもらうぞ」

			「ちょっ、待って、ひどっ」

			　ぼくはアリスを見た。

			「きみからも、なにかいってやれ」

			「え、あの、はいっ！　ええと、たまきちゃん、ちゃんとトイレにいかないとダメだよ？」

			　ツッコむのはそこじゃない気がする。

			　さて、たまきが暴走しないよう、どういいきかせようかと迷う。うーん、闘争本能が高いのは、嬉(うれ)しいことなんだけどなあ。

			　というかこれ、おそらく、だけど。彼女の場合、一度、失態をおかしているがゆえに「功を焦(あせ)る」心理が働いている気がする。

			　女子寮(りょう)の戦いで、たまきはいいところなしだった。しかもトラウマを発動させてしまった。ぼくたちに迷惑をかけた、と思っているだろう。

			　今度こそ目を見張るような活躍を見せなければ、ぼくやアリスに見捨てられてしまうのではないか。彼女はきっと、そんな恐れを抱いている。

			　ひょっとしたら、無意識レベルで。

			　そうなると、ぼくたちがいくら口をすっぱくして説き伏せても、難しい。

			　いまの彼女に必要なのは、自信なのだ。なら、もう思い切って考え方を変えよう。

			「ミア。ＭＰはどれくらいある」

			「たぶん、20くらい」

			　なるほど、ぼくと同じくらいか。地魔法ランク２のヒート・メタルはエリート・オーク対策で３発、残しておくとして……。うん、いけるな。

			「アース・ピット２発とランペイジ・プラントを２発、いってくれ」

			「いいの？　切り札、だよ？」

			「オークを14体倒せれば、ぼくがレベルアップする。アリス、たまき、聞いての通りだ。狼を連れて一度、森を離脱しろ。ぼくのところに戻ってこい」

			　ぼくの使い魔の灰色狼(グレイウルフ)には、アリスとたまきの指示を聞くよう命令してある。灰色狼(グレイウルフ)がどこまでふたりの言葉を聞いてくれるか不安だったが、これまでのところは問題なく連携できているようだ。この指示も狼たちに伝わることだろう。

			「それからの展開だが……」

			　矢継ぎ早に行動を指示する。志(し)木(き)さんにいわれた通り、なるべく自信ありげに。すべて予定のうちさといわんばかりに。

			「アリス、たまき。ぼくはレベルアップしたあと、残りのＭＰのほとんどを、きみたちの強化に使う。その後のことは、任せるぞ」

			「はい、カズさん！」

			「うん、任せて、カズさん！」

			　ふたりに、よし、とうなずいてみせ……。ぼくは、さらにミアと細かい打ち合わせを行ったあと、白い部屋から離脱する。

			　

			　たまき：レベル５　剣術３／肉体１　スキルポイント３

			　　ミア：レベル５　地魔法３／風魔法１　スキルポイント３

		

	
		
			第32話　第２次育(いく)芸(げい)館(かん)防衛戦　その３

　

			　もとの場所に戻ってすぐ、離れていたミアが駆け寄ってきた。

			「よいしょ」

			　ぼくはミアを肩車する。ミアはぼくの肩を足場にして、樹の幹をよじのぼる。運動の苦手そうなミアだが、フィジカル・アップのおかげか、軽快な木登りだった。

			　ミアは太く丈夫そうな枝に手をかけたところで立ち止まり、真下のぼくを振りかえる。

			「ブルマのおしりより、スカートから覗(のぞ)くパンツのほうがよかった？」

			「いいからとっとと登れ」

			　緊張感がないなあ。いやまあ、大物だ、と思うことにしよう。彼女の場合、ある程度は強がりなんだろうけど。エリート・オークの咆(ほう)哮(こう)で腰を抜かしていたし、怖がっていないはずはないのだ。

			　それでも冗談を叩いている。それは強さだ、と前向きに考えたい。

			「カズさん、お待たせしました」

			「とうちゃーく！」

			　アリスとたまきが、それぞれ狼を連れてぼくのもとに駆け寄ってくる。これで準備は整った。ミアが丈夫そうな枝の上に立ち上がり、オークの群れを見下ろす。

			「どのあたりに、かける？」

			「真ん中あたりがいい」

			「ん。アース・ピット。おまけにもひとつ、アースピット」

			　ミアの穴掘り魔法によって、オーク集団の中心付近の地面が、立て続けに陥(かん)没(ぼつ)する。

			　オークたちは、慌(あわ)てて左右の森に入るが……。

			「ランペイジ・プラント」

			　ここで、ミアの地魔法ランク３、ランペイジ・プラントが左手の森に炸(さく)裂(れつ)する。

			　オークの周囲の樹木が広範囲に渡り暴れ出した。樹の枝が鋭い刃物のように尖(とが)り、オークの顔を、腹をえぐる。青い血しぶきが派手に飛ぶ。舞い散る落ち葉が、手(しゆ)裏(り)剣(けん)のように豚人間の身体を切り裂く。

			「もういっちょ、ランペイジ・プラント」

			　反対側、右手の森のなかでも、オークの悲鳴があがった。ランペイジ・プラントは、木々を凶暴な肉食獣のように暴れさせ、周囲すべてに無差別攻撃を放つ魔法だ。

			　密生した木々のある場所でしか効果を発揮しない、という限定条件を持つかわり、こういった森のなかでは無類の威力を発揮する。

			　ただし、効果範囲が広いことは別の問題も引き起こす。仲間まで攻撃されてしまうのだ。ゲームと違って、フレンドリィ・ファイアはごく普通に起こりうる。だからいったん、アリスやたまきをこちら側まで退(たい)避(ひ)させなければならなかった。

			　しかもこの魔法、取りこぼしが発生してしまう。木々による攻撃をくぐり抜けた血まみれのオークが、左右あわせて３体、林から飛び出してきた。凶暴に怒り狂い、さかんに指示を出すぼくを頭と見定めて、襲いかかってくるが……。

			「アリス、たまき！」

			　ぼくの護衛にまわっていたふたりが動いた。槍(やり)による鋭い刺(し)突(とつ)と大(おお)斧(おの)の一撃が、素早く２体のオークの命を狩り取る。だが残った１体がなおもぼくに迫り……。

			　近くの木陰から投(とう)擲(てき)された槍(やり)によって、心臓を串刺しにされ、息絶えた。

			「レベルアップ、しちゃったわ」

			　志(し)木(き)さんが森から出てくる。いまの槍(やり)を投げたのは彼女だと気づく。

			「カズくんが狙われていたから、念のため、ね」

			「ああ、助かった。ま、白い部屋を温存する必要はなさそうだから、いいんじゃないか」

			「そうね。わたしもレベルを上げておくにこしたことはなさそうだし。本当は、前には出ないつもりだったんだけどな」

			　彼女が攻撃しなければ、狼たちがぼくの盾(たて)になったとは思うけど。それでも念のため、とぼくを守る行動に出てくれた志(し)木(き)さんは、普段からどちらかというと心配性で、面倒見がいい人なんだろう。

			「なにかいいたそうね」

			　だが志(し)木(き)さんは、ぼくの態度から、なにかけしからぬことを読み取った様子で、ジト目になっていた。ぼくは彼女に反論しようと、口を開きかけ……。

			　レベルアップのメッセージが頭のなかで鳴り響く。

			「ま、憎まれ口を叩き合える仲ってことだよな」

			　彼女がタフである限り、ぼくの心の負担は半分になる。大胆な手も打てる。

			　

			　白い部屋にて。

			　きょとんとするアリスたちに、ぼくは肩をすくめてみせた。

			「ここから先は、アリス、たまき、きみたちふたりにすべてがかかっている」

			「はい、期待にこたえてみせます」

			「う、うん、がんばるわ」

			「……たまき、いまさら弱気か？　ちびったか？」

			「もーっ、なんでそういうこというかな！　カズさん、ほんと、デリカシーがない！」

			　顔を真っ赤にして怒るたまきに、ぼくはにやりとする。

			「たまき、ぼくはきみを信じる、っていってるんだ」

			「あ、えと、うん！　わかっているわ、今度こそ、やってみせる」

			　たまきは、ぐっと拳(こぶし)を握る。そのあと、ぼくをすがるような目で見つめて……。

			「なんだ」

			「あ、あのね。ぐしぐしして、欲しいの」

			「ぐしぐし？」

			「えと、髪を……ね？」

			　ぼくはうなずいた。たまきのブロンドの髪に手を置き、乱暴に撫(な)でる。普段、快活ながらいまは少し肩を縮こめていた少女は、ぼくを見上げて、恥ずかしそうに笑った。

			「元気、出たか」

			「ええ、任せて。わたし、勝ってくるわ！」

			　ぼくは、よし、とうなずき……。再度、作戦を確認したあと。

			　付(ふ)与(よ)魔法をランク４に上げた。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル８　付(ふ)与(よ)魔法３→４／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント４→０

			　

			　付(ふ)与(よ)魔法をランク４にすることは、ぼくのひとつの目標だった。充分な時間さえあれば、待望の、あるもの、が手に入るからだ。昨日の地震のあと、ぼくたちはスキルというちからを得た。オークと互角以上に戦えるようになった。

			　まるでコンピュータ・ゲームのＲＰＧのように、戦えば戦うほど強くなった。

			　でも、コンピュータ・ゲームなら当然あるはずのものが、ぼくたちにはない。

			　それは、レベル相応の武器と防具である。

			　ハード・ウェポン。ハード・アーマー。

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク４に存在するそのふたつの魔法の効果は、武器と防具をランク相応のものに強化するというものだ。

			　つまり、いまアリスが使っている鉄槍が、鉄槍＋１のようなものに変化するということである。

			　武器についてはまあいい。鉄槍が鉄槍＋１になって、どれくらい変化するのか、ぼくにはよくわからない。ノートＰＣでの質疑応答では、切れ味がよくなる等のあいまいな答えしか得られなかった。

			　問題は防具である。いまアリスたちが着ているのは、体操着とブルマだ。ゲーム風の防御力にすれば０か、せいぜい１というところだろう。紙装(そう)甲(こう)ならぬ、布装(そう)甲(こう)だ。

			　そこでぼくは、ハード・アーマーを体操着にかけたらどれくらいの防御力になるかと、白い部屋のＰＣに問いかけてみたのである。

			　

			・Ｑ：ハード・アーマーがかかった体操着の防御力はどれほどか。

			・Ａ：定かならず。

			　

			・Ｑ：付(ふ)与(よ)魔法ランク４のハード・アーマーがかかった体操着を着たアリスが、オークのさびた槍(やり)の刺(し)突(とつ)を胸に受けた。アリスはどれだけの怪(け)我(が)を負うか。

			・Ａ：オークの槍(やり)は体操着を貫(かん)通(つう)できない。衝撃は一部、減(げん)衰(すい)される。場合によっては打(だ)撲(ぼく)もありうる。

			　

			　返答があった瞬間、骨折しないのかよ！　と思わずツッコミを入れてしまった。詳しく質問を繰り返した結果、なにか魔法的な効果によってダメージの吸収が起こる、といった感じであることが判明する。本当にゲーム的な防御力だ。

			　正直、召(しよう)喚(かん)魔法のランク３より優先して付(ふ)与(よ)魔法のランク４を取得したかったほどである。ぼくの服にかければ、ぼくの身も安全になるしね。

			　結局、女子寮(りょう)の戦いにおいて想定外のことが起き、召(しよう)喚(かん)魔法を優先せざるを得なくなったのだが……。

			　そういうわけで、このハード・アーマーは念願の防具を手に入れる魔法なのであった。しかも、一度かければ永続である。

			　白い部屋からもとの場所に戻ってすぐ、ぼくはアリスとたまきを呼びつけた。それぞれの体操着にハード・アーマーを、武器にハード・ウェポンをかける。

			　本当はブルマにもハード・アーマーをかけたいところだが、一気にＭＰを16も消費してしまったいま、ぼくのＭＰはほとんどからっけつだ。あと１回、リフレクションあたりをかけられる程度。これは切り札として取っておきたい。

			「今回はヘイストなしでいってもらう。まずはできる限り、雑(ざ)魚(こ)オークを倒してくれ」

			　アリスとたまきがレベルアップするためには、オークをあと10体、倒すことが必要だ。ふたりとも、次のレベルで、武器スキルをランク４にできる。

			　それとハード・アーマー、ハード・ウェポンのちからが合わされば、エリート・オークとも互角以上に戦える……。といいなあ。

			　いや、弱気になってはいけないんだけど。せいぜい自信があるふりをして、ぼくはふたりに「無茶はダメだが、頼んだぞ」という。ふたりとも、元気よくうなずいた。

			「いってこい！」

			　たまきの頭とアリスの尻を撫(な)でて送りだす。アリスが、「あの」と困ったようにぼくを見上げるが、にやりと笑ってごまかす。

			「もーっ、カズさんには、あとでお説教です！」

			「カズさんはほんとえっちだなあ」

			　アリスはぷんすかして、たまきはにやにやして、それぞれ左右の森に消えていった。

			「えっち」

			　いつの間にか樹から降りてぼくの横に立っていたミアが、ジト目で睨(にら)んできた。

			　さて。これで、ぼくがやるべきことは、やった。人事を尽くして天命を待つ。あとは皆に託すしかない。

			「ミア、ランペイジ・プラントの効果は……」

			「もう切れた。もっと援護、する？」

			「いや、ヒート・メタル３発分のＭＰはとっておいてくれ」

			　ミアは「ん」とうなずき、ひょいと手を差し出してくる。

			「なんだ」

			「やっぱ、ここじゃ視界、悪い。木登り、手伝って」

			「じゃあ、わざわざ降りてくるなよ」

			　もう一度肩を貸して、手近な樹の上によじ登らせた。

			「わたしのお尻、いまなら触り放題」

			「はいはい」

			「お肉だけは、アリスに負けない」

			「おまえのは贅(ぜい)肉(にく)だろ！」

			　だいたい、アリスのお尻はなあ、とっても肉づきがよくて、すべすべで、しかも撫(な)でるといい声で……。

			「あ」

			　木登りの途中でオークたちのほうを見たミアの視線が、くぎ付けになる。どうしたと、ぼくもそちらを見れば……。オークたちがひときわ混乱している。悲鳴があがっている。

			「ふたり、真ん中に乱入」

			「おい、マジか。あいつら、無茶するなっていったのに……」

			　ぼくは両手でミアのお尻を支えたまま、顔をしかめる。

			「って、さっさと登れ」

			「いま、いいとこ。たまき先輩、大(おお)斧(おの)で、大回転。わっ、かっこいい」

			　あ、こら、ちくしょう。いい感じに実況してるんじゃない。ぼくはさっさとミアを樹上に押し上げると、自身も手近な樹によじ登った。

			　樹上から見下ろせば、オークの集団はいまや大混乱に陥(おちい)り、右往左往していた。

			　アリスとたまきは、当たるを幸い、左右からオークの群れを挟み込み、八(はち)面(めん)六(ろつ)臂(ぴ)の活躍をしている。前線では相変わらず先頭のオークが後ろに押されて大穴に落ち、槍(やり)使いの少女３人がそれに適(てき)宜(ぎ)、トドメを刺していた。

			　そして。その後方では、混乱して逃げようとしているオークを、青銅色の肌のオークが蹴(け)り飛ばす。オークたちは慌(あわ)てふためき、ふたたびアリスとたまきのほうへ向かう。

			「なるほど、これだけの被害でどうして逃げないのかと思ったけど、エリート・オークが督(とく)戦(せん)隊(たい)の真似をしていたのか」

			「え、なんですか、リーダー？」

			　隣の樹の少女が、ぼくのひとりごとに反応して訊ねてくる。ぼくは、昔、なんかの本で読んだソ連軍や中国軍の話を簡単に語った。後ろから銃を突きつけて、素(しろ)人(うと)同然の兵士に突撃を強いるとか、そんな陰(いん)惨(さん)な内容だ。

			「なんか、オークがかわいそうになりますね」

			「だからって、手加減していたら、死ぬのはこっちだよ」

			「それは……そうなんですけど」

			　少女が苦笑いする。まあ、その気持ちがわからないではない。

			　もっとも彼女は「気の毒だ」といいつつ、容(よう)赦(しや)なく火球の魔法を飛ばし、なるべく真ん中あたりのオークを焼き殺していた。それが絶好の援護になり、周囲のオークが混乱したところをアリスが片端から突き殺していく。

			「お」

			　ミアが呟いた。なるほど、もう10体目か。

			　案の定、ぼくは次の瞬間、白い部屋にいた。
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			　アリス、たまき、ミアの３人同時のレベルアップである。今回は、３人とも、それぞれのスキルを上げてもらう。アリスは槍(そう)術(じゆつ)を、たまきは剣術を、そしてミアは地魔法を。

			　具体的には、こうだ。

			　

			　アリス：レベル８　槍(そう)術(じゆつ)３→４／治(ち)療(りよう)魔法３　スキルポイント４→０

			　たまき：レベル６　剣術３→４／肉体１　スキルポイント５→１

			　　ミア：レベル６　地魔法３→４／風魔法１　スキルポイント５→１

			　

			　ミアは風魔法を取るという手もあったが、それよりは地魔法を上げるべきだということになった。彼女のＭＰも、ぼく同様に残り少ない。ヒート・メタルの性能を少しでも上げて、これ一本に賭けるのが最適だという判断である。

			　後々を考えると、便利なものが多い風魔法も魅力的なのだが……。いまは、これからの数分を生き残ることに全力を注ぐべきだった。

			「武器スキルがランク４になったといっても、今回はヘイストをかける余裕がないんだ」

			　ぼくはアリスとたまきを前に、最後の確認をする。

			「ひょっとしたら、以前より厳しい戦いになるかもしれない。ここまでで怪(け)我(が)はないか」

			「はい、だいじょうぶです」

			「問題ないわ。カズさんのハード・アーマーのおかげよ！」

			　聞けば、体操着＋１が、いままでならかすり傷になるような攻撃もすべて、はじき返してしまったとか。オークがぶつかってきても、ほとんど衝撃を受けなかったらしい。

			　鉄槍＋１と大(おお)斧(おの)＋１も、いままでにない切れ味であると、ふたりは少々、興奮気味に語る。

			　槍(やり)の刺(し)突(とつ)は容易にオークの身体を貫いた。斧(おの)の斬(ざん)撃(げき)はたやすくオークの身体を両断した。まるでいままでの武器とは別物みたいだ、と。

			「実際、別物なんだろうけどね」

			　ぼくはコンピュータ・ゲーム的に考える。武器防具＋１と仮に名づけたが、ひょっとしたらこれは「こんぼう」が「はがねのけん」になるくらいの変化なのかもしれない。あるいは「かわよろい」が「せいなるよろい」に変化するクラスの可能性もある。

			　しかも、例によってノートＰＣでＱ＆Ａを行った結果。

			　この魔法による武器防具強化は、ぼくの付(ふ)与(よ)魔法のランクが上がるごとに性能が向上するらしい。付(ふ)与(よ)魔法のランクが上がるつど、アリスとたまきの分だけでも毎回、更新する必要がありそうだ。

			　ま、そんなのは今後の話である。いま大切なのは、目の前の脅(きよう)威(い)に対する方策を指示することだ。

			「今回はエリート・オークが３体もいる。同時に相手にするのは、絶対にダメだ。教えた通り、１体ずつに分断するんだ」

			「カズさんは心配性すぎるわ！」

			　ぼくはジト目でたまきを睨(にら)んだ。たまきは、うっ、と気おされたように後ずさる。まったく、さっき失禁したばかりの子が、なにをいってるんですかねえ。

			「ぼく、他人の失敗を何度もあげつらうのは好きじゃないんだけど、きみの命がかかっているから、あえていわせてもらおうかなあ」

			「あ、待って、わかった、わかったから！　わたしちゃんと、命令通りやるから！」

			　たまきは、慌(あわ)てて両手をぱたぱた振る。ツインテールが波打つ。まったくもう、この子は。
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			「アリスは……心配してないから、無理はするな」

			「はい！」

			　アリスは、緊張した面持ちでうなずく。うん、アリスは素直でいい子でかわいいなあ。

			「ミア」

			　最後にぼくは、いちばん小柄な少女のほうを向く。

			「予定通りならヒート・メタルだけで終わるはずだけど……。ふたりが危険だと思ったら、出し惜しみはしなくていい。ＭＰの限り、魔法を撃て。臨機応変に頼むぞ」

			「ん！」

			　彼女にしては、という程度には強い意気込みで、ミアはうなずいてみせた。ぼくは、よし、とみんなを最後に見渡し……。

			「それじゃ、レベルアップを頼む」

			　ぼくたちは、もとの場所へ戻る。決戦の地へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくが白い部屋からもとの樹の上に戻るのとほぼ同時に、オークの側にも変化があった。

			　ついにオークたちの士気が決壊し、督(とく)戦(せん)隊(たい)役のエリート・オークの指示もきかず、算を乱して逃げ出し始めたのだ。

			　左右の森に逃げ入るオーク。エリート・オークの横を抜けようとしてミンチになるオーク。やぶれかぶれに前線を抜けようとして槍(やり)に貫かれるオーク。

			　阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄絵図のなか、アリスとたまきは冷静に目の前の獲物を狩り続ける。

			　それでいい。まずは邪魔な雑(ざ)魚(こ)を排除し、エリート・オークへの道を切り開くのだ。

			　ふたりとも武器スキルがランク４に上昇したことで、いっそう武器の扱いに磨きがかかり、動作に鋭さが増している。

			　よし。これならエリート・オークを相手にしても……。

			　そのときだった。敵陣の奥から、身も凍るような咆(ほう)哮(こう)があがる。

			　エリート・オークの雄たけびだった。

			　それが３体同時。

			　だが幸いにして、今回は仲間の誰ひとりとしてひるまない。少ないＭＰを割いてアリス以外の全員にクリア・マインドをかけておいた甲(か)斐(い)があったというものだ。

			　もとより、アリスとぼくはレベル的に耐えられると判断していたが……。

			　予想通り、ぼくにとっては、もはやエリート・オークの咆(ほう)哮(こう)も、ただうるさいだけにすぎなかった。

			　アリスに至っては、咆(ほう)哮(こう)で足を止めたオークに無(む)慈(じ)悲(ひ)な刺(し)突(とつ)を繰り出し、殺(さつ)戮(りく)に精を出している。いまやアリスは、情け無用の殺(さつ)戮(りく)マシーンだった。立派に育ったなあ。

			　ところが、そのアリスに猛然と接近する者がいる。

			　オークが逃げまどったことで集団の密度が薄くなり、エリート・オークとアリスの間に一本の道ができてしまったのだ。

			　１体のエリート・オークが、アリスに突進する。

			「アリス、来るぞ！」

			　ぼくは叫ぶ。だが彼女は、ぼくの声が届く前に素早く身をひるがえし、森のなかに飛び込んだ。よし、彼女は周囲がよく見えている。

			　エリート・オークは、アリスを追って森のなかに分け入っていく。計算通りだ。

			　もう１体のエリート・オークが、たまきを追って、やはり森のなかへ入っていく。

			　アリスとたまきは、あまりにもオークを殺しすぎ、目立ちすぎた。エリート・オークとしても、まずこのふたりを潰すために動くだろうと考えたのだが……。

			　作戦は、ものの見事に当たった。

			「ミア、志(し)木(き)さん、頼む」

			「ん」

			「わかったわ、任せて」

			　ミアは樹から飛び下り、志(し)木(き)さんと組んで走り出す。

			　志(し)木(き)さんが森のなかでアリスやたまきを探し出し、ミアがエリート・オークの武器をヒート・メタルで落とす。そういう作戦である。

			　さて、問題は残る１体、フリーとなってしまったエリート・オークなのだが……。

			　前への道は、逃げまどうオークで塞がれている。

			　左右の森に抜けるルートはある。

			　こいつがアリスとたまき、どちらに向かうか。それ次第で、今後の作戦を決めなければ……。

			　と、その残る１体のエリート・オークは、正面から突っ込んできた。

			　え？　逃げまどう周囲のオークを大(おお)斧(おの)で切り殺し、強引に距(きよ)離(り)を詰めてくる。って、味方を殺して前進するのかよ！

			　まずい。ぼくの背筋に冷たいものが走る。ここまで強引な手に出てくるのは、ちょっと予想外だった。いや、督(とく)戦(せん)隊(たい)のまねごとなんてやっているんだから、こうなることも想定してしかるべきだったのか。

			　こいつらにとって、仲間の命など、使い捨てのコマに過ぎないのだろう。

			　そのことをきちんと計算に入れておくべきだった。ぼくも志(し)木(き)さんも、そこまでの無茶は思慮の外だった。甘(あま)かった。

			「逃げろ！」

			　ぼくは落とし穴を挟んで槍(やり)を構える３人の少女に叫ぶ。

			　彼女たちが逃げると、その近くの樹の上にいるぼくの身が危うくなる。なのに、反射的にそう叫んでしまった。

			　口に出したあとで、あ、と思ったがもう遅い。だが……。

			　槍(やり)を構える少女たちは、逃げなかった。その場に踏(ふ)みとどまり、穴の手前まで迫ったエリート・オークを待ち構えていた。

			　彼女たちは、まだ槍(そう)術(じゆつ)のランクが２しかない。ランク３当時のアリスでさえ、持ちこたえるのがやっとだった相手だ。ランク２では、たとえ３人いても……。

			「守りますから！」

			　少女たちのひとりが、叫ぶ。ぼくにおにぎりを持ってきてくれた少女だった。

			「カズさんのこと、守りますから！　いまのうちに、逃げてください！」

			　は？　とぼくは呆気にとられる。守る？　彼女たちが、ぼくを？

			　なぜ。アリスとたまきとミアがいれば、このエリート・オークを倒すことは充分に可能だ。彼女たちを繋ぎ、指揮する役割には、ぼく以外にも志(し)木(き)さんがいる。

			「昨日、カズさんはわたしたちを助けてくれたじゃないですか！　今度は、わたしたちがカズさんを助けますから！」

			　ああ。不意に、気づく。

			　彼女たちはぼくを英雄だと思っている。ぼくを信仰している。アリスと志(し)木(き)さんが手をまわしたおかげで、ぼくを過大評価している。

			　馬鹿なやつら。ぼくがそんな偉(えら)いやつなわけ、ないじゃないか。ぼくはただの落ちこぼれ、高等部のはみだし者なんだぞ。

			　とにかく、樹の上はまずい。逃げ場がない。

			　ぼくは樹から飛び降りる。少女たちの数歩、後ろだ。着地の衝撃で地面に転がる。慌(あわ)てて起きあがると、エリート・オークが穴の手前で跳(ちよう)躍(やく)するところだった。

			　青銅色のオークは、高くジャンプしながら、空中で斧(おの)を振りかぶる。さっきぼくに対して「助ける」と叫んだ少女の脳天めがけて、どでかい斧(おの)を振りおろす。

			　ぼくは残しておいた最後のＭＰでリフレクションを使おうとして……。

			　ダメだ。この魔法はパーティメンバーにしか使えない。彼女を救うことはできない。

			　少女は１歩もひるまず、刺(し)突(とつ)を繰り出す。槍(やり)の穂先が、エリート・オークの腹に突き刺さる。だが青銅色のオークは微(み)塵(じん)もひるまない。跳(ちよう)躍(やく)の勢いを上乗せして、大(おお)斧(おの)を振りおろす。

			　少女の身体が、真っ二つになる。

			　噴水のように血液を吹きだし、少女だったものは左右に倒れていく。おにぎりを握ってくれた手が、ちからなく天を仰ぎ、そのまま地面に墜ちていく。

			　血しぶきが、エリート・オークの凶暴な顔を濡らす。

			　ぼくは茫(ぼう)然(ぜん)と、その光景を眺めていた。眼前で起こった惨(さん)劇(げき)を前に、身体が硬直していた。頭が痺(しび)れたような感覚を覚える。

			　エリート・オークが、凶暴に笑った。
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			　ぼくの目の前で、ぼくの指示に従っていた女の子が、死んだ。

			　ぼくのミスだ。

			　無意識のうちに、ゲームのように考えていた。

			　オークたちが混乱して渋滞していれば、エリート・オークは前に出てこられないと、そう決めつけていた。

			　エリート・オークがいかに残(ざん)忍(にん)で粗(そ)暴(ぼう)か、忘れていた。

			　そのせいで、仲間が死んだ。

			　しかもいまだ、エリート・オークはフリーの状態にある。

			　アリスとたまきは、離れた場所で別のエリート・オークと戦っている。ミアもそのサポートに出てしまっている。

			　少女を真っ二つにした青銅色の肌のオークは、いま、ぼくの数歩先で膝立ちとなっている。

			　そのエリート・オークが立ちあがる。左右の少女を見る。

			「よくもっ！」

			　残るふたりの少女が、逆上して刺(し)突(とつ)を繰り出す。ダメだ。あんな貧弱な一撃では、エリート・オークの分厚い外皮に傷ひとつつけられない。

			　これまでアリスやたまきが相手にしてきたこの強(きよう)靭(じん)な豚人間が、いかに強大な敵だったか。ぼくはいままさに、それをまざまざと見せつけられている。

			　時間が引き延ばされるような感覚を覚えている。

			　迂(う)闊(かつ)な攻撃は、危険だ。攻撃後の隙に反撃される。ふたりまとめて首を刎(は)ね飛ばされ、それで終わりだ。

			　だが、彼女たちが稼ぐわずかな時間で、ぼくは逃げることができるかもしれない。いますぐ背を向けて走り出せば、生き延びることができるかもしれない。

			　ぼくの近くには、使い魔の灰色狼(グレイウルフ)が２体もいる。こいつらも盾(たて)として数秒を、数瞬を稼ぐのだ。

			　そうこうするうちに、アリスとたまきとミアが、エリート・オークを倒して戻ってくるだろう。こいつを倒すのは、そのあとでいい。

			　その間に、この場にいる少女たちは全滅するかもしれないが……。

			　しかし、ぼくたちは生き延びる。ぼくとアリスとたまきとミアと、ついでに志(し)木(き)さんは生き延びる。

			　全体を考えれば、それが最善だ。

			　リスクとリターンを計算すれば、それが最良だ。

			　だから。ぼくは２体の狼に命令を下す。

			「いけ！　彼女たちを守れ！」

			　はたして狼たちは、ぼくの命令通り……。

			　少女たちの身体を、突き飛ばす。

			　２体の狼は、槍(やり)を手にした彼女たちを、その身で押し倒す。

			「え……っ、なん……でっ」

			　ふたりの槍(やり)使いの少女たちは、唖(あ)然(ぜん)としてぼくのほうを見る。

			　その頭上を、エリート・オークの大(おお)斧(おの)のひと薙ぎが通り過ぎていく。

			　狼によって押し倒されなければ、少女たちはいまごろ死んでいただろう。ふたりまとめて、胴のところで真っ二つにされていただろう。

			　ぼくは、ほっとする。

			　ほっとしたあと、なぜ、と自問する。

			　なぜいまのうちに、逃げなかった。どうしてぼくは、彼女たちを助けた。

			　わかっている。ぼくは顔をあげ、エリート・オークを睨(にら)む。その凶悪な紅の双(そう)眸(ぼう)を、真正面から見据える。

			　そうだ。ぼくは彼女たちに情が移っている。

			　いま死んでしまった少女を悼(いた)み、彼女を守れなかった己を強く責め苛(さいな)んでしまう程度には、彼女たちの命に責任を感じている。

			　いまなら、志(し)木(き)さんがあのときいった言葉の意味がわかる。彼女はぼくに対して、仲間の死に責任を覚えるなと、そう忠告したのだ。それはすべて自分が背負うから、ぼくには、ただの駒として彼女たちを遇せよ、と。

			　そうでなければ、ぼくの心が壊れてしまうかもしれないからと。

			　ありがとう、志(し)木(き)さん。

			　クソ喰らえだ。

			　ぼくはエリート・オークを睨(にら)んだまま、立ちあがる。

			　こんちくしょうと、凶暴な殺人鬼を睨(にら)み据える。

			「かかってこい、豚野郎！」

			　エリート・オークがぼくの叫びの意味まで理解したかどうかは、わからない。少なくとも、それを挑発と受け取ったようだ。怒り狂って咆(ほう)哮(こう)し、ぼくに迫る。

			　そんなエリート・オークに、樹上からの火球やらナイフやらの攻撃が飛来する。

			　仲間たちの援護は、まったくの無(む)駄(だ)に終わった。エリート・オークは火球を腹部に受けてもよろめきすらしない。肩に当たったナイフは、あえなく外皮に弾かれる。

			「そうだ、こっちだ！」

			　ぼくはエリート・オークに背を向け、駆け出す。幸いにしてぼくの脚にはフィジカル・アップがかかっている。とにかくいまは、時間を稼ぐのだ。

			　と、そのとき。

			　前方、館の入り口に視線を移したぼくは、玄関のドアが開いたことに気づく。なかから、ひとりの少女が出てくる。さきほどぼくたちが女子寮(りょう)で助けた少女のうちのひとりだ。

			　少女は、ぼくと、ぼくを追うエリート・オークを見て、恐怖に立ちすくんだ。

			　やばい。このまま走っていくと、彼女を巻きこんでしまう。ぼくはたたらを踏(ふ)む。

			　そして。不意に、背筋に鳥肌が立つ。

			　慌(あわ)てて振り返る。エリート・オークがぼくめがけて大(おお)斧(おの)をぶん投げてくる、まさにその瞬間を目撃する。

			「リフレクション」

			　とっさに叫んでいた。

			　ぼくの顔面に迫った大(おお)斧(おの)が、見えない壁に衝突する。

			　反射。斧(おの)は投(とう)擲(てき)者のもとに跳ね返る。

			　大(おお)斧(おの)は、エリート・オークの顔面に突き刺さった。左目が潰れ、青い血が噴水のように吹き出る。やった……のか？

			　エリート・オークが、咆(ほう)哮(こう)する。

			　斧(おの)を引き抜き、おおきく振るう。

			　風圧だけで、ぼくの身体が浮き上がるような感覚を覚える。ダメだ、致(ち)命(めい)傷(しよう)じゃない。

			　こいつは強すぎる。桁(けた)違いすぎる。こんなやつ、アリスやたまきをぶつける以外で、どう相手にしろというのだ。

			　だがエリート・オークは、近くのぼくを無視して、狂乱したように斧(おの)を振るう。こいつ……右目も、見えていないのか？

			　よく見ると、右目を閉じている。吹きだした血が入ったのか。だけど、どうすればいい。大(おお)斧(おの)を振りまわして暴れているこいつを、どうやって攻撃すれば……。

			　と、がむしゃらに振りまわした斧(おの)が、偶然、ぼくのすぐそばを通り過ぎた。ぼくは思わずあとずさりして……。

			　草を踏(ふ)みしめるその音に、エリート・オークがこちらを向く。

			　やばい。冷や汗が吹き出る。確実に捕(ほ)捉(そく)された。

			　エリート・オークが大(おお)斧(おの)を振りかぶる。そして……。

			　その足もとに、チェーンがからみつく。横の林から飛び出てきたチェーンだ。いや、よく見れば、木陰から志(し)木(き)さんが顔を覗(のぞ)かせている。

			「よかったわ、これも投(とう)擲(てき)スキルの範(はん)疇(ちゆう)で」

			　志(し)木(き)さんが、ぐいとチェーンを引く。エリート・オークはバランスを崩し、もんどり打って倒れる。ぼくは、しばし呆けたようにたたずみ……。

			「カズくん！　しっかりしなさい！」

			　志(し)木(き)さんの叱(しつ)咤(た)の声に、はっとわれに返る。ぼくは狼たちに攻撃命令を下す。２体の灰色狼(グレイウルフ)が、一斉にエリート・オークへと襲いかかる。

			「斧(おの)を持つ手を攻撃しろ！　可能なら斧(おの)を奪ってしまえ！」

			　狼の１体がじたばた暴れるエリート・オークの指を噛みちぎる。もう１体が、大(おお)斧(おの)の柄を口にくわえて、ぼくのもとへ引きずっていく。

			　ぼくにはまだ、マイティ・アームがかかったままだ。さっき穴を掘るときに必要だった。あれからまだ１時間もたっていない。

			　ぼくはほんの少しの間、目の前の大(おお)斧(おの)を見おろし……。意を決して、持ち上げる。

			「待って、カズくん！　わたしが……」

			「来るな、志(し)木(き)さん」

			　重い。だけど、振りおろすだけなら、できなくもない。

			「これは、ぼくがやる。ぼくに、やらせてくれ」

			「カズ……くん」

			　志(し)木(き)さんの声で、わかる。彼女は、前線でなにが起きたか知っているのだろう。

			　見てきたのか、あるいはただ察したのか。

			　どっちでもいい。彼女はぼくの危機を察知して、助けに来てくれた。ぼくではできないミスの尻(しり)拭(ぬぐ)いをしようと、駆けつけてきてくれた。

			　ありがとう。でも、これはぼくの仕事だ。

			　仇(かたき)を取るのは、ぼくじゃないといけないのだ。さもないと、ぼくはぼくを、許せない。

			　いや、こんなことをしたところで、許されるとも思っていない。でも、やるんだ。

			　１歩、２歩、倒れたままじたばた暴れるエリート・オークに近づく。

			　間合い、よし。ぼくは雄たけびをあげて、斧(おの)を振りおろす。

			　腰も入ってない、へなちょこの一撃。だが斧(おの)の重量が乗った、強烈な斬(ざん)撃(げき)だった。

			　運もよかった。ぼくの斬(ざん)撃(げき)は、ちょうどエリート・オークの首筋に命中した。

			　青銅色の頭が、鞠のように高く跳ねた。青銅色の肌の頭部が地面に落ちて、草むらを転がった。

			「倒し……た」

			　ぼくは茫(ぼう)然(ぜん)として、その場にへたりこむ。全身から力が抜ける。

			　喚声があがった。見れば、樹上の少女たちが、ぼくを見て喝(かつ)采(さい)を上げていた。

			「よくやったわ」

			　志(し)木(き)さんが、ぼくのそばに来て、小声でそういった。

		

	
		
			第35話　戦後処理

　

			　頭であるエリート・オークを討ちとられ、オークたちは算を乱して逃げていく。サブパーティの少女たちは、仲間の仇(かたき)とばかりにオークに追いすがり、片端から倒していく。レベルアップするチャンスでもあるから、深追いしない程度にがんばってもらう。

			　アリスとたまきは、上手くエリート・オークを倒せただろうか。ミアのサポートがあればだいじょうぶだと思いたいが……。

			　と、森からたまきとミアがひょっこり顔を出した。

			「こっちは終わったわ。カズさん、わたしたちこれから、アリスのほうへ……」

			　ふたりはぼくの顔を見て、絶句する。ああ、ぼくはそんなにひどい顔をしていただろうか。ダメだな。こんなんじゃ、指揮官失格だ。

			「こっちの話はあとよ。ふたりはアリスの援護に」

			「う、うん、志(し)木(き)さん、わかったわ」

			　たまきとミアは、ぼくのほうをもう一度、心配そうに見たあと、背を向けて駆け出す。幸いにして、落とし穴付近の様子には気づかなかったようだ。うん、いまあれを見ないほうがいい。悼(いた)むのも、苦しむのも、戦いが終わったあとでいい。

			「カズくん、あなたは休んでいなさい」

			「そうはいかないだろ」

			「いいから」

			　志(し)木(き)さんに睨(にら)まれた。ああもう、ぼくは本当にダメダメだなあ。ため息をついて、肩を落とす。そのとき、レベルアップの音が鳴り響く。

			　そうか。アリスたちは上手くやったか。

			　

			　白い部屋にて。アリスたちが、心配そうにぼくの顔を覗(のぞ)きこむ。

			「カズさん、どうしたんですか」

			　アリスが訊ねてくる。ぼくは仲間の死を告げた。

			　３人の少女は、喉を鳴らしてぼくを見つめる。

			「そう……茜(あかね)ちゃん、が」

			　たまきがいった。

			「茜(あかね)って、いうのか」

			「うん、下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)ちゃん。料理部でね、わたしとアリスの横で、お弁当つくってたんだ。カレシさんに渡すんだって、意気込んでて……」

			　そうか、とぼくはうなずいた。

			　彼女の名前すら知らなかったのだと、いまさらになって気づく。

			　彼女はどんな思いで、おにぎりを握ったのだろう。恋人がどうなったのか、心配だったに違いない。絶望的な状況で、それでもぼくたちが恋人を助けてくれると、一(いち)縷(る)の望みを繋いでいたのか。

			　でもさ。それで自分が盾(たて)になって死んでちゃダメだろ。それじゃ彼氏に会えないだろ。

			　ぼくは白い部屋の床にへたりこんだ。ちからが抜けてしまったのだ。

			　あぐらをかいて、下を向いて、おおきくため息をつく。

			　ああ、なにやってるんだろうな、ぼくは。

			　こんな落ち込んだ姿を３人に晒(さら)して、どうするんだ。ぼくはみんなを励(はげ)まさないといけないのに。タフじゃなきゃいけないって、志(し)木(き)さんとも約束したのに。

			　そう、志(し)木(き)さんはあのとき、いった。仲間が死んでも、それはすべて自分の責任だと。だからぼくが気に病むのはやめろと。

			　無理だよ。

			　気にするに決まってるだろ。彼女を殺したのは、ぼくだ。唇をきつく噛む。血が出るほど強く噛んだ。鉄の味がする。

			　もっと自分の身体を痛めつければ、少しは気が晴れるかな、と思った。

			　拳(こぶし)を握る。なにいってるんだ、ぼくは。なにやってるんだ、ぼくは。

			　と。ぼくは抱きしめられた。

			　ひとりじゃない。３人だ。前と左右から、抱きしめられていた。

			　３人の人肌のぬくもりがする。汗の臭いがする。息遣いがする。心臓の動(どう)悸(き)まで伝わってくる。

			　顔をあげると、中央にアリスの顔があった。左右にミアとたまきの顔があった。

			「カズさんは、ひとりじゃないですよ」

			　アリスがいう。

			「そうよ。カズさん、わたしのこと、慰(なぐさ)めてくれたでしょ。だったら今度は、わたしたちの番よ」

			「ん」

			　彼女たちの表情はとても真剣だった。それでいて、ぼくをやさしく包み込むように笑っていた。

			「仲間は、楽しいことも、苦しいことも、わかちあうもの」

			「ミア……」

			「と、なんかの漫画でいってた」

			　台無しだこいつ。

			「カズっち、マッチョに気を張らなくていい。男の子は、時々弱さを見せたほうが萌(も)える」

			「おいこら」

			　ミアを睨(にら)むと、小柄な少女は生(き)真(ま)面(じ)目(め)にもう一度「ん」とうなずき……。そっと、ぼくの額にキスしてきた。

			「ん」

			「……ええと」

			「いまのは、落ち込んだ男の子を慰(なぐさ)めるためのキス」

			　ミアは、頬(ほほ)を朱に染めて、ぼくをまっすぐ見つめてくる。でもその目は、とても真剣だった。真剣に、ぼくのことを気遣っていた。

			　アリスのほうをちらりと見る。アリスは、両手でぼくの頬(ほほ)をつかんで、固定する。そのまま顔を寄せて、唇を重ねる。キスは一瞬だった。アリスはにっこりする。

			「ほら、たまきちゃんも」

			「え、でも、アリス」

			「いまは、みんなで落ち込んだカズさんを慰(なぐさ)めるの」

			　たまきのほうを見る。たまきは、ブロンドの髪をいじって、恥ずかしそうに下を向いたあと、意を決したようにぼくと視線を合わせた。

			「……慰(なぐさ)める、わよ」

			「お、おう」

			　たまきは、ぼくの頬(ほほ)にキスした。

			「あ、へたれた」

			　ミアがにやりとして、はやしたてる。たまきは真っ赤になって「い、いいじゃない！　唇はアリスに譲ったのよ！」と叫ぶ。その様子がなんともかわいらしくて、ぼくは思わず笑ってしまった。

			「ん。笑った」

			「ああ、笑わせられたよ。ありがとうな」

			「ん」

			　緊張が解けて、脱力を覚える。彼女たちの肌のぬくもりに、深く安(あん)堵(ど)してしまう。

			　ぼくはミアとたまきの髪を撫(な)でた。ふたりとも、気持ちよさそうに目を細めた。

			「アリスも、ありがとう」

			「はい。……あの、ええと、でも」

			「うん？」

			　アリスは少しためらったあと、まっすぐにぼくを見つめ、口をひらく。

			「カズさん、わたしは……カズさんが生きていてくれたのが、いちばん嬉(うれ)しいです」

			「ああ、うん、善処します」

			「死なないでください」

			「そりゃ、ぼくだって死にたくない、けど」

			　落ち込んだことを心配しているのだろうか。いや、少し違う気がする。ぼくはアリスの黒(こく)曜(よう)石(せき)の瞳をじっと見返す。アリスは、動揺したように、瞳をキョトキョトさせる。

			「これだけは、覚えていてください。カズさんが生きていてくれれば、わたしはそれだけで幸せです」

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル９　付(ふ)与(よ)魔法４／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻る。残敵の掃(そう)討(とう)は他の者に任せ、ぼくは育(いく)芸(げい)館(かん)から出てきた人物のほうを振りかえる。

			　ポニーテールの少女だった。ああ、そういえば女子寮(りょう)でぼくに話しかけてきたのも彼女だったな、と思いだす。

			「ごめんなさい。わたし、戦いの邪魔をしてしまいましたね」

			　少女は頭を下げた。怯(おび)えた様子はないが、ほかのなにか強い感情も感じられなかった。かといって、諦(てい)観(かん)とも違う。

			　少女は顔をあげる。

			「オークが殺されるところが見たかったんです。わたしたちをひどい目にあわせたあいつらが死ぬところが、見たかったんです」

			　少女は淡々と、そう告げる。かたく握る拳(こぶし)が震えている。

			「おかげで、いいものを見られました」

			「そ、そうか」

			「でも、もっといっぱい、オークが死ぬところを見たいです」

			　少女は抑(よく)揚(よう)のない声でそう告げる。暗い、深い闇(やみ)を抱えた瞳が、まっすぐにぼくを射(い)抜(ぬ)く。

			「わたしも、レベルアップさせてください」

			　まあ、それについては願ってもない話であった。いまなら、逃げまどっているオークを拘(こう)束(そく)することも簡単かもしれない。

			「ほかに、きみと同じく、いますぐ動ける人がいれば」

			　ポニーテールの少女は後ろを振り返り、育(いく)芸(げい)館(かん)の玄関の裏に隠れていた少女たちを手招きする。

			　彼女を合わせて、全部で４人。

			「わかった。竹槍は、わかるね、玄関脇に立てかけてあるそれを持って、ついてきて。鉄槍を持ち上げられるなら、そっちでもいい。ええと、できればアリスがいるといいんだけど……」

			　そういったタイミングで、ぼくはまた白い部屋に移動した。レベルアップしたのは、たまきとミアだった。

			「グッドタイミングだ！」

			　数分前とは違い、えらくテンションの高いぼくに、アリスたちは顔を見合わせる。

			「いや、ええと。アリス、たまき、ミア、頼みがある」

			　というわけでぼくは、アリスたちに頼み、女子寮(りょう)から助け出した少女たちのレベルアップを手伝ってもらうことにした。ついでに、ミアは風魔法をランク２にする。

			「戦術のバリエーションを増やしたほうが、いいかんじっぽい」

			　とのことで、ぼくもその考えに賛成だった。

			　

			　たまき：レベル７　剣術４／肉体１　スキルポイント３

			　　ミア：レベル７　地魔法４／風魔法１→２　　スキルポイント３→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　新しく育(いく)芸(げい)館(かん)に来た少女たちをレベルアップさせるのは、思ったより簡単だった。

			　なにせ、オークに対する憎しみの度合いがすごい。竹槍を突くことになんのためらいもなかった。

			　掃(そう)討(とう)戦が終わるころ、４人全員がレベル１になった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが終わった。オークたちは逃げ散り、育(いく)芸(げい)館(かん)の周囲には、もう１体たりともいない。手ひどくやられた彼らは、また仲間を集めて押し寄せてくるだろうか。

			　来るとしても、さすがに今日はもう無理だと思う。そう思いたい。

			　志(し)木(き)さんの読みでは、「報告に戻るオークはいないと思うわ」とのことであった。

			「こんな惨敗を指揮官に報告して、生きていられるかしら。だったら知らんぷりして、どこか指揮官に見つからないところへ逃げるんじゃないかしら」

			　エリート・オークの督(とく)戦(せん)隊(たい)っぷりを見る限りでは、たしかに彼女のいう通りかもしれなかった。軍としての統制はまったく取れていないけれど、でもあいつらのこれまでの行動をかんがみて、ありうると思えてしまう。

			　どのみち、いま敵が来ても戦えない。みんな疲れ果てていた。ぼくも疲(ひ)労(ろう)の極致にあった。いますぐ倒れてしまいたかった。

			　でもその前に、どうしてもやらなければいけないことがあった。

			「下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)さんのお墓をつくるよ」

			　皆が、自分も手伝うといってきた。

			　ぼくは断った。

			「今後、また死者が出たときは、頼むかもしれない。でもいまは、ぼくにやらせてくれ」

			　志(し)木(き)さんはなにかいいたげにぼくを見つめたあと「わかったわ」とだけいって背を向けた。

			「気がすむようにやりなさい」

			　ぼくは育(いく)芸(げい)館(かん)の裏手にまわり、ひとりで黙々とお墓をつくった。アリスとたまきとミアが、桶に死体の断片を入れて運んできてくれた。

			「志(し)木(き)さんが、わたしたち３人も手伝いなさいって」

			「そうか」

			　彼女の思惑がわかる気がした。ぼくの動揺を、ぼくたち精(せい)鋭(えい)パーティの結束力に変換しようとでもいうのだろう。

			　最低だ。同時に、とてもいい打算だとも思う。

			　彼女には怒りを覚える。そのクレバーな采(さい)配(はい)に感嘆の念を覚える。

			　自分のなかの矛(む)盾(じゆん)した感情に、ぼくは呻(うめ)いた。

			　そんなぼくの手に、３人の少女の掌(てのひら)が重なった。

			「もう一度、いわせてください。カズさんは、ひとりじゃありません」

			　３人を代表して、アリスがいった。ぼくは涙をこぼした。

		

	
		
			第36話　中等部本校舎

　

			　正午をまわった。

			　ぼくたちは休息に入った。午(ご)睡(すい)、というと呑気(のんき)なものだが、みんな疲れ果てていた。

			　中１のふたりが、育(いく)芸(げい)館(かん)に戻ってすぐ、ロビーで倒れてしまった。

			　前(ぜん)衛(えい)で生き残ったふたりは、着替えの体操着と下着を持って足早にトイレに入っていったという。

			　誰もが見て見ぬふりをした。やさしい。

			　なお嬉(き)々(き)として教えてくれたのはミアである。こいつはレベルアップでスタミナも向上しているのか、ほかの子よりは元気そうだった。それでも、歩いていて多少、ふらついているのだけれど。さんざん連れまわしたからなあ。

			「臭った。ふたりとも、おおきいほう」

			　こいつマジ鬼だなと思った。

			　個人的な感想をいえば、エリート・オークに目前に迫られ、そばで戦っていた仲間は真っ二つになって、そんな状況で正気を失わなかっただけ上等だと思う。クリア・マインドのおかげなんだろうか。だとしたら、乏しいＭＰを使った甲(か)斐(い)があった。

			　仲間がひとり、死んだ。

			　でも皆、思ったより平然としていた。悲しんではいるけれど、仲間の死に囚われすぎているのは、ぼくだけのようだった。

			　考えてみれば当然か。女子寮(りょう)に行った子たちは、友人の無残な死体を見てきている。そうでなくても、昨日のことがある。

			　涙は枯れ果てるのだろうか。単に、ひとの死に慣れてくるだけなのか。

			どちらにせよ、感覚がマヒしてきているのは幸いなことだった。

			　皆が皆、ひとりの死を深刻に受け止めなくなっているのは、いいことだと思った。そんなことをしていては、すぐに心を病んでしまうだろう。

			　いまぼくたちのまわりは、死に満ち溢れすぎている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくも、くたくただった。本当は偵(てい)察(さつ)とか警戒とかに注意を払うべきなんだろうけど、そんなことを気にする余力もなかった。

			「少しの間、わたしたちが見張りをします。ゆっくり休んでください」

			　ポニーテールの少女、名を長(なが)月(つき)桜(さくら)という彼女がいった。

			「でも、きみたちは疲れているだろう」

			「オークたちにのしかかられている間、半分、気絶してましたから」

			　彼女は、表情を変えずにそういった。それが本当なのか、悪趣味な冗談なのかわからない。でもここは、彼女たちの善意に甘(あま)えることにした。

			　というか、大半が初戦闘であったサブパーティの面々は、体力がとうに限界を超えていた。ロビーで無造作に横になる少女たち。２階のバルコニーから彼女たちを見下ろして、ぼくは考える。

			　彼女たちを酷(こく)使(し)したのは、ぼくだ。あげく、死者を出した。

			　下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)さん。彼女の死は、ぼくの責任だ。ぼくはそれを、甘(あま)んじて受けとめよう。

			　今後も死者は出る。それらもすべて、ぼくの責任だ。

			　ただ、ぼくはひとりじゃない。アリスが、たまきが、ミアがいる。志(し)木(き)さんとも、責任を山分けする。

			　ぼくは寛大にならなきゃいけない。皆と責務をわけ合うことを学ばなきゃいけない。皆とともに生きることを学ばなきゃいけない。それが、下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)さんの死に報いるということだ。

			　ぼくは、ぼくができる限りのことをする。

			　幸いにして、さきほどの戦いで強力な魔法を手に入れた。付(ふ)与(よ)魔法ランク４、ハード・ウェポンとハード・アーマーだ。みんなの武器と防具を強化するのだ。

			　できれば全員の体操着とブルマと、あとできれば帽子なんかも強化したい。

			　と志(し)木(き)さんにいったところ、即答で却(きやつ)下(か)された。

			　３階の一室に連れ込まれ、ドアに鍵(かぎ)をかけられる。

			　ふたりきりになる。志(し)木(き)さんは、ぼくにべッドに座るよう促(うなが)す。自分は椅子に座って、脚を組み、傲(ごう)慢(まん)にあごをそらす。

			「全部にエンチャントなんて、何時間かかると思っているの。新しくレベル１になった４人を含めて、前(ぜん)衛(えい)は８人。そのうちアリスちゃんとたまきちゃんだけは、がっちり上下と帽子まで強化してあげなさい。あと手袋もね。ほかの子は体操着だけでいいわ。後(こう)衛(えい)はそれすらいらない。例外はあなたとミアちゃんだけ」

			　でも、とぼくは抗議した。だが志(し)木(き)さんは首を振る。

			「あのね、カズくん。わたしたちは、平等じゃないの。死んでもいいひとと、死んじゃいけないひとがいるの。精(せい)鋭(えい)パーティの４人は、絶対に死んじゃダメ。特にあなたはね。あなたはみんなの希望なの。あなたの替わりはいないの」

			「じゃあ、下(しも)山(やま)田(だ)さんの替わりはいるっていうの」

			「ええ、そうよ」

			　志(し)木(き)さんは平然といって、フンと笑う。まるで自分は悪役ですとでもいうかのように、不器用にラスボスの演技をする。

			　でもそのかたく握られた拳(こぶし)が、震えている。目が、哀しそうに、寂しそうに、ぼくを見つめている。悪役になりきれないひとなんだなあ。

			「残念だけど、わたしもあなたも、特別なの。下(しも)山(やま)田(だ)さんと違って、死んで楽になることが許されないのよ。わたしたちのどちらかが死んだら、みんなはどうしていいかわからなくなる。まわりを囮(おとり)にして、這いつくばって、糞を舐めてでも生き残るのが、指揮官の仕事よ」

			　彼女はいつも嫌(いや)なことをいう。怖いことをいう。絶望的なことばかりいって、ぼくを怯(おび)えさせる。

			　それが、彼女なりの誠意なのだと、いまではぼくにもわかる。ぼくはひとりじゃない。志(し)木(き)さんだって同じように仲間の死を背負う覚悟なのだと、そう言外で語っている。

			　不器用なひとだ。ぼくなんかよりよほど、やせ我慢が好きなんだろう。

			「カズくん、あなたにアリスちゃんが必要だというなら、なにがなんでもアリスちゃんを生き残らせるためにリソースを投入しなさい。わたしたちからリソースを削ってね」

			「きみは、それでいいのか」

			「いいのよ」

			　志(し)木(き)さんは笑った。

			「わたしは、決めたの。もう逃げないって。どんな困難にも立ち向かってみせるわ。たとえ誰に、どれほど恨まれるとしてもね」

			「ぼくが嫌(いや)だといってもか」

			「説得するわ」

			「ぼくが志(し)木(き)さんを警戒しているとしても、説得できると？」

			「そうね。直接が難しいなら、アリスちゃんに根回しするわ。それも難しいなら、まずたまきちゃんを泣き落とすわ。ミアちゃんは賢いから、きっと話を合わせてくれると思うし……」

			　こいつヤバいひとだ、とぼくは直感した。いやまあ、わかってはいたことだけど。

			　彼女は、悪い女だ。きっと、ぼくが彼女から逃れるためには、直接、息の根を止めるしかないんだろう。

			　志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)という女の子は、アリスがいる限り、ぼくがそんな暴挙には出ないと知っている。アリスという安全弁があるからこそ、彼女はこうして胸(きよう)襟(きん)をひらいている。

			「ま、そういうわけだから」

			　といって志(し)木(き)さんは立ち上がり、ぼくを傲(ごう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)に見下ろす。

			「死なないでね、カズくん。壊れるのもダメ。辛かったらアリスちゃんかわたしを頼りなさい。どんなわがままでもいい、あなたが必要と思うことは、わたしに教えなさい。なんとかしてみせるわ」

			　必要なもの、ねえ。ぼくは苦笑いする。

			　女、とかいったら、きっと彼女は、即座に身体を差し出してくるだろう。その程度の覚悟がないとでも思ったか、というだろう。

			　仲間の誰の身体が欲しいといっても、説得しにいくだろう。ああもう、こいつは本当に……。

			　クソ喰らえ。

			　うん、なんというか。彼女を評するのにぴったりの言葉を見つけてしまった。

			「きみは、本当に漢(おとこ)らしいね」

			　志(し)木(き)さんは、苦虫をかみつぶしたような表情になった。

			　よし、一本取った。ぼくはぐっと拳(こぶし)を握る。
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			◆　◆　◆

			　

			　ぼくはいま、レベル９だ。10分ごとにＭＰが９回復する。満タンになるまでには、１時間40分かかる。

			　ＭＰ回復待ちの間に、カラスによる偵(てい)察(さつ)を行うことにした。３階の個室のベッドに寝転ぶ。そばの椅子には志(し)木(き)さんが座り、腕組みしてぼくを見ている。

			　カラスで１、リモート・ビューイングで３、ＭＰを消費する。そんなのは誤差のうちと割り切って、リモート・ビューイングをかけたカラスを飛ばす。

			　まずは中等部の本校舎だ。いまのところ、ここが本命、オークたちの集合場所だと目されていた。さきほどこの育(いく)芸(げい)館(かん)に進軍してきたオークの大部隊も、この本校舎方面からやってきた。かなりの戦力を削ったはず、なのだが……。

			　本校舎前の校庭には、いまだ30体前後のオークがいた。校庭の中央で、キャンプ・ファイアが行われている。

			　燃えているのは、人間だった。どうやってか、死体を薪(まき)のように燃やして、オークたちはそのまわりでお祭りのように浮かれ騒いでいた。

			　ぼくは唇を噛んで、その光景を見守る。カラスは、ぼくの感情などに頓(とん)着(ちやく)しない。淡々と校庭の上空を旋回したあと、本校舎内部の偵(てい)察(さつ)にはいった。

			　本校舎は３階建てだ。１階は、教室のガラスが片っ端から割られていた。外側から割られたのだ。オークたちは、ガラスを割って内部に突入したのだろう。

			　当時は放課後のはずだったが、校舎に残っていた生徒は結構多かったようだ。斧(おの)で頭をカチ割られた教師の死体がいくつか。そのそばでオークにのしかかられている裸の女の子たちは、すでに皆、ぐったりとしていて、ほとんど動かない。

			　カラスは２階、３階と校舎のなかを見てまわる。雑(ざ)魚(こ)オークに交じって、青銅色の肌を持つオークの姿が時折、見受けられる。エリート・オークは本校舎全体で７、８体ほどだろう。

			　まだ10体近くもいるのか、あれが。多すぎる。ぼくは絶望的な気分になる。

			　そして、３階。いちばん奥の音楽室は、分厚いドアが開け放たれていた。

			　カラスがひょいとなかを覗(のぞ)きこむ。なかには、特別大柄な黒い肌のオークがいた。銀色に光る剣を手に、ピアノの上にどっしりと腰をおろしていた。金色のマントを羽織り、けだるげに、かしずく部下を見下ろしていた。

			　ジェネラル・オーク。ぼくの頭のなかに、そんな単語が浮かび上がる。当たらずとも遠からずだろう。そのオークには、まさにそんな、歴戦の将軍の風格があった。

			　ジェネラル・オークのそばに、なにか毛深い、黒い動物のようなものが腰をおろしている。なんだろう。ピアノの陰になっていて、よく見えない。

			　ぼくの使い魔である灰色狼(グレイウルフ)より、おおきい動物。その目が赤く光っている。

			　と。その動物が、ちらりとこちらを見た。いや、カラスと視線を合わせた。

			　ぞっとした。なにもかも見透かされたかのような感覚を覚える。

			　次の瞬間。その動物が首をもたげ、ジェネラル・オークを見る。

			　ジェネラル・オークの右手が動いた。投(とう)擲(てき)だ。なにか鋭い尖(とが)ったものが飛んでくる。

			　ぼくは思わず目をつぶり……。

			　リンクが切れる。カラスは殺された。

		

	
		
			第37話　鳥(ちよう)瞰(かん)偵(てい)察(さつ)

　

			　ぼくはため息をつき、ベッドから起き上がる。そばの椅子に腰かけ、ずっとぼくを見ていた志(し)木(き)さんに、簡(かん)潔(けつ)な説明を行う。

			「そう」

			　志(し)木(き)さんは難しい顔になる。エリート・オークよりさらに上位の存在がいるということに、不安を覚えたのか。それとも、オーク以外のやつがいることに危機感を覚えたのか。

			「どれくらい強いのかしら」

			「どっちが」

			「ジェネラルのほう」

			「わからないけど、威圧感は……エリート・オークの比じゃなくヤバかったな」

			「精(せい)鋭(えい)パーティ全員で戦って、勝てるかしら」

			「いまのぼくたちの実力じゃ、４対１でも厳しいと思う」

			　ぼくは正直な感想を述べた。仮にエリート・オークをレベル５、そのスキルを豚人間ランク４とするなら……。

			　あのジェネラル・オークは、少なくとも豚人間ランク６。ひょっとしたら、豚人間ランク７である可能性すらある。

			　豚人間ランク７ということは、単純に一本伸ばしとしてぼくらと同様に計算した場合、レベル14にもなるということだ。あの威圧感からすると、それくらいのちからはあっておかしくない。

			　いや、そもそも一本伸ばしかどうかはわからない。秘密兵器を持っている可能性もある。とにかく、アリスとたまきの武器スキルがランク４の現状では限りなく勝ち目が薄い。そんなことを話した。

			「率直な感想をいっていいかしら、カズくん」

			「どうぞ」

			「スキル名が豚人間って、どうかと思うわ」

			「うん、ぼくもそう思う」

			　志(し)木(き)さんは肩をすくめた。

			「つまり、最低でもたまきちゃんとアリスちゃん、両方の武器スキルがランク５にならなきゃ、勝負にもならないってことよね」

			「あー、そうだね。ランク５はないと、厳しい。ぼくがバフって底上げするにしても、限界はあるし」

			　取り巻きもいることを考えると、ランク５でもキツい気がする。仮にランク６を狙(ねら)うとすると……。

			　ふたりとも、やっと武器スキルがランク４になったばかりだからなあ。

			「アリスちゃんがあと６レベル、たまきちゃんが４レベルね」

			「本校舎を攻めるの、今日中は、無理じゃないかな」

			　ぼくは弱気になって、そういった。だが志(し)木(き)さんは腕組みして、難しそうに唸る。

			「できれば今日中になんとかしたいんだけど」

			「そのこころは」

			「明日になったら、捕まっている女の子は全員、死んでいると思うから」

			　なるほど、とぼくはうなずく。彼女の懸(け)念(ねん)は理解した。

			　彼女たちがオークに捕まってから、もうすぐ、まる１日になる。その間、ずっとオークに弄ばれているとしたら。むしろ、ここまでまだ息があることすら奇跡といっていい。

			「あと、もうひとつ気になることがあるんだけど、いいかしら」

			「なんだよ」

			「女子寮(りょう)にいた女の子は、生きていた子と各部屋の死体を合わせて、80人と少しだったわね。本校舎は、あなたの話を聞く限り、キャンプ・ファイアも合わせて男女合計１５０人くらいかしら？　男子寮(りょう)も同じくらいだとして、部活とかでほかの場所にいた子を考慮したとしても……少ない気がしない？」

			　えーと、80プラス80プラス１５０で３００ちょっと？　で、中等部の人数は７００人ってところだったはずだから……。

			「あれ、本当だ。半分以上が当時、部活をしていたってことは……あるのか？」

			「うちの学校、そこまで部活が盛んじゃないし、遊ぶ場所もそんなにないわ」

			　ぼくたちは顔を見合わせる。

			「ちょっと、見張りの子たちに聞いてくるわ」

			　女子寮(りょう)から助けた少女10名のうち４人は、すでにレベル１となり、疲れ果てたぼくたちのかわりに見張りとして玄関の外に交互に立ってくれている。

			　志(し)木(き)さんは慌(あわ)てた様子で腰をうかせ……。

			　よろめいた。

			　ぼくは慌(あわ)ててベッドから腰を浮かせ、彼女の肩を支える。

			　石(せつ)鹸(けん)の、いい匂いがした。そういえばさっき、彼女たちはお風呂にいっていたな、と思いだす。ぼくもあとで、身体を流そう。きっといま、すごく汗臭いと思うし。

			　それも一瞬。志(し)木(き)さんは怯(おび)えたようにぼくの手を振り払う。喘(あえ)ぐようにあごをそらし、激しく首を振る。

			「ご、ごめんなさい。わたし……」

			　まだ男に触られるのは怖いのか。そりゃそうか。

			「って、きみはアリスにキュア・マインドをかけてもらってないのか」

			「この苦しみを、失いたくないの」

			　はたして志(し)木(き)さんは、悲痛な表情で首を振る。

			「この苦痛が必要なのよ。オークへの憎しみと、目の前で死んでいった子たちに対する後悔の念が、いまのわたしを支えているの」

			　難儀なひとだな、とぼくは思った。笑う気はない。彼女なりの戦いかたを否定するつもりはない。

			　でも、その頑(がん)固(こ)さに、愚(ぐ)直(ちよく)さに、呆れてしまう気持ちだけは抑えようがなかった。志(し)木(き)さんは、ぼくの心を読んだかのように、苦笑いする。

			「いいのよ、それで。あなたに同情してもらう価値なんて、わたしにはないもの。過去のわたし、あなたを見捨てていたわたしも、間違いなくわたしの一部よ」

			「疲れてるんだよ、きみは」

			「そうかもね」

			　志(し)木(き)さんは寂しそうに笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　志(し)木(き)さんが、女子寮(りょう)から助け出した子たちに話を聞きにいったあと。ぼくはふたたびカラスを呼び出し、リモート・ビューイングを使った。

			　本校舎はもういい。別の場所を偵(てい)察(さつ)させるのだ。カラスの視点になったぼくは、育(いく)芸(げい)館(かん)３階の窓から飛び立つ。いったん気流に乗って蒼(そう)穹(きゆう)に舞い上がり、滑(かつ)空(くう)して本校舎を飛び越え、その先を目指す。

			　まず赴(おもむ)いたのは職員棟だ。ここに少しでも大人が生き残っていれば……。

			　だが、そのはかない希望はあえなく潰える。

			　いやもともと、本校舎のすぐ隣にある職員棟に生き残りがいたとしても、オークがうじゃうじゃ近くにいるのだから、そんなところには立てこもれない。

			　生き残りがいたら、もっとオークたちの手が届かないところに、とっくに逃げていただろう。そうは考えていたのだが……。

			　そもそも、職員棟そのものが存在しなかった。正確にいえば、かつて職員棟だった建物は根もとから倒(とう)壊(かい)し、がれきの山に姿を変えていた。

			　地震のときだ、と直感する。昨日、アリスが、中等部の職員棟は近々改築される予定だった、といっていたことを思い出す。中等部のなかで、もっとも古い建物だからだと。

			　地震のときにこれでは、なかにいた教師や事務の人々も絶望的だろう。中等部は、ほとんど大人の助けなしでオークに立ち向かわざるをえなかった。

			　いや、大人がいたところで結果がどれほど変わったかは微妙なところだけれど……。

			　それでも、多少はマシになっていた可能性はある。大人が統率することで、多少は避難ができたかもしれない。

			　だがそんなふうにはならなかった。生徒たちは、独力でオークの脅(きよう)威(い)に立ち向かわなければならなかった。そして、ほぼ全員が、逃げることに失敗した。

			　たまきによると、ミアはそういった独力で逃げた生徒の生き残りだ。ミアともうひとりが本校舎のほうから逃げてきたとき、それを助けたのがたまきだった。ミアのような幸運が、ほかの生徒にも訪れただろうか。厳しいだろうな、とぼくは思った。

			　まあ、いい。いまは偵(てい)察(さつ)だ。

			　カラスはぼくの事前のいいつけ通り、職員棟を通り過ぎ、次の目標、男子寮(りょう)に向かう。

			　正直、男手が欲しい。漫画やアニメじゃ女子のなかに男ひとりとかハーレム状態でわっほいわっほいだけど、現実にそれは全然嬉(うれ)しくない。

			　気を使うのも、気を使われるのも、いろいろたいへんだ。

			　それに、いくら付(ふ)与(よ)魔法で筋力を上げているとはいえ、穴掘りはなかなかの肉体労働である。現に女子の誰ひとり、ぼくの５分の１よりはやく穴掘りができる者はいない。

			　いや、それはぼくが慣れすぎているせいかもしれないけど、でも男子の筋力があれば、状況はもう少しよくなる気がする。よくなって欲しい。

			　というわけで、男子の生き残りがいることに望みを繋いだ。……のだけれど。

			　男子寮(りょう)は、焼けおちていた。

			　火を放ったのがオークなのか、それとも混乱した生徒の誰かだったのか、それはわからない。

			　ついでにいえば、寮(りょう)の焼け跡の前には、生徒の死体がうずたかく積み重ねられていた。すべて男の子だった。２００人分くらいあるんじゃないだろうか。

			　それからもカラスは、中等部の各建物をひととおりまわった。

			　無事な建物は、なにひとつ発見できなかった。育(いく)芸(げい)館(かん)以外のすべての建物が、オークに占(せん)拠(きよ)されていた。

			　ぼくは麻(ま)痺(ひ)した心のなかで、そうか、と思う。

			　状況は絶望的なのか、と。

			　誰も助けてくれない。ぼくたちは、ぼくたちだけのちからで戦っていかなきゃいけない。レジスタンスはこの育(いく)芸(げい)館(かん)にいる人々だけだ。

			　カラスが帰ってくる。

			　まだリモート・ビューイングの時間は充分に残されていた。ぼくはカラスにいくつか命令を下す。

			　カラスはふたたび、大空に舞い上がる。

		

	
		
			第38話　高等部

　

			　カラスは森を越えて、東へ向かう。高等部に飛んでいく。

			　これまで高等部のことは、まったく無視していた。中等部と高等部を繋ぐふたつの道については、ひとつが倒(とう)壊(かい)し、もうひとつはオークの行きかう道となっている。

			　高等部から助けが来ないことは明らかだった。であれば、中等部のなかでまだ生きている人々を探すほうがよほど有意義だった。

			　これまでは。

			　中等部の偵(てい)察(さつ)がおおむね終了したいま、高等部の状況を把(は)握(あく)しておく必要が生じた。

			　正直、あそこにいる人間にいい思い出はなにひとつない。全員、オークに殺されてしまえばいい。昨日はそう思っていた。いまでもまあ、８割くらい、そう思っている。

			　でも、ぼくがどれほど彼らを憎んでいたところで、オークの脅(きよう)威(い)のほうが喫(きつ)緊(きん)の問題なのは間違いない。

			　もっと人手があれば。もっと仲間がいれば。下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)は死なずに済んだかもしれない。

			　彼女の死について考えると、ぼくは変節せざるを得ない。たしかに高等部のやつらは、ぼくをあざ笑い、蔑(さげす)んだ。肉体的、精神的に追い詰めてきた。ぼくは、殴られて蹴(け)られて頭を踏まれて屈(くつ)辱(じよく)的な命令をされて嘲(ちよう)笑(しよう)された。

			　でも彼らは、ぼくの命までは取らなかった。

			　オークは斧(おの)で頭をかち割りにくる。

			　というわけで。もし可能だと志(し)木(き)さんが判断するなら、高等部と手を組むことも一考しなければならない。

			　嫌(いや)だけど。すごく嫌(いや)だけど。もし高等部のやつらが、たまきやミアやほかのみんなに、昨日までのぼくの立場をバラしたら……。そう考えると、嫌(いや)な汗が止まらないけど。

			　でもきっと。それでもアリスは、志(し)木(き)さんは、ぼくの味方になってくれるだろう。たまきとミアも、きっと気にせずぼくを擁(よう)護(ご)してくれると思う。

			　ほかの子たちは……どうだろう。

			　わりと、みんな、ぼくの側についてくれる気がする。それはともにオークと戦い、圧倒的な敵を相手にギリギリのところで踏(ふ)みとどまった絆(きずな)のようなものを、ぼくが彼女たちに対して、勝手に抱いているせいかもしれないけれど……。

			　なんてことを考えている間に、高等部の校舎がよく見える距(きよ)離(り)となった。あれは、いちばん目立つ本校舎だ。４階建てで、つい５年ほど前に新築されたとあって外もなかも綺麗で、ついでに全トイレにウォシュレットが完備されている。

			　その本校舎の窓が、すべて割れていた。校舎の内部にうごめくオークたちの姿が見えた。ああ、とぼくは喘(あえ)ぐ。

			「あっちもダメか」

			　思わず、呟いていた。カラスは、高等部の各棟をまわるべく旋回する。

			　そして、ぼくは見る。

			　ひとが、いた。生きて歩いている人間がいた。高等部第２男子寮(りょう)の近くで、数名の男女がオークと戦っていた。

			　生き残りだ。ぼくたち以外の生き残りだ。しかも彼らは、剣や魔法でオークと戦っていた。レベル１以上になっている。集団で戦えている。

			　そして、ぼくは。その集団のなかに、ひとりの男性を発見する。

			　猫のように切れ長の目を持つ、ひょろりと背の高い、猫背の男だった。高い尖(とが)った鼻と、ニヤニヤ笑いを張りつけた独特の表情。見間違いようもない、その男は。

			　佐(さ)宗(そう)芝(しば)。

			　ぼくを徹底的にいじめ抜いた、同じクラスのあの男だった。

			　シバは、偉(えら)そうに周囲の男女を使い、自分は彼らの後ろに立っていた。どこから手に入れたのか、猟(りよう)銃(じゆう)を手にしている。

			　そう、銃だ。そんなものが学校にあったのだろうか。隠していたのだろうか。

			　わからない。でもとにかく、現にシバは猟(りよう)銃(じゆう)を手にしている。

			　剣を手にしたひとりの少女が、オークに圧しかかられた。少女が悲鳴をあげ、身悶えする。シバはそれを見て、にやりとすると、少女の上にまたがったオークに銃を向け、引き金を引いた。オークは頭を吹き飛ばされ、少女の上に倒れこむ。

			　ぼくの全身が、硬直する。喉がカラカラに渇く。思わず、拳(こぶし)をぎゅっと握った。

			　なんだ、こいつ。なにしてるんだ、こいつら。おい、シバ。おまえはいったい……。

			　カラスはその上空を通り過ぎる。帰還コースに入る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「カズくん？」

			　志(し)木(き)さんの声がする。リモート・ビューイングの魔法を切り、顔をあげる。

			　いつの間にかすぐそばにいた志(し)木(き)さんが、驚いてのけぞった。

			「あ、ああ、ごめん、志(し)木(き)さん」

			「いいけど……すごい汗よ」

			「暑い、から」

			「手」

			　志(し)木(き)さんはぼくの右手を指差す。手をひらいてみると、皮がやぶけて血が出ていた。あまりにも強く握りすぎたのだ。

			「あなた、気づいてる？　震えていたのよ」

			　ぼくは、そうか、とうなずいた。うん、わかっている。ぼくは怯(おび)えている。理(り)不(ふ)尽(じん)にも、彼を見て、ひどく怖がっている。心の奥底に刻みつけられたものがある。過去の傷跡が、ぼくを責め苛(さいな)む。あの顔を見たとたん、ぼくは息が苦しくなってしまう。

			「なにがあったの」

			　隠しておくべきじゃないだろう。ぼくはいま見た光景について、正直に話した。つっかえ、つっかえ、すべて包み隠さず話した。志(し)木(き)さんは黙ってぼくの話を聞いてくれた。

			「ここ、座るわね」

			　靴を脱いでセミダブルのベッドに乗り、ぼくの隣に座る。肌がくっつきそうなくらい近くだった。まだ少し男性が怖いのか、肩が小刻みに震えていた。

			「なんのつもりだよ」

			「あなたが佐(さ)宗(そう)くんを苦手なように、わたしは男のひとが怖いわ。でもわたしは、それを克服できると信じてる。どれほど辛くても戦ってみせる。魔法のちからなしで」

			　志(し)木(き)さんは、横を向いて話す。皮肉に笑いながら、戯(たわむ)れとばかりに身体を少し横に倒し、肩をくっつけてみせる。シャツごしに、彼女の体温と震えを、いや怯(おび)えを感じる。

			「痛々しいんだけど」

			「うん、ごめんね」

			「なにがいいたい」

			「あなたはひとりじゃない。そのことだけは、忘れちゃダメ」

			「わかってる」

			「もし戦場で佐(さ)宗(そう)くんに会ったら、アリスちゃんとたまきちゃんとミアちゃんを頼って。もし彼が交渉してくるようなら、わたしが出るわ。いざとなったら、どれほどみっともない真似を晒(さら)してもいい。でも、それでも、わたしたちの支えを信じて。絶対に、佐(さ)宗(そう)くんから逃げちゃダメ」

			　ああ、そうか。不意にぼくは、彼女にひとつ重大なことを語っていなかったことを思い出す。というか完全に忘れていた。アリスには語ったんだけども。

			「あのさ、犯罪の告白なんだけど、聞いてもらえるかな」

			「うん、教えて」

			「昨日、ぼくが最初にオークを倒せた理由、レベル１になれた理由、知ってる？」

			「そういえば、聞いてない」

			「どうしてぼくが穴掘り得意なのか、知ってる？」

			「知らないわ。どうしてなの？」

			　志(し)木(き)さんはきょとんとしていた。彼女でも、こんな顔をするのか。ぼくは思わず、くすりとする。

			「ちょっと、なによ」

			「笑ったのは、ごめん。きみを馬鹿にしたわけじゃない」

			「先を続けてよ。どうしてあなたは、あんなにも穴掘りが得意なの」

			「昨日、地震があった、あのときね。ぼくは佐(さ)宗(そう)芝(しば)という男を森におびき出していた。穴に落として、ガソリンをぶっかけて、竹槍で突いて殺すつもりだった」

			「そういうこと」

			「驚かないね」

			「バラバラだったパズルのピースがひとつに繋がったような感じ。アリスちゃんが口を濁(にご)した理由もわかった。結局、殺害計画は失敗したのね」

			「肝心なときに地震が起こった。あいつは驚いて、高等部に戻っていった」

			「そのあと、オークがきて、穴に落ちた？」

			「そうだ」

			　志(し)木(き)さんは少々芝(しば)居がかった仕草で肩をすくめてみせた。

			「運がよかったわ」

			「まったくだ」

			「わたしたちみんな、よ。あなたが佐(さ)宗(そう)くんを殺す覚悟を決めていたから、それがめぐりめぐって、いまわたしたちは、こうして生きている。それがなかったら、わたしもいまごろ、オークにいじめ殺されていた」

			「そういうことになる、かな」

			「だから、ありがとう」

			　志(し)木(き)さんはそういって、ぼくに向き直り、微笑(ほほえ)む。

			「佐(さ)宗(そう)くんを殺す準備をしてくれて、ありがとう」

			「犯罪だよ」

			「いま、この場所に法律なんてないわ。犯罪かどうかを決めるのはわたしたち自身。わたしはあなたの行為を擁(よう)護(ご)する。どこまでもあなたをかばうわ。だからこれは、犯罪じゃない。あなたは正義よ」

			「ひどい屁(へ)理(り)屈(くつ)だ」

			「そうね。でも倫理なんて、時代と場所とともに移ろうもの。絶対なんてものはないわ」

			　だから、と志(し)木(き)さんはいう。

			「あなたは自信を持って、みんなを導いて」

			　ぼくは少しためらったすえ、うなずいた。

			「ぼくが法律でいいんだな」

			「ええ、そうよ。あなたが望むなら、この育(いく)芸(げい)館(かん)の女の子全員をあなたのものにしてもいいのよ」

			「アリスに怒られる」

			「そうね。あなたの法律はアリスちゃんね」

			　志(し)木(き)さんはくすりと笑った。それから、真剣な表情になる。

			「カズくん。ひとつだけ、覚悟を決めて」

			「覚悟？」

			「ひとを殺す覚悟。佐(さ)宗(そう)くん以外の誰かも殺さなきゃいけないときが来るかもしれないってこと」

			　ぼくは顔をしかめた。だが志(し)木(き)さんはゆっくりと首を振る。

			「もちろん、そのときは、わたしにひとこといってね。わたしがあなたに指示を出すわ。殺しなさい、わたしの命令のもと、かつてのクラスメイトを、先輩を殺しなさいって」

			「きみは……」

			　志(し)木(き)さんは、胸もとに手を当て、にやりとする。ぞっとするほど妖(よう)艶(えん)な笑みだった。

			「わたしは悪でいいわ。あなたの、いいえ、あなたたちの穢(けが)れはすべて、わたしが引き受けてみせる」

			　志(し)木(き)さんの壮(そう)絶(ぜつ)な言葉に、ぼくは思わず、息をのむ。

		

	
		
			第39話　志(し)木(き)さんの懺(ざん)悔(げ)

　

			　体操着と武器に必要なだけエンチャントを施すのに、２時までかかった。

			　いま、ぼくのＭＰはからっけつだ。ここから１００分間かけて、ＭＰを全回復させる必要がある。

			「あなたのＭＰが回復したあと、わたしたちは攻撃に出るべきだわ」

			　志(し)木(き)さんは果(か)敢(かん)にもそう告げる。ぼくがぜんぶのエンチャントを終えたタイミングで、３階の個室に入ってきたのだ。

			　ふたたび、ぼくはベッドに、志(し)木(き)さんは部屋でただひとつの椅子に、向かい合わせで座る。

			「といっても、主に戦うのは、カズくんたち４人だけなんだけどね」

			「いまはぼくたちに経験値を集中させたほうがいいだろうね」

			　志(し)木(き)さんの計画は、単純だった。ある魔法を基(き)軸(じく)として、ぼくたち４人で本校舎を攻めるというものだ。

			「オークたちは本校舎の各教室に散っているんでしょう。サイレント・フィールドを張って、窓から侵入して、各個撃破していけばいいと思うの」

			　サイレント・フィールドは、風魔法のランク２だ。ミアはさきの戦いの最後で、風魔法のランクを上げ、この魔法を習得している。

			　これは音の伝達を阻(そ)害(がい)する結界のようなものを張る魔法で、人物、あるいは物体にかける。対象が移動した場合、フィールドも移動する。半径は対象を中心とした３メートル前後。効果時間は、風魔法ランク２の時点だと２分から３分である。

			　パーティ全員がフィールド内部に入って移動すれば、足音をいっさい立てることなく行動が可能であった。フィールド内で戦闘を行うことで、戦闘音を殺すこともできる。たとえば教室内に踏(ふ)み込み、オークたちを殲(せん)滅(めつ)したとして、隣の教室にはいっさい気づかれない、といった芸当も可能なわけだ。

			　もちろんそれは、手際よくものごとが進んだ場合だ。常に理想的な状態で戦えるとは、欠片(かけら)も思っていない。

			　それでも、いまのアリスとたまきならば……。

			「エリート・オークも、１体だけなら、もうなんとかなるでしょう」

			「そうだね。敵にバレないで倒していけるなら、かなりいいところまでいけると思う」

			　アリスとたまきによると、武器スキルがランク４になったことで、エリート・オークと互角以上に戦えるようになったという。

			　それはもちろん、ぼくの付(ふ)与(よ)魔法の効果もおおきいのかもしれないが、現在のふたりの実力なら、エリート・オークを必要以上に恐れる必要もないということである。

			「問題は、あと何体オークを倒せば、アリスちゃんとたまきちゃんの武器スキルがランク６になるかよ」

			　ちょっと計算してみる。たまきとミアは、さきの戦い、最後にレベルアップしたあと、女子寮組をレベル１にするために奔(ほん)走(そう)していた。なのでレベルアップしたあとに、ぼくたちはオークを１体も倒していないはず。

			　あとでもう一度、そのあたりを聞いてみないとな。まあその前提で計算する。以前同様、オーク１体の経験値を60として、ええと……。

			　うん、たまきの経験値はレベル７の初期状態、つまり１６８０点のはずだ。アリスはプラス９００点だから、２５８０点のレベル８。

			　たまきはスキルポイントを３点、余らせている。アリスはスキルポイント０だ。となると、武器スキルのランクを２つ上げるためには……。

			　たまきはレベル11になれば、剣術スキルをランク６にできる。レベル11になる経験値は３９６０点だ。あと２２８０点。１５２体の雑(ざ)魚(こ)オークを倒せばいい。

			　アリスはレベル14にならなければ、槍(そう)術(じゆつ)スキルをランク６にできない。レベル14になるための経験値は６３００点だ。あと３７２０点。２４８体の雑(ざ)魚(こ)オークを倒す必要がある。

			「これ、中等部全部のオークとエリート・オークを虐(ぎやく)殺(さつ)しても厳しいんじゃ？」

			　ぼくは素直な感想を告げた。

			「そうね。オークの枯(こ)渇(かつ)が深刻ね」

			　志(し)木(き)さんは冗談めかしていうが……。エリート・オークも多少は倒すとして、それでも１００体を優に上回る敵を討(とう)伐(ばつ)するというのは、なかなかにキツい。

			「でも少なくとも、たまきちゃんはランク６にしておかないと。じゃないとジェネラル・オークと戦うのは厳しいわ」

			「今日中に戦わなきゃダメなのか」

			「明日になって、女の子が生き残っていると思う？」

			　女子寮(りょう)から助けた子たちの様子を思い出す。アリスが回復魔法をかけるまでは、ひどいありさまだった。オークたちの過酷な虐(ぎやく)待(たい)を受けて、あとひと晩……。

			　まあ、無理だろうな。今日いっぱいがリミットだろう。

			「ちなみに、わたしが実際に受けた暴力の程度から考えて……」

			「痛々しいのはやめてくれ」

			　志(し)木(き)さんは、また皮肉に笑う。ああもう、このひとの自(じ)虐(ぎやく)ネタはほんとに痛いんだよ！

			「あともうひとつ。伝えなきゃいけないことがあるの」

			　そういって志(し)木(き)さんは、真面目な顔になる。そういえば彼女、女子寮(りょう)で助けた女の子たちに話を聞いてきたんだったな。

			「なにか、わかったことが？」

			「女の子の数が足りない理由がわかったわ。オークの一部が、女の子をどこかへ連れていったそうよ」

			「女子寮(りょう)から？」

			「ええ。どういう判断基準かはわからないけど、紫のローブをまとった、ほかとはちょっと違う感じの小柄なオークが、運ばせる女の子を選んでいったって」

			　紫色のローブのオーク。どういうことだろう。魔法でも使うのだろうか。

			　なぜ、女の子をさらう必要がある？　女子寮(りょう)で犯すだけじゃダメな理由とはなんだ。

			　というか、いや、待てよ。いままでは考えていなかったことだけど、いやそもそも考える意味すらなかったから意図的に無視していたことだけど。

			「そもそもオークたちは、なんで襲ってきたんだ」

			「たとえば、そうね。儀式の生(いけ)贄(にえ)にでも使うのかしら」

			　志(し)木(き)さんの言葉に、ぼくはハッとなる。ふたり、顔を見合わせる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「オークは山の北、山頂の方角から来たんだよな」

			「そうみたいね。となると、そちらに連れていかれた、と考えるのがいいのかしら。本校舎のどこかに閉じ込められている可能性もあるけど」

			「それを確認するためにも、本校舎に踏(ふ)み込む必要があるね」

			　オークが学校を襲った理由。なんとなく、ぼくはこれまで、そこに女がいるから犯しにきた、程度に思っていた。

			　だって、単純なやつらみたいだし。豚だし。実際に頭がひどく悪いし。およそ集団行動というものに向いてないし。

			　きっと即物的なやつらなのだろうと、それ以外のことについて気にもしていなかった。

			　だが、そもそもオークたちを率いるなにかがいるとして。そのなにかが、オークたちにさせたいことがあったとして。

			　利用するだけ利用して、もう残りの生徒は用済みになって。だからきっと、

			「あとは好きにしろ」

			「さっすがオズさま、話がわかる！」

			　みたいな会話がオークたちにあって……。誰だよオズって。

			「ねえ、カズくん。わたし思うんだけど、そのオークたちがやってきたところには、きっとジェネラル・オークかそれ以上の相手がいると思うの。だから……」

			「いまのうちに、そいつらに対抗できるちからをつけるべきだ、と？」

			　志(し)木(き)さんはうなずいた。

			「本校舎のオークが本隊だとは思えないわ。カズくんが偵(てい)察(さつ)した限りじゃ、高等部にも中等部と同じくらいのオーク部隊がいるみたいだし。本隊はまだ森の奥にいる可能性が高いと思う」

			「今日中にそこまでやるべきだって？」

			「それはたぶん、無理ね」

			　うん、ぼくも無理だと思う。でもオークの数を削れるだけ削って、ぼくたちの戦力を上げられるだけ上げる、という方針には賛成だ。そのうえで、本校舎に囚われている女の子を助け出すことにも全面的に賛成だ。なぜなら……。

			「あなたが考えていること、当ててみせましょうか」

			　はたして志(し)木(き)さんは、意地悪く笑う。

			「高等部と対立するなら、駒はあればあるだけいい」

			「そうだ。ぼくは助け出したひとたちを高等部に立ち向かうための駒として利用したいと思っている。きみの意見は？」

			「大賛成ね。あなたの話を聞く限り、少なくとも佐(さ)宗(そう)くんをリーダーとする一味とは相いれないと思う。彼は生徒を盾(たて)にしていたって話じゃない。督(とく)戦(せん)隊(たい)をしていたエリート・オークと、なにも変わらないわ」

			「あくまで、ぼくが見た印象だけどね。そもそもぼくが、シバ憎しで嘘(うそ)をついている可能性もある」

			「さっきの様子からして、あなたが嘘(うそ)をついているとは思えないわ。演技であそこまで怖がれるほど、あなたは名優じゃないと思う」

			　うるさい、ほっといてくれ。志(し)木(き)さんはにやりとする。

			「最悪の場合、彼と、彼にくみする一派を排除することになるわ」

			「即決だね」

			「あら、考え抜いたすえの結論よ」

			　そんなに考え抜く時間がどこにあったというのだろう。

			「レベル２になったとき」

			　ああ、そうか。彼女はさきの戦いのなかで、ソロで戦い、レベル２になっていた。あのときひとりで、ひたすらに考え抜いていたのか。

			　ってことは、彼女は。高等部の現状について、ある程度予測していた？

			「いいえ。いくつも展開を組み立てて、その範囲内でパーツを組み替えて、いろいろ思考実験しただけ」

			　なるほど、さっぱりわからん。いや、趣(しゆ)旨(し)はわかるけど、ぼくには真似できない。

			「あなたは本番に強いタイプだと思うわ。でたとこ勝負で、最良の選択肢を選んでのけるタイプ。わたしは違う。わたしは熟考して、いくつも選択肢を用意して、そのなかで状況に応じて最適解を選びとるタイプ。アドリブに弱いの」

			「そうは見えないけど」

			「普段は、うまくごまかしているもの。だけど、昨日はダメだった。いきなりオークなんて非現実的なものにでくわしたとき、足が止まってしまったのね。立ちすくんで、動けなかった」

			　そういって、志(し)木(き)さんはうつむいた。少しためらうように言葉を切る。

			　小考ののち、顔をあげて、ぼくをまっすぐ見る。

			「それだけならともかく、ね。聞いて、カズくん。……わたしね、友達の服を掴(つか)んで、友達まで逃げられなくしてしまったわ」

			　ああ、なるほど、とぼくは思う。泣きそうな顔で笑う志(し)木(き)さんを見て、これまで疑問に思っていたことが、すとんと納得できた。

			　それはいままで彼女が誰にも伝えてこなかった、彼女の懺(ざん)悔(げ)だった。彼女は、自らの行いによって、友人が逃げそこない、結果として死んでしまったのだといっているのだ。

			　自分の愚(おろ)かな行為の結果、自分ひとりが生き残ってしまったと。

			　だから彼女は、まるで殉(じゆん)教(きよう)者(しや)のように、自ら進んで苦難を受け入れる。オークによる虐(ぎやく)待(たい)を何度も自(じ)虐(ぎやく)的に語っていたのも、そうして罰(ばつ)を受けているつもりなのかもしれない。

			　アリスにキュア・マインドをもらわないのも、同じように己の苦痛を罪(ざい)科(か)に対する罰(ばつ)だと受け止めているのかもしれない。

			　くだらない、と鼻で笑うことは簡単だった。

			　だけどぼくには、笑えなかった。過去の失敗を引きずって、それでもなお血(ち)反(へ)吐(ど)を吐きながら前に進もうとするひとを前にして、それはただの自傷行為だとあざけることなど不可能だった。

			　だってそれは、ぼくが昨日、犯したミスと同じだからだ。

			　エリートオークと出会う前後のことだ。一度、志(し)木(き)さんを助けたあと、ぼくはアリスに、彼女との関係を伝えなかった。アリスはそれゆえ、志(し)木(き)さんを守ろうとして足を止めてしまった。

			　ぼくは危うく、アリスを失うところだった。

			　結果的にすべてが上手くいったし、そのおかげでいま、ぼくは志(し)木(き)さんとこうして向かい合っている。賭けに勝ったことで手に入れたものは、とてもおおきかった。あれは賭けるに値する大博(ばく)打(ち)だった。

			　でもそれは、ぼくのミスに端を発したものだ。ミスがたまたま上手くいった、その結果にすぎない。それがわかっているぼくには、彼女を笑えない。

			　あそこでアリスを失っていたら、はたしてぼくは、立ち直れただろうか。いま、こうして笑っていられただろうか。

			　もし、そんな未来があって、それでも笑っているぼくがいたとしたら。

			　ぼくはタイムマシンでもなんでも使って、そんなぼくをぶん殴りにいきたい。

			　あれはそれほどひどいミスだった。許せない過ちだった。

			　だからぼくは、志(し)木(き)さんを笑わない。

			　だからといって、慰(なぐさ)めの言葉をかけたりもしない。それは彼女も望んでいないだろう。

			　彼女はただ、静かに鞭(むち)うたれることを望んでいる。それを活力として、皆のために身を粉にして働いている。

			　そう、なにが原動力であれ、結果的に彼女は、ぼくたちの役に立っている。ぼくたちは、もう彼女の存在なしにはいままで通りの活動ができない。

			　それに、だいいち……。

			「だからね、カズくん」

			　改めて、志(し)木(き)さんは皮肉に笑う。

			「もう一度、いうわ。わたしにたくさん、重荷をちょうだい。わたしが苦しんでのたうちまわるくらい、重い責任をちょうだい。わたしはそれに耐えてみせる。あなたが必要なものをすべて、この身を粉まで削ってでも、用意してみせるわ」

			　彼女の献身がぼくたちを救うことになるなら、それでいいではないか。
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			　ぼくは、志(し)木(き)さんが出ていったあと、仮眠を取る。ＭＰがない以上、やれることはない。休めるときに休むのも大切なことだ。

			　考えてみれば、今日は日の出からずっと、ハードに戦ってきた。

			　睡魔に負けるのは一瞬だった。意識が闇(やみ)に落ちる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　揺り起こされた。目をあけると、アリスの顔があった。

			「何時だ」

			「３時半です」

			　午後３時半。ぼくのＭＰは満タンになったはずだ。

			「志(し)木(き)先輩が、起こしてこいって。それと、あの」

			　アリスはもじもじしたあと、寝ぼけてぽーっとしているぼくに唇を重ねてくる。

			　舌が入ってくる。ぼくたちは、息が続く限り、互いの唾(だ)液(えき)をからませた。

			　顔を離したあと、アリスは酸欠で顔を真っ赤にして、荒い息をつく。
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			「カズさんを、元気にしてこいって」

			　はい。別のところも元気になりました。欲求に押し流されそうだけど、ぐっと我慢して起き上がる。

			　たぶん、ここでアリスと幸せな時間を過ごしても、待っている人たちは温かい目で見るだけだろう。まったく、仕方ないなあと笑うだけだろう。

			　でも、いまぼくのＭＰは満タンだ。ここで時間を消費しては、ＭＰがもったいない。アリスと楽しむのは、ぼくのＭＰがカラになったあとでいい。

			「どこにいけばいい」

			「ロビーに降りてきてくれ、って」

			　ぼくは、アリスのあとをついて部屋を出る。前から女の子たちが歩いてくる。さっき肩を並べて戦った少女たちだ。

			　そのひとりが、かたい表情で挨(あい)拶(さつ)してくる。ぼくも、ぎこちなく挨(あい)拶(さつ)を返す。

			　もっと自然にならなきゃいけないんだろうけど、どうしても、下(しも)山(やま)田(だ)茜(あかね)の顔がちらつく。彼女たちとの距(きよ)離(り)を詰めることに、ためらいを覚えてしまう。

			「がんばってください、カズ先輩。わたしたち、いつでも出られるようにしておきます」

			　その少女は、そういって、ぐっと拳(こぶし)を握ってみせた。どうやらぎこちないのは、向こうがぼくを過大評価しているせいみたいだ。

			　彼女のなかで、ぼくはどれほど英雄なのか。

			　あと、志(し)木(き)さんが本校舎を攻撃することについて、皆に説明したのだろう。また勝手に、と思うが、それで実際に手間を省けるなら、まあいいか。

			　それに、実際にがんばるのは、アリスとたまきとミアと、あとぼくの使い魔なんだけど。

			　ぼくは後ろで偉(えら)そうに命令するだけだ。それだけだと、まるでシバみたいだけど、まあぼくはあいつほど傲(ごう)慢(まん)になれない。なる気もない。できれば、仲間の誰も傷ついてほしくない。

			　ロビーには、いつの間にか会議室のパイプ椅子とテーブルがいくつも置かれていた。

			　一部は荷物置き場になっていて、いろいろなものが詰め込まれたリュックサックが４つ、並んでいる。

			　志(し)木(き)さんが、リュックサックの前で腕組みしてぼくを見上げている。その横にはたまきとミアの姿もある。

			　なぜか３人とも、にやにや笑っていた。

			「おはよう。アリスちゃんにどこまでしてもらったのかしら」

			「起こしてもらっただけだよ」

			　アリスがうつむいて真っ赤になっていた。平然と答えた意味がないじゃないか。まあいいか、照れるアリスも可愛(かわい)いし。

			　ぼくはバルコニーの階段を下りて、リュックサックのなかをひょいと覗(のぞ)き込む。

			　水筒、カロリーメイト、懐中電灯、それに工具箱のようなものが入っていた。包帯や薬もある。

			「アリスちゃんの治(ち)療(りよう)魔法じゃできないこともあるし、ＭＰを使いたくない状況もあると思って。重すぎると思ったら、適当に捨ててちょうだい」

			「いや、マイティ・アームをかければ、これくらい余裕で持てるんじゃないかな。ありがとう」

			　志(し)木(き)さんに礼をいって、ほかの３人に向き直る。さて、と。

			「志(し)木(き)さんから話は聞いていると思うけど」

			　ぼくは３人に向かって、宣言する。

			「これから本校舎を攻めようと思う」

			　アリスたちは、緊張した面持ちでうなずく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　精(せい)鋭(えい)パーティの体操着とブルマには、すでにぼくのハード・アーマーがかかっている。

			　アリスとたまきの場合、さらに軍手をして、帽子をかぶっている。これらにもハード・アーマーを適用済みだ。

			　ぼくは、さらにほかの付(ふ)与(よ)魔法をかけていく。ぼくを含めた４人全員にフィジカル・アップ、マイティ・アーム、クリア・マインド。アリスとたまきの武器には、キーン・ウェポン。

			　これだけかけても、消費ＭＰは14。20分もすれば回復してしまう。付(ふ)与(よ)魔法のランクが４になったから、効果時間は80分から１２０分だ。

			「本校舎の敵戦力を削れるだけ削りたい。それを最優先目標にする。この育(いく)芸(げい)館(かん)に手出しできないような状況をつくるんだ」

			　カラスによる偵(てい)察(さつ)の結果、わかった事柄を報告する。ただし、高等部の偵(てい)察(さつ)をしていたことは伏せる。いまは関係がないからだ。

			　そう、それだけだ。いま彼女たちには、中等部本校舎のことだけに集中して欲しい。ただそれだけ……。

			　うん、自分をごまかしても仕方がないよな。認めよう。

			　ぼくは高等部を恐れている。

			　いや、シバという人間を恐れている。やつが一大勢力を形成し、ぼくたちに危害を加えてくるんじゃないかと、怯(おび)えている。

			　無論、そうならない可能性もある。生き残った人間同士、協力し合える可能性も残されている。

			　でも。志(し)木(き)さんは、最悪のことを常に頭に入れておけ、とぼくに指示してくる。楽観的な予測はやめろと、そう命じてくる。とにかくいまはちからを蓄(たくわ)えるべきだと語る。ぼくもその点には異存がない。

			　だからこそ、まず中等部本校舎を攻めたいのである。

			　アリスたちは、ジェネラル・オークの存在に顔を引き締めていた。

			　加えて、ジェネラルのそばに正体不明の動物のようなものがいることを聞き、難しい顔をする。

			　アリスとたまきが顔を見合わせる。どうやって勝とうかと考えているようだが……。

			「基本的に、ジェネラル・オークとは戦わない」

			　ぼくはきっぱりとそう告げた。

			「というより、戦う必要がない。これまでの戦いでは、一度もジェネラル・オークが出てこなかった。やつは率先して前に出る性格じゃない、と判断していいと思う。ぼくたちとしても、ジェネラル１体だけなら、やりようはある。たとえば落とし穴に誘導するとかね」

			「カズさん、ほんと落とし穴好きだよね」

			　たまきが呆れる。失礼な。これまでのぼくたちの戦いは、ほとんど落とし穴で勝ってきたようなものだぞ。

			　落とし穴を笑う者は、落とし穴に泣く。これは人類普(ふ)遍(へん)の原理、生命定義の基本法則のひとつなのだ。それはさておき。

			「今回の戦闘では、なるべく雑(ざ)魚(こ)オークとエリート・オークの数を削っていくことを目標とする。幸いにして、本校舎のオークは一か所に集結せず、教室ごとにわかれているようだ。これを各個撃破していこう。方法としては……」

			「わたしの、サイレント・フィールド」

			　ミアがいった。

			「そうだ。志(し)木(き)さんから説明があった？」

			「ん」

			　よし、説明が終わっているなら、話ははやい。

			「でも、カズっち。獣(けもの)は、鼻がいいかも」

			「獣(けもの)みたいなやつは、ジェネラルと一緒に３階のいちばん奥の部屋にいる。ようは、風上に立たなきゃいいんだ。少なくとも２階以下で戦う限り、臭いでバレることはないだろう」

			　ミアは、なるほど、とうなずく。

			「今回は、ヤバくなったら、すぐに逃げる。どうせぼくたちが育(いく)芸(げい)館(かん)にいることはバレているから、そのあたりは遠慮なくいく。撤退時には、志(し)木(き)さんのパーティのちからを借りる」

			　今回は、志(し)木(き)さんが３人の少女を率いてバックアップにまわってくれることになっていた。

			　彼女たちの任務は、主にふたつ。ぼくたち主力パーティが逃げ出す場合のサポートがひとつ。もうひとつは、生存者を発見したときに、彼女たちを運び出す役割である。

			「で、落とし穴なんだけど……」

			　ぼくはミアを見た。

			「ん。志(し)木(き)先輩に頼まれて、穴、つくった。本校舎から５分くらいの、森のなか」

			　ミアのアース・ピットがあれば、危険を冒して敵本拠地のすぐ近くで穴を掘る必要はない。魔法でさっと穴をつくり、それを手際よく隠すだけだ。セオリーさえ知っていれば、数分で可能であった。

			「穴の位置は、わたしがきちんと記憶しているわ。いくつかつくっておいたから、場合によって誘導する」

			　志(し)木(き)さんがいった。ぼくはうなずく。

			「連絡について、だけど……」

			　志(し)木(き)さんが、さっと無線機を取りだした。電池式で、掌(てのひら)よりおおきな旧式のタイプだ。

			「この育(いく)芸(げい)館(かん)の地下倉庫の奥を漁(あさ)っていた子がね、たまたま見つけたの。ふたつあるから、ひとつはカズくんが持って。もうひとつは、わたしが持つわ」

			　なるほど、これならカラスと違って、タイムラグなく通信できる。もっとはやく見つけたかったところだが……。贅沢はいえないだろう。

			「じゃあ、そういう感じでいこうと思う。なにか質問は」

			　質問はなかった。ぼくたちは、リュックサックを背負い、育(いく)芸(げい)館(かん)を出る。

			「アリス、たまき。背中が重いようだったら……」

			「戦うときは捨てます。だいじょうぶです」

			「そうそう。カズさんはどーんと大船に乗ったつもりで、わたしたちの活躍を見ていればいいさー」

			　たまきがいうとすごく不安なんだけど……。

			　いや、任せるつもりではあるんだけどさ。ぼくには戦闘力がない。肉弾戦はアリスとたまき、それに狼に任せるしかない。

			　ぼくはサモン・グレイウルフを使う。新たに１体の灰色狼(グレイウルフ)が呼び出される。狼２体態勢だ。隠密行動を基本とするから、あまり数を増やしたくはない。

			　この２体の狼にも、キーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アームをかけておく。

			　カラスは１体だけ。偵(てい)察(さつ)用である。無線機がある以上、これで充分だろう。

			　話をしている間に全回復したぼくのＭＰは、最大値71。今回は速攻だから、必要に応じてヘイストをかけるくらい、で済むはずだが……。

			　今回の戦い、なにがあるかはわからない。ＭＰは温存するに限る。

			　ぼくたち４人のあとに、志(し)木(き)さんと３人の女の子がついてくる。槍(やり)持ちがふたりで、残るひとりは剣を持っている。槍(やり)を持つうちのひとりは、以前も会話したポニーテールの少女だった。

			　って、きみは女子寮(りょう)で助けた子だよね。さっきも少しの間とはいえ見張りをしていたし、体力はだいじょうぶなんだろうか。

			　彼女はぼくの視線に気づくと、「よろしくお願いします」と抑(よく)揚(よう)のない口調でいった。

			「あ、ああ。よろしく」

			「どうせ、眠れません。身体のほうは治(ち)療(りよう)魔法で治りましたし、少しでもお役に立ちたいです」

			「そうか。無理をしていなければ、いい」

			「はい。オーク、たくさん殺してくださいね」

			　いやまあ、そのつもりではあるけど。

			　淡々と、表情も変えずにそういわれてしまうと、なんか怖い。いや、彼女の境遇的に、オークを憎む気持ちはわかるけど。

			　はたしてそんなぼくの違和感をどう思ったか、たまきが口を挟んできた。

			「桜(さくら)ちゃんは、前からこんなかんじよ。ぶっきらぼうだけど、わるい子じゃないわ」

			「あー、知り合い、だったのか」

			「ううん、桜(さくら)ちゃんはわたしのこと、知らないんじゃないかな」

			　桜(さくら)と呼ばれた少女は「はい、知りませんでした、先輩」とうなずいた。たまきを先輩、と呼ぶってことは、彼女は２年か、それとも１年生？

			「でも有名人なのよ。２年の長(なが)月(つき)桜(さくら)ちゃん。陸上部で、すごく足が速いの。全国大会に出たこともあるんだよ」

			　あー、なるほど、いわゆる一芸タイプのひとか。

			　そんな彼女にも、脅(きよう)威(い)は平等に襲ってきた。彼女が生き残ったのは幸運に恵まれたからにすぎない。

			　いや、本当に幸運なのだろうか。ただ単に苦痛が長引くだけかもしれない。そうならないように努力するのが、ぼくたちの役目なんだけど……。

			　なんか他人事だな。本当はここで、ぼくが「きみたちの未来をつくる」とでもいえばいいんだろうけど。

			　ぼくの柄じゃないな。

			　ぼくはただ、目の前にある、できることを片づけていくだけだ。

			「足なら、任せてください。わたし、槍(そう)術(じゆつ)と運動を上げました。囮(おとり)、がんばります」

			「わかった、頼む」

			　彼女は槍(そう)術(じゆつ)１／運動１か。森のなかでは戦いやすいかもしれないな、と思う。ぼくは彼女を含むサポートパーティの全員にフィジカル・アップをかけた。

			　

			　ぼくたちは本校舎の近くに辿り着く。サポート・メンバーは近くの茂みに隠れる。

			　ぼくたちは、巡回のオーク２体を素早く殺す。

			　巡回というか、ただ校舎の周囲をうろうろしていただけみたいだけど、とにかくアリスとたまきが瞬殺する。

			　壊れた窓ガラスのある教室の前に忍び寄る。カラスに、そっとなかを覗(のぞ)かせる。

			「オーク３」

			　よし。ぼくはミアに合図する。ミアはサイレント・フィールドをアリスとたまきにかける。

			　その間に、ぼくはカラスをふたたび窓のところへ行かせる。

			　カラスには、オークがすべて背を向けたタイミングで片方だけ翼を持ち上げろ、と命じておいた。

			　はたして、10秒ほどのち。

			　カラスが、片方の羽を持ち上げる。

			　作戦開始だ。

		

	
		
			第41話　中等部本校舎制圧作戦２

　

			　ぼくはアリスとたまきにヘイストをかける。

			　アリス、たまきの順番で走り出す。割れた窓を順に乗り越え、内部に突入していく。

			　ぼくとミアは、窓に近寄り、教室のなかを覗(のぞ)く。

			　美術室だった。壁際の石(せつ)膏(こう)像は破壊され、キャンパスは叩き折られ、床には絵具がちらばっている。

			　部屋の隅には、首がおかしな方向に曲がっている男の子の身体が３つほど転がっていた。

			　そして中央付近では、３体のオークが３人の裸の少女にのしかかっている。

			　アリスとたまきが、背中を向けたオークに襲いかかる。

			　槍(やり)でひと突き。斧(おの)で頭をカチ割る。

			　オークたちは断(だん)末(まつ)魔(ま)をあげて……いや、口をおおきくひらいて絶叫するような仕草こそすれ、まったくの無音でその場に倒れ伏す。

			　サイレント・フィールドの範囲内ではすべての音がシャットアウトされるのだ。声も、物音も、なにひとつ立てられない。

			　残る１体のオークが慌(あわ)てて振り向き、なにやら口をおおきくあけて、立ち上がろうとする。罵(ば)声(せい)でも飛ばしたのだろう。

			　だがその声も聞こえない。

			　次の瞬間には、たまきの斧(おの)がそのオークの胴を薙ぎ払っている。オークは胴を真っ二つにされ、青い血を噴水のように流して息絶える。

			　それらすべてが、無音のもと行われた。戦闘終了。

			　ぼくは木陰に隠れた志(し)木(き)さんたちに手で合図した。４人の少女が駆け寄ってくる。

			　美術室に入る。３人の少女のうち、ふたりはこときれていた。息があるひとりに、アリスがヒールとキュア・マインドをかける。

			　このＭＰ４は、必要経費だ。犠牲者たちを助けないわけにもいかない。

			　今回の作戦だけを考えるなら、オークの掃(そう)討(とう)が優先である。だが、ぼくと志(し)木(き)さんは、今後、彼女たちの戦力化も視野に入れている。この先、どれだけの仲間を得られるかわからないのだ。

			　助けたひとのすべてが戦ってくれるとは限らない。でも長(なが)月(つき)桜(さくら)のような子がその何割かでもいれば、明日はもっと楽になるだろう。明後日は、さらに楽になるに違いない。

			　高等部の状況も勘(かん)案(あん)すれば、それが最善だろう。少なくとも、高等部でいま生きている人々をアテにはできない。シバのやりかたを、ぼくたちは許容できない。

			　仲間は中等部から得るしかない。ぼくも志(し)木(き)さんも、そう考えている。

			　さて、隣の美術準備室のドアに志(し)木(き)さんがひとり、近づく。ドアにそっと耳を当てる。

			　彼女がいまいる位置は、アリスたちのサイレント・フィールドの効果範囲外だ。志(し)木(き)さんはこちらを振り返り、指を１本、立てる。少なくともオークが１体以上、いるということだ。何体いるかは、わからない。どのみち、潰すことには変わりない。

			　ぼくは身ぶりで、アリスたちにゴーサインを出す。アリスとたまきが、ドアの前に立つ。

			　志(し)木(き)さんがドアを開け放つ。

			　オークがいた。ぼくの位置から見えるのは、１体だけだ。向こうが驚く間に、アリスが突入する。

			　アリスはオークに駆けより、刺(し)突(とつ)を繰り出す。オークは喉を貫かれて息絶える。

			　たまきがアリスに続き、奥に駆けていく。ということは、あちらにもオークがいたのだろう。志(し)木(き)さんがなかを覗(のぞ)き、指を３本、立ててきた。

			　オーク３体か。なるほど。

			　準備室のなかには、死体があった。女性教師の裸の死体がひとつ、男子の死体がふたつ、女子の死体がひとつあった。女性たちが死んだあとも、オークは彼女たちに乗っかっていたようだ。

			　やりきれないが、ここで感情を吐き出してもなにひとつ得るものはない。いまぼくたちができるのは、この本校舎のオークをできる限りたくさん殺すこと。そして、まだ生きている人々を、ひとりでも多く助け出すこと。それだけだ。

			　ぼくはもう一度、カラスで偵(てい)察(さつ)を試みる。偵(てい)察(さつ)中にサイレント・フィールドが切れるだろうが、これは仕方がないことだ。

			　アリスたちによると、ここの隣は家庭科室で、もうひとつ向こうは理科室らしい。火を使う特別室を並べた、ということだろうか。廊下を挟んで対面には、３年生の教室が並ぶという。

			　中等部本校舎では、１年生の教室が３階、２年生の教室が２階、３年生の教室が１階に存在する。各学年８組まであり、特別教室も含めて、ひとつの階につき部屋数は、12から14。

			　階によって数に差があるのは、音楽室のように広い部屋や、準備室のように狭い部屋があるからだ。また、校庭に面した南向きの部屋と、ぼくたちが入ってきた北向きの部屋がある。空き教室もいくつか存在する。

			　カラスが戻ってきて、側面と対面の教室にはオークもひともいないこと、斜め前の教室にはオークが４体いることを告げてきた。

			　オークのうち１体は、肌が青いという。いたか、エリート・オーク。

			「通路にオークは」

			　カラスは、いまはいない、と答えた。よし。なら、いまのうちにやるしかない。

			「アリスは先に雑(ざ)魚(こ)オークを倒して。たまきはエリート・オークを狙(ねら)うんだ」

			　本校舎の教室では、机や椅子といった障害物が多い。天井もさほど高くない。鉄槍を持つアリスでは、完全なちからを発揮できない可能性を危(き)惧(ぐ)した。

			　もっとも、対エリート・オーク戦ではアリスに一日の長があるから、どちらが絶対の正解とはいえないかもしれないが……。

			「任せて、カズさん。わたし、役に立ってみせるわ！」

			　たまきは乗り気のようだし、まあいいか。ふたりはヘイストとサイレント・フィールドをもらい、駆け出していく。ぼくとミアは通路にオークがいないことを確認したあと、彼女たちのあとを追う。

			　志(し)木(き)さんたちは、ひとりが生き残りの少女を背負い、残りは少しあとからぼくたちを追いかけてくる。

			　アリスとたまきが、美術室の斜め前の教室に突入する。ぼくはすぐ後ろから教室に近寄り、入り口からなかの様子を覗(のぞ)きこむ。

			　入り口のそばにいたエリート・オークが侵入者に素早く反応し、たまきの大(おお)斧(おの)を太い剣で受け止めていた。

			　本来なら鋭い剣(けん)撃(げき)の音が聞こえてくるのだろうが、無音である。エリート・オークはそのことに怪(け)訝(げん)そうな顔をしていた。

			　アリスは、少女たちにのしかかるオークの１体を、後ろ首へのひと突きで殺す。残る２体が振り向いたところで、それを順番に突き殺していく。相変わらずの見事な手並みで、またたく間に３体すべてを倒していた。

			　たまきとエリート・オークは、一合、また一合、斧(おの)と剣をぶつけ合う。サイレント・フィールドがかかっていなければ、さぞ派手な音を立てていたことだろう。

			　すさまじい攻防で、ぼくには互いの太刀筋がさっぱり見えない。

			　雑(ざ)魚(こ)オークを片づけたアリスが、たまきの援護に入った。いまやアリスもたまきも、武器スキルがランク４となっている。２対１では、エリート・オークも分が悪い。

			　それから数合。アリスの刺(し)突(とつ)によって、エリート・オークがバランスを崩す。そこに、たまきの大(おお)斧(おの)が振るわれる。

			　横薙ぎの一撃が、その太い首を一撃で刈り取った。エリート・オークの首が宙を舞う。

			　アリスがレベルアップした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			「やった、やったわ！　わたしたち、もうエリート・オークにも楽に勝てるんだわ！」

			　たまきは、ぴょんぴょん飛びあがって喜んでいた。ブロンドのツインテールが、犬の尻尾(しっぽ)のように跳ねる。

			「いまのはふたりがかりで、しかもヘイストありで、だからな。油断するな」

			「もちろん、アリスとカズさんのおかげなのはわかっているわ」

			「そうじゃない。ぼくに対する礼なんていいから、油断だけはしないでくれ。頼むよ」

			　たまきは少しきょとんとしたあと、ぼくが心底、心配していることを理解したのだろう、「うん！」とおおきくうなずいた。

			「それにしても、はーっ、ずっと黙っているのって息が詰まるわね！」

			「いや、別に叫んでもいいんだけど。実際、アリスは叫びながら突撃してただろ」

			　アリスのほうを向く。アリスは少し恥ずかしそうに「み、見てたんですか」と答えた。

			「叫んで気合を入れたほうがちからが出るなら、叫ぶべきだよ。どうせサイレント・フィールドでまわりには聞こえないんだから」

			「そ、そうですよね」

			　胸に手を当て、ほっとしているアリス。そっかー、とちょっと間の抜けた様子で口をぽかんとあけているたまき。このふたり、なんかこう、将来が心配になるコンビというか、うーん。いやまあ、いいんだけどさ。

			「ふたりとも、面白い。アリスちんとたまきちんは、でこぼこコンビ」

			　ミアがいう。たしかにその通りだけど、きみがいうな、きみが。

			「って、ミア、きみは午前中、ふたりの名前に先輩ってつけてたよな」

			「かたっくるしい呼び方はやめよう、って話しあったのよ」

			　たまきがいった。なるほど、ぼくたちは仲間だもんな。

			「でも、アリスちんにたまきちんって……」

			「略してたまきん」

			　ぼくはじっと、ミアを見つめた。

			「恥ずかしい呼び方」

			「じゃあ呼ぶなよ」

			「まーいいじゃない。わたしは気にしないわ」

			　たまきはけらけら笑う。大物だなあ。いまはじめて、きみを尊敬したくなったよ。

			「ま、とにかく、各自、思い思いに休んでくれ。ここではなるべく、心を休めよう」

			　ちらりと見ただけだが、いま踏(ふ)み込んだ教室にも死体があった。裸体の少女が何人も倒れていた。男子の死体もあった。なんらかの部活動だったのかもしれない。そこをオークたちが襲った。

			　逃げだせた者はいるのだろうか。窓は閉め切られていた。ということは、おそらく。

			　いや、まあいい。休めといったそばから、ぼくが陰(いん)鬱(うつ)な気分になってどうする。

			「カズっち、カズっち」

			　ミアがぼくの服の裾を引く。

			「アリスちんといけない遊びするなら、わたしとたまきちん、向こうのほうで後ろ向いててあげても……」

			「余計な気はまわさなくていい」

			　ぼくは断固として提案を拒否し、首を振る。

			「ん。見られて喜ぶタイプ？」

			　ミアの頭に拳(げん)骨(こつ)を落とす。ミアは照れた笑みを浮かべる。じゃれ合いが楽しいのだろう。やれやれ、とぼくは肩をすくめる。

			　アリスがはにかんだ笑みを浮かべている。たまきがけらけら笑っている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　休憩を終えたぼくたちは、白い部屋を出る。

			　

			　アリス：レベル９　槍(そう)術(じゆつ)４／治(ち)療(りよう)魔法３　スキルポイント２

		

	
		
			第42話　中等部本校舎制圧作戦３

　

			　途中で、アリスとたまきの教室も解放した。クラスメイトの死体を見ても、ふたりは少し手を合わせただけだった。

			「泣いている時間も惜しいわ」

			　たまきは気(き)丈(じよう)にそういって、少し落ち込むアリスの肩を抱く。

			「仇(かたき)を取ろう、アリス」

			「はい」

			　南側の教室からは、フェンスごしに校庭が見える。キャンプ・ファイアの火は消えていたが、死体の山のまわりをうろつく20体以上のオークは健在だった。

			　たまきがいう通り、ここでぐずぐずしているわけにはいかない。

			　幸いにして、いまの時間帯なら、光の加減で校庭から教室のなかはよく見えないはずだ。

			　それでも、なにがあるかわからない。オークたちに気づかれる前に、教室を離脱する。

			　本校舎の１階と地下を制圧するまでに、それから20分ほどかかった。

			　１階で助けた少女は、全部で３名。さらに地下に１名。合計で４名だ。

			　殺したオークは、ここまであわせて雑(ざ)魚(こ)オーク18体、エリート・オーク２体。

			「ひとまず、助けた子たちを育(いく)芸(げい)館(かん)に運んで欲しい」

			　ぼくは志(し)木(き)さんに指示を出す。

			「まだ生存者がいるとしたら、そのひとたちの運(うん)搬(ぱん)も考えなきゃいけない」

			　助けられた少女たちは、全員、アリスの治(ち)療(りよう)を受けても立ち上がれないほど疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)していた。

			　無理もない。まる１日もの間、オークたちの暴力に晒(さら)され続けたのだから。

			「わかったわ。気をつけてね」

			　志(し)木(き)さんたち４人は、ぐったりしている少女たちを担いで、割れた窓から出ていった。

			　さて、とぼくはアリスたちに向き直る。顔色を見る限り、彼女たちに疲(ひ)労(ろう)の色はなさそうだった。

			「ちなみに、トイレにいくならいまのうちだけど」

			「漏らさないわよっ！」

			　たまきが、野犬のように唸る。

			「もうっ、カズさんには、デリカシーってものがないわ。ねえ、アリス」

			「ええと……」

			　アリスは遠慮がちにぼくのほうを見る。どうした、天使よ。思う存分、ぼくを褒(ほ)めてもいいんだぞ。

			「カズさんは、その。たまきちゃんの困る顔を見たいだけなんですよね？」

			　思った以上にキツい言葉をありがとう。

			　肩をすくめて、ごまかすように「さあ、２階だ」と近くの階段を見た。

			　１階から２階への階段は、校舎の両端にひとつずつ存在する。いまぼくたちは、左端の階段の近くにいる。

			　２階を偵(てい)察(さつ)していたカラスが、その階段から戻ってきた。

			　カラスからの報告によれば、オークが数体、２階の廊下にたむろしているらしい。

			　凶報だった。これでは、階段をあがったとたん、敵に発見されてしまう。

			　ぼくはリュックサックから取り出したカロリーメイトをかじりながら考える。

			　一度外に出て、配管を伝って２階によじのぼるという手もある。ぼくのマイティ・アームで腕力が上がった状態なら、充分に可能だろう。サイレント・フィールドをかけておけば、騒音を立てずにすむ。

			　ただしこれには、両手になにも持ってないなら、という条件がつく。

			　アリスの鉄槍もたまきの大(おお)斧(おの)も、おおきくて重い武器だ。これを持ったまま２階までよじ登るというのは、なかなかにキツい作業となるだろう。

			　誰かひとりを先に上にあげ、あとはロープ等を使う方法もあるが……。その場合でも、そのひとりが敵のただなかで無防備となる。危険がおおきすぎるように思う。

			「ミア。パス・ウォールはどうだっけ？」

			　地魔法のランク４、パス・ウォールは、その名の通り、通路などの壁に穴を開けることができる魔法だ。人知れず壁抜けができるということである。銀行強盗に最適の魔法であった。

			　こうして魔法で生まれた穴は、一定時間でふたたび埋まるらしい。

			「パス・ウォールを天井に撃ってもいいけど、はしごがないと、登れない」

			「ハイ・ジャンプで届かないかな」

			　風魔法のランク２、ハイ・ジャンプは、跳(ちよう)躍(やく)力を大幅に上昇させる。荷物さえなければ、木の枝の上に一発で飛び乗ることすら可能だ。

			「届くと思う。けど、一発で上の階に着地しないと」

			「そうか。上の教室にオークがいたら、着地に失敗したとき、危険だな」

			　雑(ざ)魚(こ)オークならともかく、エリート・オークの目の前で転んだら……。ランク５に上がったたまきでも、ちょっと危ない気がする。

			「梯子を手に入れるには、育(いく)芸(げい)館(かん)まで戻らないとダメ、か？　そんなことないだろ。本校舎のどこかに、普段使う梯子が……」

			「あの、カズさん。中等部って、はしごのようにかさばるものは、グラウンド前の倉庫に」

			　アリスが申し訳なさそうにいった。なるほど、いまグラウンドには、オークが溢れている。20体以上を一度に相手にするのは、かなりレベルアップした現在でも、さすがにキツい。

			　それに、グラウンドで騒げば、２階、３階のオークにぼくたちの存在を気づかれてしまう。せっかくの隠密行動がパーだ。本末転倒である。

			　さてどうするか。しばし腕組みして考えたすえ……。

			「そうだ。風には透明になる魔法があったよな」

			「インヴィジビリティは、風魔法ランク３。まだ使えない」

			　そうだった。だが、たまきとミアは、次のレベルまであと経験値30だ。オーク２体分でレベルアップする。

			　ミアはいま、スキルポイントを１点だけ余らせている。レベルアップすれば、風魔法をランク３に上げられる。ちょっとまわり道だけど……経験値稼ぎ、するか？

			　なんかコンピュータＲＰＧみたいだな。うん、でも、ここは経験値稼ぎをしよう。ぼくは外にカラスを飛ばし、校舎付近ではぐれているオークを探させる。

			　ほどなく、カラスが報告してくる。校舎右側の下駄箱の裏手、ちょうどグラウンドからは死角になるところに、オークが２体だけいるという。この校舎にはふたつの玄関があるが、そのうちぼくたちから見て奥にある下駄箱である。

			「わかった、ちょっと殺ってくるわ！」

			　たまきは陽気にそういって、大(おお)斧(おの)をかついで駆け出す。慌(あわ)ててミアが追いかけ、彼女にサイレント・フィールドをかけた。

			　２分ほどのち。ぼくたちは白い部屋で、たまきとミアのレベルアップ報告を聞く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは白い部屋に集まっていた。これでふたりは、レベル８だ。

			「あ、それとね、カズさん。生きてる女の子、見つけたよ」

			「オークのところで、か？」

			　そんなところに捕まっている子がいたのだろうか。気の毒なことではあるが、もうぼくのなかで、感覚が麻(ま)痺(ひ)してしまったように思う。生きているだけ幸せと思え、と割り切ってしまうことにしている。

			　そして、できるならのちのち、戦力として活躍して欲しい。

			　明日以降、皆が生き残るために戦って欲しい。ひとりでも多くそういった人員を集めるのが、本校舎襲(しゆう)撃(げき)作戦の目的のひとつだ。だが、たまきは首を振る。

			「それが、違うのよ。下駄箱脇の掃除用具入れのなかに隠れてた子が。っていうか、アリス、すみれちゃんなんだけど」

			「え、すみれちゃん、生きてたんですか！　よかったあ」

			　アリスは、ぱあっと花が咲いたような笑顔になる。そうか、ふたりの友達か。

			「えーと、つまり、そのすみれって子は無事……なのか」

			「うん！　怯(おび)えて、昨日からずっと、じっとしてたんだって」

			　たまきは嬉(うれ)しそうに報告してくる。

			「でね、まる１日、外に出られなかったみたいだから、お漏らししててね！」

			「なんできみは、そんなに嬉(き)々(き)としてお漏らしの報告を……」

			「え、だってカズさん、お漏らし大好きでしょ？」

			　ぼくは無言でアリスとミアを見た。ふたりとも、コクコクうなずいていた。

			「ぼくにそんな趣味はない」

			「えー、いいじゃん別に。カズさんだって男の子だもん、ヘンタイ趣味のひとつやふたつ、あって当然だよ！　わたしぜんぜん気にしないわ」

			　おいおい、なんできみはそこで、理解のあるいい女を演じるんですかね。アリスが頬(ほほ)を朱に染めて、ぼくをじっと見つめてくる。

			　違うんだ、誤解だ。ぼくはいたって健全だ。全部たまきの妄想だ。

			「アリス、ぼくを信じてくれ」

			「わ、わたし、お漏らし、したほうがいい、ですか」

			　真っ赤になって、いきむアリス。きみはなにをいってるのか。なにをやっているのか。

			　ミアが、アリスの肩をぽんと叩いた。ゆっくりと首を振る。

			「そうじゃない。我慢しているのにもうダメ漏らしちゃういやあ見ないでーっ、ジャーッ、となるのが萌(も)え」

			「きみは余計なことをいわんでいい」

			　ぼくはミアをアリスから引きはがす。まったくもう、こいつはアリスの教育に悪い。

			　いや、アリスのほうが年上だけど。

			「話を戻そう。そのすみれって子はじゃあ、歩けるのか？」

			「たぶん。あ、でも、急いでたし、すみれちゃんとは会話してないから、詳しいこととかわからないわよ」

			「なんでだ」

			「サイレント・フィールド」

			　ああ、そりゃそうか。ぼくは額をぽんと叩いた。たまきの周囲は現在、沈黙結界の効果範囲内なのである。

			「じゃあなんで、昨日から隠れてたとわかったんだ？」

			「そのへんは、身ぶり手ぶりで」

			　以心伝心なのさ―っ、とたまきは笑う。なるほど、仲がいいんだなあ。

			「じゃあいっそ、もう少しの間、隠れてもらった方がいいか……いや、さすがにそれも辛いか」

			　本校舎の攻略には、あまり時間をかけたくない。こっちとしては適度に敵の数を削って、少なくとも明日の朝までの育(いく)芸(げい)館(かん)の安全を確保できれば、それでいい。

			　ジェネラルと動物らしきヤツが出てくる前に撤退するのが望ましい。

			　かといって、やっと助かった子に、もう少し我慢しろ、というのも酷か。

			「とりあえず、連れてきてくれないか」

			「うん、わかったわ。で、どっちがいい？」

			「どっち、ってなんだ」

			「トイレで着替えさせてから連れてくるのと、お漏らししたまま連れてくるの」

			　ぼくはたまきをジト目で睨(にら)む。

			「着替えさせてこい」

			「あいあいさー」

			　ぼくはため息をつく。

			「一応、無線機で志(し)木(き)さんに連絡しておくよ」

			　さて、方針は定まった。あとはスキルポイントの使い方だが……。

			「ミアは当然、風魔法をランク３にしてもらう。たまきは……剣術をランク５にできるわけだけど、それでいいよな」

			「ええ、いいと思うわ。やったーっ、ついにアリスのランクを抜いたわ。わたしがトップよ！」

			「おめでとう、たまきちゃん」

			　アリスは、素直にたまきを祝福する。いやあ、アリスはいい子だなあ。天使だなあ。

			　それにしても、たまきときたら。

			「な、なによ、カズさん、そのジト目。まるでわたしが空気読めないアホの子みたいな……」

			「自分でわかってるじゃないか」

			　たまきは、ぷーっ、とむくれた。

			「ひどいわ、カズさん！　ねえ、アリスもそう思うでしょう」

			　アリスは困ったような笑顔でぼくを見た。

			「拳(げん)骨(こつ)を落としてやるのも友情だぞ」

			「えっと、別にその、怒ってないですし……」

			「そうそう、いいのよ、カズさん。わたしとアリスは、親友だもの！」

			「うーん、まあ、調子に乗ってハメを外さなきゃいいんだけどさ」

			「そんなのだいじょうぶよ。わたしは慎重な性格だもの。ねー、アリス！」

			「え、ええと……」

			　ぼくはアリスと視線を合わせた。アリスはそっと目線を外した。

			「親友だけに、相手のことをよくわかっているな」

			「え、なによ、わたし、すっごい慎重よ？　テストでも滅多に名前を書き忘れないわ」

			「名前の書き忘れなんて、そんなの一生に一度、あるかないかじゃ」

			「たまきちゃん、年に１回は……」

			　う、うーん。

			　

			　たまき：レベル８　剣術４→５／肉体１　スキルポイント５→０

			　　ミア：レベル８　地魔法４／風魔法２→３　スキルポイント３→０

			　

			　若(じやつ)干(かん)の不安を覚えつつ、ぼくたちは白い部屋から出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋からもとの場所に戻ったあと、ぼくは無線機をつける。志(し)木(き)さんからの応答はなかった。あー、そうか。林を挟んでいたら、電波が届かないか。

			　それ以前に距(きよ)離(り)の問題もあるか。ダメだな、無線機。

			　そうこうするうち、たまきがひとりの少女を連れて戻ってきた。

		

	
		
			第43話　中等部本校舎制圧作戦４

　

			　アリスとたまきの友人、杉(すぎ)之(の)宮(みや)すみれは、おさげに縁なし眼鏡の、少しぽっちゃりした女の子だった。

			　なるほど、文学少女っぽい。

			　上は制服で、下にブルマだ。たまきの予備だろう。

			　靴下は履いてない。素足だ。うん、濡れたからね。仕方がないね。

			　すみれは、アリスと抱き合ったあと、ぼくにぺこぺこ頭を下げた。身体はアリスやたまきよりひとまわり大きいけど、おどおどした態度は怯(おび)えた子ネズミを思わせる。

			　たまきによれば、彼女がロッカーの近くを通りかかったとき、掃除用具入れが動いたのだという。思わず大(おお)斧(おの)でぶった斬るところだったらしい。

			　うん、やっぱりたまきって……うっかりさんだよなあ。

			　いやまあ、いきなりロッカーが動いたらびっくりするのは当たり前だけどさ。

			　すみれは、いきなり周囲の音が消えて、慌(あわ)ててしまったのだという。そんな彼女にいくつか聞きたいことがあったのだけれど……。

			　その前に、すみれのお腹がかわいらしく鳴いた。すみれは、お腹を押さえて赤面した。

			「あー、カロリーメイト、食べるか。水筒はぼくのをあげよう」

			　どうせぼくは、その気になれば水と食料を好きなだけ召(しよう)喚(かん)できる。このペースだと、先にミアのＭＰのほうが尽きるだろうし。

			　すみれは喜んでカロリーメイトをかじった。ぼくは彼女に、食べながらでいいから、と訊ねる。

			「オークたちが連れている動物を見ただろうか」

			　すみれはきょとんとして、首を横に振った。

			　そうか、知らないか……。少しでも彼女から情報を得られたら、と思ったが。

			「あ、でも。吠え声は聞いたような……。犬みたいな声だったと思います」

			「きみは気づかれなかったんだね」

			「はい。少し遠くから聞こえたように思います」

			　なるほど、気づかれていたら、いまごろこうして無事じゃないよな。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)で確認した、中等部本校舎の地図を思い返す。ちなみに、地図を書いたのはアリスたちだ。

			　地図によれば、彼女の隠れていた場所の近くを通らなくても、校庭に出るルートがいくつかある。外階段を使う方法もある。その動物が、すみれが隠れていたあたりを通らなかったというだけなのだろう。

			　すみれは幸運だった。その幸運のせいで、ぼくたちは情報を新たに得ることができなかったわけだけど。

			　簡単に状況を説明し、トイレにでも隠れてもらうことにする。

			　ついでに、ありったけのカロリーメイトを渡しておく。とても喜んでいた。食欲旺(おう)盛(せい)なのはいいことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、風魔法ランク３のインヴィジビリティは、対象ひとりを透明人間にする魔法だ。

			　ビジュアル的には、某ＳＦアニメ映画に出てきた光学迷彩、というとわかりやすいかもしれない。

			　ほかの魔法と同様、原理とかそのへんはまったくわからないけど。

			　持続時間は、ランク３の時点で３分から４分。対象が着用しているもの、手に持っているものも同時に透明化する。

			　透明になる、というと無茶苦茶強いように思えるが……。この魔法、欠点がある。激しく動いたりほかの生物と接触すると、透明化が解けてしまうのだ。

			　ぼくたちは、白い部屋でしつこくＱ＆Ａを行った。

			　この「ほかの生物」には蚊や蝿のようなちいさな生き物は含まれないという。また「激しい動き」には、走ったり手足を振りまわしたり、普通のスピードで話す行為が該当する。

			　歩いたり、ゆっくりしゃべったりする程度は許容範囲であるらしい。

			　

			　魔法の行使には発声動作が必要である。魔法の行使はこの「激しい動き」に該当する。

			　結局のところ、透明な状態でできることは、ゆっくりとした移動程度のことだけなのだ。

			　それだけで充分に強力ではある。敵の不意をつき、接近できるというのは、とてつもないアドバンテージだ。サイレント・フィールドと組み合わせることで、この魔法は素晴らしい隠密コンボへと変化する。

			　沈黙し、姿も見えない暗殺者がこっそり敵に忍びよることができるのだ。もちろん、サイレント・フィールドの範囲内に入ってしまえば、完全に音が聞こえなくなる。敵は異変を察知するだろう。

			　だが半径３メートルというのは、アリスやたまきにとって充分な距(きよ)離(り)だ。相手がなにか気づいたときには、もう遅い。ゆっくり動かなければいけないという仕様の都合上、ヘイストをかけてやれないのがネックとはなるが、利点はそれを補って余りある。

			　サイレント・フィールドの効果範囲のなかで魔法が使えるのか、という問題については、以前にノートＰＣに質問してある。発声動作を行うことが必要で、音そのものは重要ではない、という回答だった。

			　音が出なくても構わないということだ。これはのちに実験し、確認している。

			「２階の廊下にいるオークは、廊下の中央付近でただ立っているだけだ。こいつらは無視して、それより手前の部屋にいるオークを先に始末しよう。向かって左手からだ」

			　どうせ、２階のオークも殺せるだけ殺すのだ。効率的にいこう。

			　ミアがアリスとたまきに、インヴィジビリティ、サイレント・フィールドの順番で魔法をかける。周囲の音が消える。

			　ぼくはゴーサインを出す。ふたりの姿は見えないが、周囲の音が戻ってきたことで、ふたりが移動したことを知る。

			「ミア、ぼくたちもいこう」

			「ん」

			　ぼくたち後(こう)衛(えい)ふたりも、インヴィジビリティとサイレント・フィールドをかけて２階にあがる。

			　２体のオークが通路のど真ん中に立って、暇そうにしていた。こちらを見てもいないが、いちおう警(けい)邏(ら)のつもりなのだろう。

			　なるほど、オークたちは警戒の必要性を認めつつも、だらけているのか。

			　ぼくたちは、インヴィジビリティがきれないよう、ゆっくりと歩を進める。アリスたちが入ったであろう部屋のなかを覗(のぞ)き込む。

			　エリート・オークが１体、普通のオークが１体、部屋のなかにいた。男子生徒の死体がいくつか転がっていた。２体は死体の首でお手玉をしていた。

			　アリスとたまきが姿を現し、その２体に襲いかかる。たまきの斧(おの)の斬(ざん)撃(げき)が、エリート・オークの首を切り落とす。アリスの槍(やり)の刺(し)突(とつ)が、雑(ざ)魚(こ)オークの首筋を一撃で貫く。

			　レベルアップの音が聞こえてきた。あ、ぼくだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋の様子が、いつもと違った。

			　部屋の中央に、両替機のようなものが配置されていた。液晶パネルがあり、なにやら文字が表示されている。

			　両替機ならお金を入れるはずの部分が、漏(ろう)斗(と)状になっていた。なにかを入れろ、ってことなんだろうけど。なにを？　ぼくたち４人は、顔を見合わせる。

			「なんだろーね、これ」

			「なんでしょう……」

			　首をかしげるアリスとたまきに、ぼくはとりあえず、ねぎらいの言葉をかける。

			　そのあと、さて……。改めて、両替機のようなものを見る。

			　疑問点はふたつ。これはなんなのか。なぜこれが現れたのか。

			「カズっち、いまレベル10になった？」

			「あ、ああ」

			「レベル10になったボーナス、とか？」

			　その発想はなかった。さすがミア、オタクの鏡(かがみ)だ。

			「触る前に、ＰＣに聞いてみるか」

			　かくして恒例の質問タイムが始まった。各人のＰＣで、手分けして質問を連打する。

			　主にこの両替機のようなものについて質問した。わかったことは、以下の通り。

			　

			・この両替機のようなものは、ぼくのレベルアップ・ボーナスである。レベル10以上の者がパーティに存在する場合、白い部屋にこの機械が出現する。

			　なお機械の名前については、ぼくたちが勝手につけろ、と突き放された。

			　

			・この両替機のようなものは、トークンをアイテムに変換する装置である。この場合のアイテムとは実体のあるものだけでなく、スキルや魔法や特殊能力も含まれる。

			　むしろ、スキルや魔法や特殊能力がメインであるようだ。

			　

			・トークンというのは、どうやらオークを倒したときに落ちる赤や青の宝石のことらしい。以後この宝石を赤トークン、青トークンと呼ぶ。

			　

			・赤トークンが１点、青トークンが10点となる。

			　なるほど、エリート・オークのドロップは10倍の価値か。経験値だと５倍なんだけどなあ。いやまあ、強さ的には10倍以上な気がするけど。

			　

			・一度、この機械に入れたトークンは、二度と払い戻せない。またこの部屋で使ったトークンは、もとの場所に戻っても消えている。

			　システム上そりゃそうだ、という話ではあるけど。これまでは、もとの場所に戻ったとき、白い部屋に来る直前の状態に巻き戻ったからなあ。このトークン・システムだけは例外、ということか。

			　

			「とりあえず、この機械の名前だけど、自動販売機でいいか？」

			「カズっち、センスない」

			「ほほう、ではセンスのあるミア先生の命名をお聞かせ願えましょうか」

			　ミアは、うっ、とひるんだように身をのけぞらせた。

			「え、ええと……アイテムベンダー？」

			「英語にしただけじゃないか」

			「中二病的に正しい」

			　ドヤ顔で指をＶの字に突き出してくる。中１のくせに、なにいってやがる。アリスとたまきは、とふたりを見た。

			「どっちでもいいよう」

			「はい、お任せします」

			　うん、そうだよねー。ほんとマジ、どうでもいいよね、名前なんて。

			「じゃあ、アイテムベンダーでいいか」

			　いや、まてよ。ぼくはふと、あることを思い立ち、ノートＰＣに質問を入力する。

			　

			・Ｑ：ここで決定した前述機械の固有名詞は、ほかの生徒がレベル10になったときにも使用されることになるのか。

			・Ａ：イエス。

			　

			・Ｑ：ほかの生徒とは、ぼくたちが接触していない生徒も含まれるのか。

			・Ａ：イエス。

			　

			「これ、メッセージに使えるんじゃ？」

			　ぼくは３人を見た。まだ接触していない人々に、ぼくたちからの言葉を伝える。それはとても魅力的な提案に思えたが……。

			　あ、でも。それって、あいつにも伝わるってことか。シバたち高等部のやつらにも。

			「カズっち。重要なことがもひとつ」

			　ミアがピッと人差し指を立てる。

			「これ、レベル10に最初に到達したのがカズっちなんじゃ？」

			「あー、そうかもな」

			　一応、質問してみたが、返答はなかった。いままでの感触から考えて、このノートＰＣの後ろにいるやつは、ぼくたち全員に対してフェアに振る舞おうとしているからなあ。

			　裏づけは得られなかったが、ミアの推測は当たっているだろう。そうじゃなきゃ、ここで固有名詞を決めろ、なんていってこないはず。

			　さて、じゃあこのささやかな先行者特権をどう使うか、だが……。

			「たとえば『育(いく)芸(げい)館(かん)に集合』という名前にすれば、ぼくたちが育(いく)芸(げい)館(かん)を拠点としていることを伝えられる、けど」

			「それナシで」

			　ミアがばっさりと切って捨てた。

			「レベル10になった生き残りが、味方かどうかもわからない」

			　兄を助けるため高等部にいきたい、といっている彼女が、あっさりそういってのけたことに、ぼくは驚く。はたしてミアは……。

			「ねえ、カズっち。よく聞いて」

			「う、うん」

			「ゾンビ映画のオチって、ゾンビよりほかの人間のほうが恐ろしいって感じになること、多い」

			　映画の話かよ。

			　……いや、そうか。彼女がいいたいであろうことは、はからずもぼくが想像したこと、高等部を偵(てい)察(さつ)したときの様子と符合している。

			　つーか、こいつ、結構鋭いな。状況をよく理解している。普段はふざけているから、気づかなかった。

			ミアは、いつものようにあまり表情を変えず、ぼくを見上げる。その目が、少し悲しそうに、寂しそうにしているように思えた。

			　ぼくが高等部を偵(てい)察(さつ)したことに、彼女は気づいているのだろうか。彼女たちを頼りにしてくれないことに、失望しているのだろうか。とはいえ、いまはまだ高等部の話をするべきではない。これは志(し)木(き)さんとも話し合った結果だ。

			　ひとまずは中等部の解放に専念する。あまり余計な情報を入れて、混乱させない方がいい。

			　ぼくも志(し)木(き)さんの考えに同意を示した。いまは彼女の指示通りにいく。

			「たしかにその考え方には、一理あるな」

			　実際のところ、ハナっから『育(いく)芸(げい)館(かん)に集合』なんて名前にするつもりはない。そんなことをして、あいつに目をつけられたら、たまったものではない。じゃあ、この命名権をどう有効に使えばいいのかといわれると……。

			「そのうえで、わたしが名前をつけたい。わたし個人のために、使って、いい？」

			「別に構わないけど、どうするんだ」

			「兄に、メッセージを送りたい。もし生きていれば、だけど。わたしも生きているって、伝えたい」

			「なるほど……。ああ、それでいいぞ」

			　たしかにこれは、ぼくたちにとってなんのメリットもない話だ。だが彼女にとっては、とても重要なことだ。

			　問題は１点。彼女の兄が敵にまわった場合、だけども。ミアがどこにいる、とまで伝える気はないのだから、まあいいだろう。どうせ命名権を使う時点で、誰かが先にレベル10になったことはバレている。

			「どんな名前にする」

			　ミアはうつむいて少し悩んだあと、顔をあげた。

			「シンプルに『ミアベンダー』で」

			「いいのか、自分の名前つけて」

			「兄はお馬鹿さんだから、ちゃんと伝わるように」

			　うん、お兄さんに対する絶対の信頼が伝わってくるな。まあその兄が生きている可能性は……ほとんどないだろうけど。ミアという名前は珍しいから、お兄さんが生きてレベル10になれば、ミアの意図を理解するだろう。

			　肉親に生存を伝えたいという気持ちは汲み取ろう。それが彼女にとって大切なことなら、いいだろう。そう考えながら、ぼくはノートＰＣに、固有名詞を入力した。

			「じゃあ、改めて。このミアベンダーをどうするか、なんだけど」

			「ん。よく考えたら、まるでわたしが売り物にされるみたい」

			「そこまで考えてなかったのかよ」

			　思わずツッコミを入れてしまう。

		

	
		
			第44話　アイテムベンダー

　

			　さて、両替機風アイテムベンダーこと、ミアベンダーについてである。

			　Ｑ＆Ａによれば、トークンを能力、アイテムに変換する装置、とのことだ。使用できるのはそのとき白い部屋にいる者のみ。

			「どう思う、ミア」

			「救済措置っぽく見えるけど、すごく怪しい」

			　ですよねー。ゲームに比較的詳しいぼくたちふたりは、顔を見合わせてため息をつく。アリスとたまきは、ぽかんとしている。

			「どういうことですか、カズさん」

			「第一に、救済措置なら、トークンなんかと交換にする必要はないんじゃないか、って話だ。そもそもこの白い部屋の主は、ノートＰＣにしたって、重要なこともすべて聞かれるまで答えてくれないようなやつなんだぜ」

			「ん。フェアだけど、意地悪い」

			　ぼくたちふたりの意見に、アリスは少し考えたすえ……。

			「でも、この部屋の主さんは、わたしたちにスキルをくれました」

			「そのへん含めて、相手の行動の意味がわからないんだ。だからこそ、ぼくもミアも困惑している。これまではスキルを使わなきゃ生き残ってこられなかったから、否も応もなかったけどね」

			　だがこのミアベンダーは、少し違う気がする。どこが、とはいえないのだが、なにかまた別の意図があるような……。

			「たとえば、ミアならどう裏を読む？」

			「すべてはトークン回収が目的だった、とか」

			「すべて、っていうのは……」

			「この世界に山ひとつが呼ばれて、そこにオークが攻めてきて、わたしたちがスキルを手に入れたことまで、すべて」

			　考えられないこともないけど……。

			　そのオークたちを直接、白い部屋の主が倒せばいいだけの話じゃないんだろうか。こんなおおがかりなことを仕掛けるのだ、その程度、造作もないことだと思うのだが……。

			「たとえば神さまみたいな存在がいて、自分では動けないから、他人にやらせなきゃいけない的な設定」

			「なんかのアニメか？」

			「ゲームかアニメかラノベか漫画」

			　なるほど、創作ではよくある話ってことか。だいたい創作における上位存在って、自分では身動きが取れなかったり、なにかが不自由だったりするもんだしな。

			　当然それは、物語的に、そうじゃないと主人公たちの意味がなくなるからだけども。

			　リアルに考えて、そのあたりどうなのだろう。なんらかの上位存在がいると仮定した場合、その目的は……。

			　自分のかわりにちからを振るわせる存在が必要だった、というあたりでほぼ確定、かなあ。

			　そうじゃないと、このスキルとかのシステムは成り立たない。明らかに尋常じゃないちからが働いていて、それにぼくらは翻(ほん)弄(ろう)されている。

			　ひょっとしたら、ぼくたちが地べたを這いずってのたうちまわる様を上から見て、げらげら笑っている誰かがいるのかもしれない。だとすると、そもそも……。

			　いや、とぼくは首を振る。かりにそうだったとしても、些細なことだ。ことの善悪すらも関係ない。

			　いまぼくたちが気にしなければいけないことは、たったひとつだ。

			そういったなんらかの介入に乗ることが、今後のぼくたちにとって有利になるか、不利を招くか。

			「このミアベンダーを活用するべきか、どうか。ミアはどう考える」

			「積極的に使っていくかどうかは別として、テストはするべき」

			　なるほど、ミアのいう通りだ。とはいえ……と液晶ディスプレイに表示される必要トークン数を見て、ぼくたちはため息をつく。

			「高い……」

			　いちばん安いのは、意外にも魔法だった。たとえばランク１の魔法、リード・ランゲージ。これでトークン１００個である。

			　ランク２の魔法となると、必要トークンは４００個だ。特殊スキル、盾術は必要トークン２００個。特殊アイテム、アイテム複製セット：クラスＡが２００個。クラスＢが２０００個。

			　また変わり種としては、メモ帳というものがある。これがトークン２５０個。Ｑ＆Ａによると、白い部屋でこれに書いた文字を、外に持ち出せるようだ。うーん、たしかに便利だけど、ボってるなあ。

			　魔法はランク２のものまでしか表示されていない。ノートＰＣに質問してみたところ、レベルアップとともにラインナップが増えるとのことであった。

			　なおぼくたちがいま持っているトークンは、青が８個、赤が30個ほどにすぎない。残りは育(いく)芸(げい)館(かん)に置いてある。や、だってこんなところで用途が判明するなんて思ってみなかったし……。

			「買えるの、ランク１の魔法だけ」

			「つーかこれ、買ってからどうするんだ」

			　改めて、そのあたりをＱ＆Ａする。以下、判明した事実である。

			　

			・ミアベンダーに必要数のトークンを入れて取得アイテムを選ぶと、ノートＰＣに選択画面が出る。あとはノートＰＣの指示に従えばいい。

			　だったら最初からノートＰＣですべてやってしまえばいいんじゃ……。トークンを回収するために必要な手順ってことかね。

			　

			・魔法の場合、現在習得している同じランクの魔法をどれかひとつ潰して、かわりに習得する魔法を入れることになる。

			　つまりぼくの場合、召(しよう)喚(かん)魔法か付(ふ)与(よ)魔法、どちらかのランク１魔法をひとつ潰せってことか。ぼくならサモン・コールドロンあたりが入れ替え候補かなあ。

			　

			・特殊スキルの場合、スキルポイントを消費して習得する。

			　つまり盾術ランク１を手に入れるためには、スキルポイント１点を消費か。さらに２点を使えば、盾術ランク２になるのか。うーん、トークン２００個も使って、さらにスキルポイントねえ。

			　

			・アイテム複製セットは、これのなかにアイテムを入れると、同じものがもうひとつできるというスグレモノ。

			　どういう技術なんだこれ。いや、魔法にどうこうツッコんでも仕方がないんだけどさ。

			　ちなみにクラスＡのアイテム複製セットは、サッカーボールくらいのおおきさの球体がすっぽり入りそうな、正方形の箱だ。クラスＢは一辺が１メートルくらいらしい。

			　複製できるのは１回限りで、この白い部屋でのみ運用可能。箱のなかに詰め込める範囲なら、何個でも複製可能であるという。ただし、複製できないものもあるとか。たとえばトークンは複製不可能らしい。そりゃそーだ。

			　

			　いちおう、「銃弾を詰め込めるだけ詰め込んだら、まとめて複製可能か」と訊ねてみた。イエスという答えが返ってきた。そうかい、そうかい。

			　まあ、いいや。いま考えるべきは、そんな他人のことじゃない。

			「いまの手持ちだと、ランク１の魔法しか買えないわけだけど」

			　ランク１の魔法は全部で20個以上あった。面倒だけど、１個ずつＱ＆Ａする。

			　ざっと調べた感じだけど、こうして買えるランク１魔法には、ふた通りの存在するようだ。

			　ひとつは、普通のランク１魔法と比べていささか弱めなランク１魔法。ランク２の魔法は、ランク１クラスの使い勝手だ。なかには、露骨にぼくらが使える魔法の下位互換も存在した。

			　ああ、そうか。だから買えるのか。あくまでもスキルポイントで得られる魔法スキルがメインで、こちらは補助なわけか。

			「攻撃魔法のないカズっちが自衛のために買うなら、アリ？」

			　ミアの言葉がすべてだろう。偏った編成をしているひとが、偏ったパーティが、あくまでも補助として得る能力ということだ。

			　そしてもうひとつが、便利系魔法。たとえば、リード・ランゲージは、どんな文字でも読むことができ、意味を取れるようになる魔法らしい。見知らぬ文化のなかで暮らしていく場合、こういった魔法が必要になることだろう。

			　見知らぬ文化、か。ここが異世界であるとするなら、この大地にもやはり、ひとが住んでいるのだろうか。オークについてＱ＆Ａした際、「現地でオークと呼ばれるモンスター」という回答があった。

			　つまりやつらを現地でオークと呼ぶ者がいる、ということなのか。

			「ひとつ買うとしたら、リード・ランゲージ、マジック・ハンド、ゴースト・タイアードあたりか」

			　マジック・ハンドは、ゆっくりと動く透明な手をつくり出し、自由に操作する魔法だ。具体的には、こっそりスカートめくりはできるが、剣を持ち上げたりはできないらしい。投(とう)擲(てき)するとか、そういう激しい動作も無理。使いようによっては有効な気がする。

			　ゴースト・タイアードは、対象に触れてこの魔法を使うことで、対象に多少の疲(ひ)労(ろう)を覚えさせるという魔法だ。地味だが、それなりに有効そうである。問題は、対象に接触しなければいけないということで……。これ、むしろアリス向けかなあ。

			　なお直接攻撃魔法は、せいぜい、ティンダーという名の発火魔法がある程度だった。このティンダーの魔法、アリスやたまきは便利だ、といったのだが……。

			「ん。ライターかチャッカマン使おう」

			　ミアの賢明なひとことが、すべてだった。そう、ぼくらの手もとにある文明の利器で代用できるような魔法はいらないのだ。リストに20個あるランク１魔法のうち、半分以上はそういう魔法だった。

			「リード・ランゲージに１票」

			　ミアがいう。ぼくとしても、たしかにこれなら、と思わないでもない。皆の同意を得たあと、ぼくは赤トークン30個、青トークン７個をミアベンダーに入れ、液晶パネルのリード・ランゲージを選択する。

			　背後のノートＰＣから、メールの着信音のようなメロディが流れた。ぼくのノートＰＣを覗(のぞ)きこむと、新たにリード・ランゲージという魔法を得たため、既存の魔法のどれと入れ替えるか選択しなければならない旨が表示されていた。

			　ぼくはカーソルを操作し、サモン・コールドロンを選択する。さらば大鍋よ。

			　サモン・コールドロンも使えるっちゃあ使える魔法だけど、鍋が欲しけりゃ育(いく)芸(げい)館(かん)の調理室に行けばいい。寮(りょう)の調理場を漁(あさ)ってもいい。

			　なおリード・ランゲージを手に入れても、ミアベンダーの表示からはこの魔法が消えなかった。よし、各種アイテムは早い者勝ちという懸(け)念(ねん)については払(ふつ)拭(しよく)されたか。

			　ならばなおさら、今後のことを焦(あせ)る必要はない。できればみんなと、最低でも志(し)木(き)さんと相談したうえで、必要なものだけ手に入れよう。

			　かくしてぼくは、新たにリード・ランゲージという魔法を得て、白い部屋を出る。

			　もとの場所に戻る。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル10　付(ふ)与(よ)魔法４／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント４

		

	
		
			第45話　中等部本校舎制圧作戦５

　

			　２階の階段をあがってからいちばん手前の教室。アリスたちが戦闘を終えたばかりのそこに、ぼくとミアも入る。

			　戦闘をしたことによってアリスとたまきのインヴィジビリティは切れているが、サイレント・フィールドはまだ健在だ。

			　この魔法をかけたとき、ミアの風魔法のランクは３だったから、効果時間は３分から４分30秒である。すぐにインヴィジビリティをかけなおせば、次の教室を制圧するまで余裕で間に合うだろう。

			　もっともその場合、ミアのインヴィジビリティは切れてしまう。再度かけなおした場合、ＭＰの消費がひどく激しくなる。

			　だが隠密行動は、この作戦の要だ。ここはＭＰをケチらず、いけるところまでいくべきだ。と、あらかじめ白い部屋で話し合ってあった。

			　ミアが姿を現し、アリスとたまきにインヴィジビリティをかける。

			　アリスとたまきが廊下に出ていく気配がする。姿は見えないし声も聞こえないけど、なんかこう、少しいい匂いがして、風が吹いたような気が……した。いや、気のせいかもしれないけど。

			　じつのところ、付(ふ)与(よ)魔法のランク３にはシー・インヴィジビリティという魔法がある。

			　透明化した状態を見破る魔法だ。この魔法をかけておけば、いまのアリスやたまきを見ることもできるのだが……。

			　今回は、まず透明化という状態に慣れてもらうため、あえてこれを使っていない。ぼくも、皆の姿が消えていることをきっちり確認しておきたいため、自分に使わない。

			　今後、慣れてきたら、シー・インヴィジビリティをかけて行動するのもありかなと思う。

			　さて、ぼくはカラスを廊下に派(は)遣(けん)し、様子を調べさせる。カラスが片羽をあげた。作戦成功の合図だ。

			　廊下に出てみれば、廊下を見張っていた３体のオークが、折り重なって倒れていた。

			　アリスとたまきの姿はすでにない。

			　おそらく、近くの教室に飛び込んだのだろう。

			　賢明だ。ここからは時間との勝負。教室のオークたちが廊下を覗(のぞ)けば、すぐ侵入者の存在が露(ろ)呈(てい)する……。

			　と。ぼくたちは白い部屋にワープする。アリスがレベルアップしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミアベンダーが中央に置かれた白い部屋。特にさきほどから変わった様子はない。

			　なおアリスとたまきは、隣の教室でオーク３体を倒したらしい。さらに３体のオークが、その教室にはいるという。戦闘中にレベルアップしたのか。

			「それとね。生きている女子がいるわ」

			　たまきがいう。表情が優れないということは、ひどい状態なのだろう。かろうじて生きている、程度なのかもしれない。

			　彼女たちが生きていただけでも幸せだと思うか、それとも生きていたことを後悔しているか。それはわからない。

			　ぼくたちは、彼女たちの命を助けて、希望するなら兵士として活用するだけだ。

			　我ながらひどいことを考えているなと思う。

			　でもまあ、今後を考えると、これが最適の戦略なんだ。少なくとも、ぼくと志(し)木(き)さんは、このひどい戦略の責任をわかち合う。その決意をかためている。

			「何人だ」

			「少なくともふたり……。たぶん、３人」

			　多いな。いや、生き残りがいるのは嬉(うれ)しいことだけど。

			「もとの場所に戻ったら、アリス、彼女たちにヒールとキュア・マインドだけかけて、すぐ次の教室に走ってくれ」

			「わかりました。サイレント・フィールドが切れる前に、ですね」

			「うん。あとのことは、ぼくたちがやる」

			「はい。あ、あの、でも」

			　アリスはぼくを半目になって睨(にら)む。

			「あまり、女の子の裸、じろじろ見ちゃダメですから」

			「善処いたします所存」

			　ぼくは慇(いん)懃(ぎん)に頭を下げた。見えてしまうものは、しょうがないじゃないか。

			　いやまあ、アリスの嫉(しつ)妬(と)する姿はかわいいから、怒られるのはいいんだけど。

			　我ながら不謹慎だなあ。

			　うん、こんな状況が続いて、感覚がマヒしているんだろう。とはいえ、気落ちして塞ぎこんでしまうよりは、不謹慎に笑っているほうがいいと思う。

			　被害者の子たちは替えがきく。ぼくたちは、替えがきかない。この世界において、ひとは平等じゃない。とはいえアリスは、まだ少し不機嫌さんであった。

			「カズさん、もうひとつ」

			　たまきが、ちょっと困ったような顔でいう。

			「教室のカーテンがね、焼け焦(こ)げてた」

			「どういうことだ」

			「うーん、よくわからないけど、とにかく燃え尽きた感じ。あと、たぶん先生だと思うんだけど……黒こげの死体がひとつあったよ」

			　黒こげ？　オークたちが戯(たわむ)れに燃やしたということか？

			　ぼくは校庭の悪趣味なキャンプ・ファイアを思い出した。うーん、わからない。とりあえず、現場を見てみるか。

			　幸いにして、廊下のオークたちはアリスたちが片づけたし。オークにすぐ発見される恐れはなくなった。

			　今回レベルアップしたのはアリスだが、彼女のスキルポイントは温存しておく。早急に槍(そう)術(じゆつ)のランクを５にしたい。

			　

			　アリス：レベル10　槍(そう)術(じゆつ)４／治(ち)療(りよう)魔法３　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻る。

			　ぼくは廊下に転がる赤い宝石をさくさく拾う。ミアも手伝ってくれた。すべての宝石を拾い終わったところで、アリスとたまきが隣の教室から出てくる。なかのオークをすべて片づけ、助けた少女たちへの回復を終えたのだろう。

			　まだサイレント・フィールドは効いているから、互いにうなずき合うだけだ。ぼくとミアは、アリスたちと入れ替わりに隣の教室へ入る。

			　たしかに、教室のカーテンが焼け焦(こ)げていた。少し焦(こ)げた臭いが、まだ漂っている。それ以上の悪臭で、あまりわからないけど。

			　教室の隅に、焼け焦(こ)げた男の死体が倒れている。

			　そのそばに、頭をかち割られた男子生徒の死体が４つほど。

			　反対側の隅で、ぐったりした３人の裸の少女たちを発見する。アリスが魔法で回復させたからか、外傷はないようだ。オークの体液でどろどろだけど。

			　キュア・マインドもかかっているはずだけど、ぼくの姿を見ても、身体を隠すことすらしない。

			　そんな彼女たちに、いまのぼくたちは、なにもしてやれない。志(し)木(き)さんたちが戻ってくるまでは、我慢してもらおう。

			　しかしまあ、みんな五体満足でよかった。これで手足がねじ切られていたら、戦力にすることも難しかった。

			　いちおう、治(ち)療(りよう)魔法ランク４のキュア・ディフィジットを使えば、欠損した部位の修復が可能である。

			　だがアリスの治(ち)療(りよう)魔法は、まだランク３だ。この魔法はとうぶん使えない。

			　とりあえず召(しよう)喚(かん)した灰色狼(グレイウルフ)２体をこの教室に呼び寄せ、待機させる。ぼくたちの護衛だ。ところが、狼の姿を見た少女たちに怯(おび)えが走った。

			　あー、そりゃ、怖いよな。かといって悲鳴をあげられても困る。まだサイレント・フィールドが有効だったので、ぼくは身ぶり手ぶりで狼たちの安全性を強調する。

			　いまひとつ理解してもらえなかった。

			　なんか、馬鹿みたいだな、ぼく。

			　隣を見ると、ミアが笑い転げている。こんちくしょう。

			　仕方がない。ぼくはサイレント・フィールドがきれるのを待って、ちゃんと言葉で、灰色狼(グレイウルフ)たちは味方だと説明する。まったく、こんなつぶらな瞳のワンちゃんたちを見て、なにを怯(おび)えているんだか。

			　いや、怯(おび)えるよな。うん、ごめんなさい。

			　っと思ったら、裸の少女たちは首を振る。

			「あの豚たちが連れてるヘンな犬かと……」

			「ちょっと待って、それ」

			　彼女たちに詰め寄ろうとして、ミアに袖をつかまれた。

			「カズっち、非紳士的行為。後ろ向いてるべき」

			「いや、あのな」

			　おまえさっきまで、パントマイムしているぼくを見て笑い転げていたくせに。

			「アリスちん、睨(にら)んでるよ？」

			　慌(あわ)てて振り向くと、アリスが悲しそうな顔で戸口に立っていた。いたたまれない気持ちになる。

			「カズさん。教室は全部、見てまわったわ。エリート２体、雑(ざ)魚(こ)９体、倒した。生き残りはこの子ひとり」

			　たまきは半裸の少女に肩を貸していた。なるほど、彼女が２階で最後の生き残りか。

			「あと、カズさんの態度でアリスの機嫌が悪くなった」

			　それは知ってる。

			　ああもう、それよりいまは、彼女たちのいう「ヘンな犬」のことのほうが重要なのに。おそらくそれは、あのときリモート・ビューイングで見た「ヤツ」だ。

			　ジェネラル・オークのそばにいた、灰色狼(グレイウルフ)より大柄な動物である。

			「そのでかい犬って、どんなやつだった」

			　後ろを向いたまま、裸の少女たちに訊ねる。

			　姿は見えないけど、彼女たちが苦笑いする様子が、なんとなくわかった。うんまあ、笑えるくらい元気があるならいいことだと思う。

			「黒い犬で、口から炎を吐き出すんです。それで、あの、先生が燃えて……」

			　口から炎？　ゲーム的にいうと、ブレス攻撃？

			　いやまあ、オークなんて化け物が出てくるくらいだ。ＲＰＧのモンスターじみたことをしてくる敵がいても、おかしくはない。いつかは、そういうやつも出てくるんだろうな、と漠然と思っていた。

			　そういう敵の出現を想定していた理由が、もうひとつある。

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク４に、レジスト・エレメンツという魔法があるのだ。この魔法は、地水火風のいずれかを指定して対象にかけることで、該当する属性の攻撃に対するおおきな防護を与えるとか。

			　属性の攻撃ってなんだよ。どんだけＲＰＧなんだよコンチクショウ。つーかそれってつまり、そういう攻撃があるってことだよな。と、その説明を見たとき、ひとしきりＰＣに向かって毒づいたものである。

			　ちなみにそれは昨日のことで、だからそのときは、アリスが狂乱するぼくのそばで困ったように笑っていた。

			「ヘルハウンド……それともケルベロス？」

			　ミアが呟く。ああ、そういやＲＰＧにそんなモンスターがいたなあ。黒い犬だから、ヘルハウンド、でいいのかな。

			　うん、ケルベロス、ってなんかやけに強そうだし、ヘルハウンドあたりにしておきたい。名前を弱そうにしたところで、敵の強さなんて変わらないわけだけど。

			「とりあえず、じゃあそいつ、ヘルハウンドってことで」

			「ん。けっこうヤバそう。カズっち、どうする？」

			　ぼくはしばし考える。あまりもたもたしていると、マズいかもしれない。

			　正直、ジェネラルとヘルハウンドを同時に相手にするのは、たいへんよろしくない気がする。

			　かといって、両者は同じ場所にいるようだ。分断する作戦もない。となると……。

			「撤退、かな」

			　ぼくは呟き、ミアを見る。ミアが「ん」とうなずく。異存はない、ということか。

			　あとはアリスとたまきだけど……。

			　無線機が志(し)木(き)さんの声を拾った。どうやら彼女たちが校舎の近くまで戻ってきたようだ。

			「ナイスタイミングだ」

			　ぼくは呟く。
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			　無線機で志(し)木(き)さんと交信し、１階で隠れている少女、すみれの件を伝えておく。

			　２階の生き残りについても話をする。彼女たちが見たという黒い犬についても、報告する。

			「２階の掃除は終わったのね」

			「ひととおり、終わったよ。あとは３階だけ、なんだけど」

			「ここまでね。撤退の判断は正しいと思うわ」

			　志(し)木(き)さんの判断は迅(じん)速(そく)だった。

			　退くべきときに、退く。

			　まだぼくたちには、多少の余裕がある。だからこそ撤退するべきなのである。

			　帰ればまた来られる。

			　なんか軍人の言葉だったように思う。本物の戦場に身を置いたいま、その言葉の持つ意味が、ぼくの双(そう)肩(けん)に重くのしかかってくる。

			　天井を見上げる。

			　３階には、まだ生き残っている少女がいるかもしれない。ぼくたちの助けを待って、ギリギリのところでオークたちの暴力に耐えているかもしれない。

			　ここでぼくたちが撤退してしまえば、彼女たちは、明日の朝日を拝めないだろう。

			　それは先刻、志(し)木(き)さんがいったことだ。

			　ぼくたちは、そのタイムリミットが迫っているからこそ、危険な本校舎の強襲作戦を実行に移した。

			　だがそれも、ここまでだ。これ以上のリスクは冒せない。ぼくたちは、３階にいるかもしれない少女たちを切り捨てる。

			「ん。わたしのＭＰ的にも、妥当」

			「ミアちゃん、でも、あのさ」

			　たまきが抗議するように、ミアを見る。だがミアは、ゆっくりと首を振る。

			「わたしたちは、失敗できない。一度たりとも、ミスできないよ？」

			　その言葉に、たまきは口をつぐむ。これ以上なく正論だった。たまきは不満そうにうつむく。

			「仕方がないんですね、カズさん」

			　アリスも少し、ぼくの決定に不満そうだ。だが彼女は、ぼくを信じ、いいたいことを飲み込んでくれた。

			「ああ、ここまでだ。これまでは上手くいった。でも、３階でも上手くいくとは限らない。ましてや上の階には、未知の敵がいる。この先はリスクがおおきすぎる」

			「で、でも、カズさんっ」

			　たまきが顔をあげ、なおも食い下がってくる。ぼくはたまきを見る。

			「あ、あのさ、カズさん。上にはまだ生きてる子がいるかもしれないんだよ」

			「わかってる。それでもだ」

			　たまきは、泣きそうな顔でぼくを見る。アリスが、たまきの肩に手を置いた。

			「カズさんを信じよう。ね？」

			　たまきは、なにかに耐えるようにきゅっと口を引き結び、歯を食いしばる。ぶんぶんと首を振る。ツインテールが上下に激しく揺れる。

			「ごめん、わたし、わがままいった。最低だわ」

			「気にするな」

			　ぼくは、たまきの頭の上に手を置き、やさしく撫(な)でた。

			　彼女の感情は理解できる。だけどそのうえで、全員が生き延びる道を選ぶのがぼくの役目なのである。

			　さて、撤退となると段取りが必要だ。助けた少女たちに「歩けるか」と訊ねる。少女たちは、よろめきながら立ち上がろうとする。

			　だが途中でふらついて、アリスとたまきに支えられる。ひとりで歩くのは……ちょっと無理そうだな。ま、仕方がない。

			「わかった。志(し)木(き)さんたちを呼ぶ」

			　無線機で、サポートパーティに２階へあがるよう促(うなが)す。その間、アリスとたまきには、廊下を見張らせる。志(し)木(き)さんたち４人にすみれを加えた一行が、おそるおそる階段を登ってくる。

			「カズくん、すみれちゃんと彼女たち４人で、全員ね」

			「ああ」

			　ぐずぐずしてはいられない。この教室にいた３人とたまきが連れてきたひとりを、志(し)木(き)さんたちに預ける。

			「さて、じゃあ順番に階段を下りて……」

			　と、全員が廊下に出たときだった。

			　ぼくたちは、３階の階段を下りてきたオーク３体と、ばったり遭(そう)遇(ぐう)した。

			　見張りの交代かもしれない。ここにいる少女たちを嬲(なぶ)りにきただけなのかもしれない。

			　オークたちもびっくりして硬直しているが……。

			　とにかく、最悪のタイミングだった。

			　ぼくは即座に叫ぶ。

			「アリス、たまき！」

			「はいっ」

			「わかったわ！」

			　アリスとたまきは、素早くオークたちに肉(にく)薄(はく)する。オークたちはまだ慌(あわ)てつつも、大声で上階に警告の叫びをあげ、同時に迎(げい)撃(げき)の構えを取る。

			　だが、遅い。

			　たまきが、あっという間に距(きよ)離(り)を詰める。

			　大(おお)斧(おの)がオークの１体を真っ二つにする。

			　ここでたまきとミアがレベルアップした。ぼくたちは白い部屋に飛ぶ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、ぼくたちは顔を見合わせる。まずいことになった、と一様に難しい顔をしている。

			「いまの、３階に気づかれた……わよね」

			「気づかれただろうな」

			　３階にどれだけのオークがいるかは、わからない。だがやつらは、群れをなして襲ってくるだろう。

			　志(し)木(き)さんたちが撤退するまで、わずかながら時間を稼ぐ必要がある。

			「階段でアリスとたまきが壁をつくって、その隙に、ってあたりか」

			「それしかないと思います。でも、反対側の階段も使われたら……」

			　アリスの懸(け)念(ねん)はよくわかる。この本校舎、階段は両端にあるのだ。どちらも１階から３階まで、さらに屋上まで続く。

			　オークが両方の階段から降りてきたら、片方は１階まで下りてしまうだろう。志(し)木(き)さんたちが危険に晒(さら)される。

			　どうすればいいだろうか。ぼくは腕組みして考える。ふと、ミアを見る。

			「そうだ。パス・ウォールはどうだ」

			「ん。天井に穴をあける？　床？」

			「いや、壁でいいだろ。南側の教室の外壁に穴をあけると、校庭から丸見えになってしまう。でも北側の教室の外壁に穴をあけるなら、校舎裏に出られる。飛び降りて、そのまま森に逃げ込んでもらおう」

			「おお」

			　ミアは感心したように、手をぽんと叩く。よし、作戦は決定した。

			　

			　たまき：レベル９　剣術５／肉体１　スキルポイント２

			　　ミア：レベル９　地魔法４／風魔法３　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻ってすぐ、ぼくは少女たちに肩を貸す志(し)木(き)さんを呼び止める。

			「北側の教室へ！　外壁に穴をあけるから、飛び下りて！」

			　志(し)木(き)さんは、それだけですべてを理解したようだった。ほかの少女たちを呼び戻す。

			　ミアがその間に、北側の教室に飛び込む。

			　奥の外壁に手を張りつけ、パス・ウォールを使う。壁面がぐんにゃりと歪(ゆが)む。

			　窓があるとどうなるかわからないから、窓がない部分で魔法を使ってもらった。

			　結果、ひとがふたり、並んでくぐれるくらいのおおきな穴があいた。

			　穴の向こう側には、校舎裏が見えた。すぐそばまで森が迫っている。

			　ぼくたちは皆、同じ教室に飛び込む。

			　ぼくは穴のもとまで駆けていき、周囲の机と椅子を蹴飛ばして志(し)木(き)さんたちに道をつくる。

			　こうなったらもう、上の階に気がねする必要はない。遠慮なく物音をたてる。

			「さあ、はやく！」

			「わかったわ」

			　志(し)木(き)さんは率先して、肩を貸した少女とともに、壁面の穴から飛び降りる。

			　着地に失敗して、転んだ。

			　だけどすぐ起き上がり、こちらを見上げる。

			　よし、だいじょうぶみたいだ。

			「あ、あの、こんな高いところ……」

			「すみれちん、がんばっ」

			　ためらうすみれのお尻を、ミアがぺしんと叩く。

			「急いで。食い止められるうちに」

			　叱(しつ)咤(た)されたすみれをはじめとした少女たちが、焦(あせ)った様子でうなずき、次々と飛び降りていく。ちなみに、もちろんミアのほうが年下である。まあ、いまさら年齢なんてなんの関係もないけれど。

			　一方、教室の入り口では、アリスとたまきが奮(ふん)闘(とう)していた。最初のオークたちを全滅させ、さらに増援として現れたオーク４体も倒す。

			　そして、第３陣として出現したエリート・オーク２体を相手どる。

			　さすがにエリート・オークを２体同時では、ふたりとも苦戦は免れない。

			　エリート・オークたちは大(おお)斧(おの)を振るい、凶暴に暴れている。ぼくは慌(あわ)てて彼女たちのもとに駆け寄り、まず距(きよ)離(り)を取って戦っているアリスの肩に触れる。

			「ヘイスト」

			　アリスの身体が赤い光に包まれ、その動きは俄(が)然(ぜん)、機(き)敏(びん)になる。エリート・オークが驚くその隙に、たまきが下がる。

			「カズさん、お願いするわ」

			「おう。ヘイスト」

			　たまきの身体も赤い光に包まれる。

			　たまきが飛び出す。大(おお)斧(おの)を振るって、自分が相手をするエリート・オークとの間合いを詰め……。

			　気合いとともに一(いつ)閃(せん)。しかし一撃は、天井の蛍光灯を破(は)砕(さい)しただけだった。いや、彼女は狙って蛍光灯を壊したのだ。

			　ガラスの破片が床に落ちる。エリート・オークは、一瞬、戸惑って動きを止める。

			　その隙に、今度こそたまきは相手の懐(ふところ)に飛び込み……。

			　大(おお)斧(おの)を捨てる。懐(ふところ)から取り出した果物ナイフを抜く。

			　あれはたしか、予備の武器が欲しいといわれた彼女に渡したものだ。いちおう、ハード・ウェポンで強化してある。

			　たまきは果物ナイフを逆手で握り、頭上に振り抜く。エリート・オークの喉を切り裂いた。ハード・ウェポンがかかった果物ナイフは、青銅色の肌の分厚い外皮をあっさりと両断する。首の半分くらいまでを、一撃で断ち切った。

			　エリート・オークは、意表をついたたまきの一撃によって、青い血を噴水のように吹きだし、床に倒れる。

			「よおしっ、やったわ！」

			　たまきは果物ナイフを仕舞うと、落ちた大(おお)斧(おの)をすぐ拾い、アリスの援助に入る。ふたりがかりで攻め立て、もう１体のエリート・オークもほどなく仕留める。

			　ぼくがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋では、もう特に打ちあわせることがない。

			「付(ふ)与(よ)魔法のレベルを上げるよ」

			　この戦いは、もう終わりだ。ならば次の戦いのために、付(ふ)与(よ)魔法を強くしておいたほうがいい。異論は出なかった。

			　あとは、撤退するだけ。今回の危機も、なんとか切り抜けることができた。

			　ぼくはエンターキーを叩く。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル11　付(ふ)与(よ)魔法４→５／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント６→１

			　

			　もとの場所に戻って、すぐ。

			　３階から降りてくるオークたちの足音がするものの……。

			「よし、穴から逃げるぞ！」

			　ぼくはそう叫び、率先して穴から飛び下りる。かたい地面に手をついて着地、衝撃を分散する。ぼくの身体はレベルアップのおかげでだいぶ頑丈になっているのか、たいして足も痺(しび)れなかった。

			　すぐ場所を譲る。ミアが続いて飛び下りる。すぐにアリスとたまきも落下してくる。最後に狼たちが着地する。

			　そして。ぼくは不意に、全身に怖気を感じた。

			　頭上を振り仰ぐ。

			　３階の窓を割って、なにかが落ちてきた。ぼくのすぐ近くだ。

			　黒い四足歩行のなにか。灰色狼(グレイウルフ)より巨大ななにか。黒い巨大な犬。

			　それが、ぼくの至近距(きよ)離(り)に落下した。

			　地響(ひび)きがして、地面が激しく揺れる。ぼくは思わず、尻(しり)餅(もち)をつきかけ、なんとかこらえる。

			　顔をあげると、すぐ目の前に、全長３メートルを超える巨(きよ)躯(く)を持つ獣(けもの)がいた。爛(らん)々(らん)と輝(かがや)く赤い目で、ぼくを睨(にら)んでいた。

			　ぼくは恐怖で立ちすくんだ。

		

	
		
			第47話　中等部本校舎制圧作戦７

　

			　校舎のすぐそば、アスファルトの上。

			　ぼくの目の前に、黒い犬がいる。犬といっても、その身体は灰色狼(グレイウルフ)とは比べ物にならないほどおおきい。全長３メートルの巨体。

			　っていうか、こんなにでかかったのかよ、こいつ……。ぼくがカラスの偵(てい)察(さつ)で見たときは、身体を丸めていたから、気づかなかった。

			　いまは直立して、全身をピンと伸ばしている。

			　そのルビーの双(そう)眸(ぼう)が、ぼくを睨(にら)みすえる。まずい。完全にロックオンされている。ぼくが狙われている。

			　こいつが、名づけた通りに神話のヘルハウンドだとすると。ついでに、これまでの情報から考え合わせると……。

			　ヘルハウンドが、口をおおきくあける。赤黒い舌の奥で、炎がちろちろ燃えていて……。すう、と息を吸う。

			　喉のすぐ下にある袋のようなものが、風船のように膨(ふく)らむ。

			　普通の犬にはない、奇妙な器官だ。

			　ゆえに理解する。あれこそが……。

			「カズさん！」

			　アリスが駆け寄ってこようとする。だけど彼女はまだ、落下したばかりでバランスを崩している。たまきも同じだ。ぼくの使い魔の灰色狼(グレイウルフ)たちもだ。

			　だからいま、ぼくを守れるひとはいない。

			　それでいい。

			　いまこの攻撃だけは、ぼくに来て欲しい。

			「レジスト・エレメンツ：火」

			　ぼくは自分に魔法をかける。

			　その直後。ヘルハウンドの口から放たれた紅(ぐ)蓮(れん)の炎が、ぼくの全身を焼く。

			　熱い。ぼくは悲鳴をあげて、のたうちまわる。防御魔法をかけて、この灼(しやく)熱(ねつ)なのか。

			　皮(ひ)膚(ふ)が燃える。髪が焼ける音がする。ぼくは目を手でかばう。
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			　喉が苦しい。肺のなかが焼けつくようだ。ぼくは１歩、２歩とあとずさり……。

			「エア・ブラスト」

			　ミアの声。新鮮な空気が、ぼくの肌を叩く。顔をあげ、おおきく息を吸う。

			　横を見る。ヘルハウンドの口から吐き出された炎が、強い風によってへし曲げられ、近くの木々を焼き焦がしていた。

			　ヘルハウンドが、憎々しげにミアを睨(にら)む。ぼくから視線をそらし、身を低くして、ミアに飛びかかろうとする。

			　だが、その前に。

			「このおっ！」

			　たまきが俊(しゆん)敏(びん)に飛び出す。大(おお)斧(おの)を振りかぶり、ヘルハウンドに肉(にく)薄(はく)する。

			　彼女の全身は、まだヘイストの赤い霧に包まれていた。たまきはヘルハウンドが対応するよりはやく距(きよ)離(り)を詰める。対して巨大な黒犬は、側面から襲いくる脅(きよう)威(い)に対応し、１歩、下がろうとする。

			　だが、遅い。たまきが大(おお)斧(おの)を振りおろす。ヘルハウンドの前脚、薄皮１枚を裂く。青い血が飛び散る。その血が、炎となって燃え上がる。一部はたまきの体操着にまとわりつく。

			「なっ、なんなのよ、これっ」

			　たまきは慌(あわ)てて斧を落とし、両手で体操着の火を消そうとする。ヘルハウンドは、その隙に一度、距(きよ)離(り)を取り……。

			　おおきく息を吸い込もうとする。

			「させませんっ」

			　今度はアリスが、ヘルハウンドに突進する。よし、いまだ。ぼくはたまきに駆け寄り、彼女の肩に手を置く。

			「レジスト・エレメンツ：火。これで少しは対応できるはずだ」

			　魔法をかけたとたん、体操服の炎が鎮火した。効果てきめんだ。

			「あ、ありがとう、カズさん」

			　たまきのむき出しの首筋が、わずかに焼けただれていた。回復魔法で治(ち)癒(ゆ)できる程度の傷であるが、ひどく痛々しい。ちくしょう、ぼくの仲間に、なんてことしやがる。

			　たまきはアスファルトに落とした大(おお)斧(おの)を拾う。ぼくをちらりとみて、うなずく。それからヘルハウンドと戦うアリスを見る。

			　アリスは槍(やり)のリーチを利用して、鮮(せん)血(けつ)の炎がかからない距(きよ)離(り)での刺(し)突(とつ)を繰り返していた。ヘルハウンドとしても、リーチのある槍(やり)との戦いはいささか不得手のようで、決定打を出しきれていない。

			　とはいえ、ヘルハウンドの動きは素早い。少しでもアリスが気を抜けば、懐(ふところ)に入り込まれるだろう。アリスもそれがわかっているから、ヘイストを最大限に利用して、一定の間合いを保ち続ける。

			　炎のブレスがきても、あの距(きよ)離(り)なら、かろうじて横に逃げられるかもしれない。そういう微妙な間合いだ。戦巧者のアリスだからこそできる間合いなのだろう。

			　って、ほんとアリスって、戦うのが上手いよなあ。いまさらながら、ぼくは感嘆する。

			　聞けばこれまで、彼女はおよそ争うということを嫌う少女であったという。彼女の戦いのセンスは、これまでまったく眠ったままだった。昨日、唐突に、それは開花した。

			　いま、アリスはギリギリのところでヘルハウンドを抑え込んでいる。とはいえそれも、長くは続かないだろう。

			「たまき！」

			「うん！　アリス、交代！」

			　大(おお)斧(おの)を振りかぶったたまきが、ヘルハウンドに突進していく。アリスは入れ替わるように戦いから離脱し、少し離れたぼくのもとまで戻ってくる。

			　たまきの斬(ざん)撃(げき)を、ヘルハウンドは後ろ飛びで回避する。

			「か、カズさん、やけどが！」

			「ああ、気にしなくていい。それよりも……レジスト・エレメンツ：火」

			　アリスにも耐火のバフをかけておく。ちなみにミアは、ぼくよりさらに後ろに下がって、森に逃げる志(し)木(き)さんたちを見ている。

			　って、荷物を抱えた志(し)木(き)さんたちは、だいじょうぶだろうか。さっき、森に火が放たれていたけど……。

			　ぼくは周囲を見渡す。幸いにして、ヘルハウンドの炎のブレスは、志(し)木(き)さんたちからだいぶ離れたところに着火したようだ。それでも、生木を一瞬で燃やしてしまうのだから、たいした炎である。

			　たぶん、校庭の人間キャンプ・ファイアも、こいつがつくったんだろう。いまならわかることだ。あのときキャンプ・ファイアの光景に恐れおののいておらず、きちんと考察しておけば……。

			　いや、いまさらいっても仕方のないことか。それより、いまは目の前の戦いに勝つことだ。もたもたしていると、オークたちがもっと押し寄せてくるだろう。

			　その前に……。

			　うん、待てよ？　ぼくはふと、気づく。こいつはたしか、ジェネラル・オークの近くにいたはず。

			　だったら、やつは。ボス感たっぷりだった、あのジェネラル・オークは。

			「あ、まず」

			　ミアが頭上を見上げる。ミアの言葉に、ぼくは上を見ず、森側へ駆け出す。アスファルトから、むき出しの地面に飛び出す。突き出た石に足をひっかけ、みっともなく転倒する。そのままごろごろと転がる。とにかく距(きよ)離(り)を取ろうとする。

			　はたして。轟(ごう)音(おん)とともに、さっきまでぼくが立っていたアスファルトが真っ二つに割れる。小石が飛び散り、その一部がぼくの頬(ほほ)を叩く。

			　見上げれば、特別大柄な黒い肌のオークが、片膝をついてそこにいた。右手には、銀の剣を手にしていた。ひときわ巨漢のオークが、ゆっくりと身を起こす。

			　ジェネラル・オーク。

			　正真正銘、ここのオークたちのボスが、ゆっくりと周囲を睥(へい)睨(げい)する。おおきく息を吸い込み……。

			　やばい、来る。ぼくは咄(とつ)嗟(さ)に、さきほど新しく覚えた付(ふ)与(よ)魔法を行使する。

			「ディフレクション・スペル」

			　付(ふ)与(よ)魔法ランク５のディフレクション・スペルは、近くのパーティ・メンバーひとりにかける魔法だ。対象が次に使う魔法の効果範囲を拡大し、それがパーティ単体を対象にする魔法であれば、パーティ全体を対象とするようになる。

			　そしてこの場合、必要な魔法は……。

			「ミア！」

			　頼む、気づいてくれ！

			　はたして。ちゃっかりとぼくより距(きよ)離(り)を取っていたミアは、冷静な声でその魔法の名を告げる。

			「サイレント・フィールド」

			　ジェネラル・オークが、咆(ほう)哮(こう)するべく口をおおきくひらく。それにかぶさるように、沈黙の結界が広がる。

			　よしっ！　ミア、よく気づいた！　いや、きみは前からやる女だと思っていたさ。オタクなら、こういうとき、モンスターがどういう行動を取るかわかると信じていたさ。

			　沈黙の魔法によって、ジェネラル・オークの咆(ほう)哮(こう)は封じられ……。

			　た、はずだった、のだが。

			　空気が、ビリビリと震動する。

			　ぼくは焦(あせ)る。ありえない。そんなはず、ない。だって、いまぼくたち全員のまわりには、沈黙の魔法がかかっていて……。

			　だがジェネラル・オークの咆(ほう)哮(こう)は、そんなもの関係ないとばかりに、魔法そのものを吹き飛ばす。耳を弄する叫び声が、周囲に響(ひび)き渡る。

			　それは魂(たましい)そのものを吹き飛ばすような、強烈な大咆(ほう)哮(こう)で……。

			　近くにいたぼくとアリスの身体が、吹き飛ばされる。ぼくたちふたりは、むき出しの土の上をごろごろ転がる。

			　なんだ、これ。どうなってるんだ、こいつは。

			　魔法がきかない？　いや、魔法が破られた？

			　でたらめすぎる。規格外すぎる。

			　ぼくは顔をあげる。

			　ジェネラル・オークは、ぼくを見て、ぞっとするほど凶悪な笑みを浮かべた。

		

	
		
			第48話　中等部本校舎決戦１

　

			　ぼくは転んだ状態から上半身を持ち上げ、ジェネラル・オークを仰ぎ見る。

			　黒い肌の大柄なオークは、銀色に光る剣を無造作に下げ、仁王立ちする。ぼくを見下ろし、勝ち誇(ほこ)ったように笑う。

			　ヤバい。こいつは、マジでヤバい。

			　昨日の夕方、エリート・オークと戦ったとき、ぼくは即座に撤退を決断するほど恐怖した。だけどいまは、あのときよりはるかに絶望的なちからの隔たりを感じている。

			　昨日は、ぼくもアリスもぼろぼろだった。反面、ぼくのレベルアップによって対策を講じることができた。すべてがピタリとはまって、かろうじて勝利を得ることができた。

			　今回は、ぼくがレベルアップしたばかりだ。ヘルハウンドを倒しても、次のレベルははるか彼方だろう。

			　いや、ヘルハウンドの経験値にもよるけど。

			　ひょっとしたらアリスはレベルアップするかな。となると、アリスは槍(そう)術(じゆつ)を５にできるか。それでどうにかなるとは思えないくらい、目の前のジェネラルはヤバいんだけど。

			　サイレント・フィールドすら破る咆(ほう)哮(こう)とか、冗談じゃない。魔法の効果は絶対じゃないってことか。

			　っていうか、魔法そのものを吹き飛ばした？

			　となると、ミアのほかの魔法、たとえばヒート・メタルなんかも効かないってことか？

			　そもそもあの剣、銀色に光っているけど、魔法的になにかあるのだろうか。ファンタジーによくある魔剣ってヤツなのだろうか。切れ味とか、すごいんだろうか。あるいは追加効果とか？

			　魔剣。ぱっと思いつくのは、どこぞの小説の、相手の魂(たましい)を喰らって世界を滅ぼすアレとか……。いやまあ、そんなクラスじゃないにしても、なんらかの追加効果は……ある？

			　そんなものを握る相手と、アリスやたまきは打ち合わなきゃいけないのか。

			　ぼくの大切な恋人、アリス。恋人ってわけじゃないけど、大切な仲間のたまき。彼女たちに、突っ込めと命令しなきゃいけないのか。

			　いまさらながらに、ぼくは、本校舎を攻めたことを後悔していた。一手間違えばこうなると、わかっていたはずなのに。

			　いや、志(し)木(き)さんが悪いわけじゃない。志(し)木(き)さんは、現状での最善の方法を提示して、ぼくはその賭けが必要だと認めて、でも……。

			　思考がどうどう巡りする。ものすごいスピードで無(む)駄(だ)なことばかり考えている。

			　ダメだ、集中しろ。いまぼくがやらなきゃいけないことは、なんだ。いまはとにかく、目の前のことを……。

			「スモッグ」

			　ミアが魔法を使う。風魔法ランク１、スモッグは、煙(けむり)を巻き起こして視界を遮(さえぎ)る魔法だ。魔法の煙(けむり)がものすごい勢いで周囲に拡散し、皆の視界をふさぐ。

			　そうだ、いまここで、ヘルハウンドとジェネラル・オークを２体同時に相手どるわけにはいかない。やるべきことは、ただひとつ。

			　撤退だ！

			「志(し)木(き)さん、逃げる。あれを！」

			　森に逃げた志(し)木(き)さんに、その声は聞こえただろうか。とにかくぼくは立ち上がり、転がるように森へと走り出す。アリスとミアもぼくに続く。

			　ヘルハウンドと相対していたたまきは、じりじりと森のほうへ移動し……。

			「いくわよ、たまきちゃん、距(きよ)離(り)をとって！」

			「あいさーっ」

			　森のなかから姿を現した志(し)木(き)さんの合図。たまきが、パッとヘルハウンドから飛び退く。黒い巨犬はたまきを追おうとして身をかがめ……。

			　志(し)木(き)さんが、缶詰を開けて、その中身ごと投(とう)擲(てき)する。缶詰の中身がヘルハウンドの顔にかかる。

			　ヘルハウンドが悶え苦しみ、怒りの咆(ほう)哮(こう)をあげる。首をおおきく左右に振る。

			　風に乗って、ぼくたちのほうにも臭いが漂ってくる。卵が腐ったような酸っぱい臭い、とでも評すればいいのだろうか。なんかもう、とにかく壮(そう)絶(ぜつ)な臭いだ。

			「シュールストレミングって、ほんとに臭いのね……」

			　ひとごとのように、志(し)木(き)さんが呟く。呆気にとられるぼくたちに合図し、走り出す。

			「さ、こっちよ。ほかの子たちは直接、育(いく)芸(げい)館(かん)に戻るようにいったわ」

			「きみが担いでた子は」

			「すみれちゃん、だっけ。あのふとっちょの子に」

			　ああ、いっちゃった。デブっていっちゃった。ぼくがせっかく、脳内で控え目な表現をしていたのに。

			　いやまあ、どーでもいいんだけど。彼女もいい運動になるだろう。

			「わたしたちは、あいつらを落とし穴におびき出すのよ」

			「わ、わかった」

			　それにしても、どうしてあんな缶詰があったのだろう。あとで志(し)木(き)さんに聞いてみたいところだ。いや、なんかあまり聞きたくないけど。腐った缶詰とか、どうして用意してるんだって話なんだけどさ……。

			　とにかくぼくたち精(せい)鋭(えい)パーティ４人と使い魔たちに志(し)木(き)さんを加えた一行が、森のなかを走る。落とし穴に誘導するため、敵から全力で距(きよ)離(り)を取る。

			　どうせヘルハウンドは、すぐ追いついてくるだろう。へたに速度を落としても、意味はない。はたして……。

			　遠吠えが響く。ぼくたちの背後の森が、燃え上がる。

			　あんにゃろう、無茶をする。魔法的な火は、たぶんだけど、消火しにくい。魔法には魔法でしか対処できないっぽいのだ。かわりに、一定時間で必ず鎮火する。

			　かといって、種火が燃え広がったら……。大規模な森林火災を起こす気か。自然破壊だぞ、こんちくしょう。

			　いや、犬っころに自然破壊とかいっても仕方がないか。ところが、その犬っころの行動が怪しい。どしん、どしんと樹にぶつかる音が連続して響く。

			　あー、これ、嗅(きゆう)覚(かく)に異常をきたしちゃってる？　結構チャンスだったりする？

			　といっても、ジェネラル・オークもいる。いまとって返しても、厳しいだろう。

			　やはりここは、落とし穴まで誘導するのが正しいか。

			　落とし穴さえあれば、なんとかしてくれる。落ちつけ、まだ慌(あわ)てる時間じゃない。

			「カズさん」

			　アリスがぼくの横を駆けながら、肩に手を触れる。

			「ヒール」

			　そういえばぼく、火傷(やけど)を負ってたんだっけか。そのあと、ジェネラル・オークの咆(ほう)哮(こう)で吹き飛ばされて、なんかアスファルトの破片が額に当たったような気もする。額に手を触れてみると、あ、なんか血が出てる。

			　なんかもうその程度の負傷、怪(け)我(が)ともいえない気がするけど……。レベルが10を超えて、ぼくの身体はいっそう頑丈になっているように思える。

			　いくら火耐性の付(ふ)与(よ)魔法があったとはいえ、あれほどの炎を浴びて、たいしたことがないといえるんだから……化け物だよな。

			　まあ、化け物でいい。ぼくの身体がどう変化していようと、それが生存につながるなら、どうでもいい。結果的にアリスたちの安全に繋がるなら、素晴らしいことだ。

			　アリスの手が触れたところから、じんわりと暖かくなっていく。痛みが消えていく。

			「ありがとう、アリス」

			「無事で、よかったです。カズさんが犬さんの火に包まれたとき、わたし、心臓が止まるかと思いました」

			「だいじょうぶ、ぼくの心臓も物理的に止まりそうだった。ある程度は魔法で防げて、本当によかったよ」

			　付(ふ)与(よ)魔法がなければ即死だったんじゃないだろうか。いや、レベル11になったいまのぼくだと、ゲーム的なヒットポイントじみたものが大量にあって、ひょっとしたら耐え抜くことができるのかもしれないけど……。

			　そんな人体実験、試す気にはならない。ほかのひとがブレスを喰らうのもごめんだ。アリスがあの炎を浴びて焼けただれた皮(ひ)膚(ふ)を晒(さら)すなんて、絶対に嫌(いや)だ。

			　結論として、あのヘルハウンドは、さっさと殺してしまいたい。できれば落とし穴に落としたあと、なにもできないうちにアリスが刺し殺すとかがベストだけど……。

			「ジェネラルのほうが前に出ているわね」

			　前を走る志(し)木(き)さんがいう。え、なんでわかるの？　言葉に出していないのに、志(し)木(き)さんはぼくのほうをちらりと振り向く。

			「うまく集中すると、声でわかるのよ。偵(てい)察(さつ)スキル、ランク２になるとだいぶ高性能ね。ちょっとコツがあるけど」

			　うわあ、すごいな、偵(てい)察(さつ)スキル。コツってのが不安だけど。妙な練習とか白い部屋でやっていたんじゃないだろうな……。

			「左耳と右耳で精度を変えられるのよ。方角と聞こえる音の調整はランク１でもできるから、そのあたりを丹念に訓練すれば」

			　あーやっぱり、ちょっと常人じゃ理解が追いつかないコトしてる。これだからＭＭＯ廃人は……。ま、まあいいや。そのちょっとしたコツが、いまはとても役に立っている。

			「ジェネラルを穴に落として、ヘルハウンドはみんなでボコるしかないか」

			「そうね。それでいきましょう」

			　ぼくは念のためにと、走りながら志(し)木(き)さんとミアにもレジスト・エレメンツ：火をかけておく。これ、うちのパーティにはディフレクション・スペルで拡大してかけたかったな。そんな余裕がなかったから、仕方ないんだけど。

			　これで全員が、あの火のブレスを喰らっても生きていられる……はずだ。いや、レベルの低い志(し)木(き)さんは厳しいか？

			「志(し)木(き)さんは、落とし穴への案内が終わったら、離れておいて」

			「そうするわ。無(む)駄(だ)に前に出るのは蛮(ばん)勇(ゆう)ね。ここでわたしが戦死しても、自己満足にすぎないわ。わたしの命は、もっと効率的に使わせてもらう」

			　素直に死にたくないっていって欲しいんだけど。いわないか。このひねくれ者め。

			「この先よ。ついてきて」

			　志(し)木(き)さんが一度立ち止まり、獣道を左に折れる。ぼくたちは全員、彼女に続く。おおきな樹の幹をまわって、落とし穴と思われる地面の反対側に。

			　ちょうどそのタイミングで、ジェネラル・オークが背の高い下生えを割って飛び出てくる。彼我の距(きよ)離(り)は十数歩。ぼく、ミア、志(し)木(き)さんが後ろに下がり、アリスとたまきは武器を構える。

			　ジェネラル・オークはにやりと笑い、銀色に光る剣を構えて突撃してくる。アリスとたまきが待ち受けているにもかかわらず、いっけん無造作に突っ込んでくる。

			　己の技量に絶対の自信があるのか。それとも、ただ馬鹿なのか。あるいはその両方なのか。ジェネラル・オークは、まっすぐ突進して。

			　さくっと落とし穴に落ちた。

			「うしっ」

			　ミアがぐっと拳(こぶし)を握る。

			「やったわ、あとはボコるだけよ、アリス！」

			「うん、たまきちゃん！」

			　アリスが、ひょいと穴の底を覗(のぞ)きこもうとし……。

			　ぼくは果てしなく嫌(いや)な予感に襲われる。

			「アリス、止まれ！」

			　反射的に、魔法を使っていた。

			「リフレクション」

			　アリスの手前に虹色のバリアが出る。バリアがなにかを反射する。落とし穴のなかで、鈍い音がする。

			　背筋が凍えるような咆(ほう)哮(こう)が森に響く。周囲の落ち葉が、竜巻のように舞い上がる。アリスとたまきが、思わずよろけて、数歩下がる。

			　黒い大柄なオークが、穴から飛び出してくる。跳(ちよう)躍(やく)したのだ、とぼくが気づいたときには、ジェネラル・オークは穴のそばの地面に着地している。

			　ジャンプひとつで穴から出てきやがった。ぼくは戦(せん)慄(りつ)する。無敵の落とし穴が破れた、その瞬間だった。

			　それに……あれは……いま反射したのは、まさか。なにも見えなかったけど、もしぼくの予感が正しかったとしたら。偵(てい)察(さつ)のあのとき、カラスを殺したのは……。

			　ぼくは、ジェネラル・オークがアリスに放った攻撃の正体について、ある予測を立てる。ということは。いまジェネラル・オークが腰のポーチから左手でなにかを取り出している、あの動作は……。

			　来る。

			　誰に来る？　いや、目標が誰だとしても、誰に来られるとまずい？

			　そんなの、簡単だ。このメンバーのなかで、一撃死する危険があるのは……。

			　ぼくは志(し)木(き)さんをかばうように彼女の前に立つ。

			「リフレクション」

			　半分、正解だった。ジェネラル・オークの左手から飛び出したなにかが、飛来する。

			　いや、もうはっきりいおう。小石だ。ジェネラル・オークはどういう手段を持ってしてか、小石を高速で打ち出している。

			　その小石が、志(し)木(き)さんをかばったぼくを襲う。そして、虹色のバリアによって跳ね返される。

			　だが、小石は一発ではなかった。ジェネラル・オークは小石を２発、連続して飛ばしていた。２発目の小石が、ミアを襲う。

			「え？」

			　びっくりするような、ミアの声。

			　ミアの身体が後ろに吹き飛ぶ。

			　同時に、ぼくから跳ね返った小石がジェネラル・オークの左手に衝突し、こいつの左手の親指があらぬ方向に折れ曲がるのだが……。

			　つまりは、それほどの威力だった。

			　迂(う)闊(かつ)だった。こんなの、当たりどころが悪ければ、志(し)木(き)さん以外でも死ぬ。

			　というか。

			　ミアの横で、細長いものが、宙を舞っている。

			　腕だった。

			　ミアの左腕が、小石の一発で付け根からもぎ取られ、吹き飛んでいた。

			「あ……っ」

			　ミアは驚(きよう)愕(がく)の表情のまま、地面に転がる。

		

	
		
			第49話　中等部本校舎決戦２

　

			　ジェネラル・オークの左手で小石を飛ばしてくる攻撃は、その左手の親指の骨を折ったことで封じることができた。

			　だが、その代償として。

			　ぼくたちは、ミアの左腕を失った。

			　いや、ミアの左腕が永久に失われたわけではない。ぼくたちには、治(ち)療(りよう)魔法がある。

			　普通のヒールではちぎれた部位を繋ぎなおせない。だが治(ち)療(りよう)魔法ランク４のキュア・ディフィジットを使えば、欠損した部位の修復が可能だ。

			　もっとも、いまアリスの治(ち)療(りよう)魔法はランク３だから、これをランク４に上げる必要はあるが……。

			　すぐにキュア・ディフィジットが使えなくても、治(ち)療(りよう)魔法のランク１にステイシスという魔法がある。これは、物体の時間を止める魔法だ。食物にかければ、腐ることを防止できる。

			　ミアの腕にこれをかけておけば、アリスのレベルが充分に上がるまで、腕を傷めることなく保存できる。

			　それよりいまの問題は、崩れかけた状況をどう立て直すか。

			　アリスとたまきが、ひどく動揺している。目の前にジェネラルが立っているというのに腰が引けている。

			　すでにヘイストの効果時間は切れている。ほかの付(ふ)与(よ)魔法はかかったままだが、いまふたりがかりでも、ジェネラルに対抗するのは厳しいだろう。

			　加えて、間もなくヘルハウンドがやってくる。

			　絶体絶命だ。

			　こんなとき、いったいどうすれば……。

			「カズくん、ミアちゃんのところにいってあげて」

			　背後にかばった志(し)木(き)さんがいう。

			「こっちは、わたしがなんとかするわ」

			　そういって、志(し)木(き)さんはぼくの前に出る。

			　彼女がアリスとたまきに鋭い声で指示を飛ばす。ふたりはその声でわれに返り、かろうじてジェネラルの斬(ざん)撃(げき)から距(きよ)離(り)を取る。

			「さ、いまのうちに」

			「あ、ああ」

			　ぼくはディフレクション・スペルで拡散化したヘイストをかける。アリスとたまきの身体が赤い霧に包まれ、動きが加速する。

			　ＭＰがもったいないが、いまは寸(すん)暇(か)が惜しい。

			　そのあと、ぼくは吹き飛ばされたミアのもとへ駆け寄る。ミアは血まみれの左肩を押さえて地面を転げまわっていた。
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			　小柄な少女を抱き起こす。

			「ミア、ぼくだ、意識はあるか」

			「ん……っ」

			　ミアは青ざめた顔で、ぼくを見上げる。紫色の唇を震わせて、喘(あえ)ぐように「カズっち」という言葉を紡ぎ出す。

			「どう、なってる。みんな、は」

			「戦っている。ただ、もうちょっと時間がかかる」

			「身体、支えて。援護、する」

			　馬鹿な、と思った。

			　だがすぐに、志(し)木(き)さんがぼくを彼女のもとへよこした理由に思い至る。

			ミアの闘志を奮い起こす役目を果たせというのだろう。

			　ぼくが命じれば、ミアは死力を振り絞って戦うだろう。

			　今日１日で、ぼくと彼女の間には、その程度の信頼が築けているとうぬぼれている。

			　その絆(きずな)を利用して、ミアが死ぬ寸前まで使い潰せといっているのだ、志(し)木(き)さんは。

			　ああ、志(し)木(き)さん。きみは、まったくたいした参(さん)謀(ぼう)だ。ぼくに足りない部分を補ってくれる、素晴らしい参(さん)謀(ぼう)だ。

			　くそったれ。

			　ミアは、苦痛に喘(あえ)ぎながら、ぼくの手を借りて立ち上がる。血まみれになりながらも、右手で傷口を押さえ、戦場へ向く。

			　アリスとたまきは、ジェネラルに食らいつくようにして戦っている。

			　体格も、パワーも、技量すらも、まるで大人と子供のような差がある。ジェネラルが銀色の剣を振りまわすたび、ふたりの身体が宙に舞う。

			　ふたりとも、地面にしたたかに叩きつけられる。それでも歯を食いしばって立ち上がり、またジェネラルに立ち向かっていく。

			　無茶な戦い方だ。

			　だがいま、ふたりにできるのは、これだけなのだ。ただ時間を稼ぐことだけなのだ。ふたりは待っていた。ミアの魔法を、待ちかねていた。

			「ヒート・メタル」

			　ミアが、震える声で、その言葉を紡ぎ出す。ひらいた掌(てのひら)を、ジェネラルにまっすぐ突きつける。

			　ミアの掌(てのひら)から赤黒い光線がほとばしり、ジェネラルの剣に命中する。

			　ジェネラルは、わずかに呻(うめ)き、動きを止める。かろうじて、剣を手放さないでいるものの……。

			「いまよっ」

			　志(し)木(き)さんが叫ぶ。アリスとたまきが、ここぞとばかりにジェネラル・オークに打ちかかる。

			　その瞬間。ジェネラル・オークが、咆(ほう)哮(こう)する。

			　身も心も凍えそうな、恐るべき声。

			　それは衝撃波を伴って周囲に拡散し、アリスとたまきを吹き飛ばす。離れていたぼくとミアすらも、身を低くして風圧をこらえなければならない。

			　咆(ほう)哮(こう)が終わったあと。

			　ジェネラルは改めて、銀の剣の柄をぐっと握る。熱さなどまったく感じないかのように、違和感なく握ってみせる。

			　いや、実際にそうなのだろう。ぼくは直感する。さきほどサイレント・フィールドが破られたときと同じだ。

			　ジェネラル・オークの咆(ほう)哮(こう)には、魔法を破る効果がある。

			「なんだ、こいつ。どうすればいいんだ、あんなやつ」

			「しっ、カズっち」

			　ミアがぼくを見上げ、叱りつけるように呟く。

			「弱気は、ダメ」

			　大怪(け)我(が)したミアにたしなめられてしまった。ぼくは己の不覚を恥じる。なんとか手はないかと、ジェネラルを睨(にら)む。

			　最悪なことは重なるもので、ジェネラルの背後に黒いおおきな犬の姿が見えた。ヘルハウンドが、ものすごいスピードで駆けよってくる。

			　ああ、ちくしょう、こんなときに！

			　だが。そのヘルハウンドの真横から、槍(やり)が突き出される。ひとりの少女が、無(む)謀(ぼう)にもヘルハウンドに突進したのだ。

			　刺(し)突(とつ)は弾かれるも、ヘルハウンドの注意が脇にそれる。黒い巨犬は、自分を攻撃してきた少女に向き直る。

			　無(む)謀(ぼう)にもヘルハウンドにちょっかいを出したのは、陸上部のエースだったという中等部２年生、長(なが)月(つき)桜(さくら)だった。

			「ダメだ、きみじゃそいつは！」

			　ぼくは叫ぶ。

			　桜(さくら)は、ぼくの言葉を無視して、まるで誘うように巨犬から背を向ける。ヘルハウンドは桜(さくら)に飛びかかり……。

			　しかし桜(さくら)は、機(き)敏(びん)に身をひるがえし、跳(ちよう)躍(やく)する。

			　近くの巨木の枝に左手１本でぶらさがる。勢いをつけて、ひょいとその身をひねる。

			　高く高く、宙に舞う。

			　長(なが)月(つき)桜(さくら)は、丈夫そうな枝の上に着地する。

			　なんだこいつ。陸上部っていってたよな。体操選手じみた動きじゃないか。

			　ちょっとすごい。見(み)惚(ほ)れてしまう。

			　これが運動スキルのちからなのか。それとももともと、彼女はこういった曲芸が得意なのか。落ちついたら、聞いてみたいところだ。いまはそんな暇がないけれど。

			「こっちだよ、駄犬」

			　桜(さくら)はヘルハウンドを挑発する。

			　ヘルハウンドは言葉がわからないだろうに、それでも仕草でだいたいのところは理解したのか、怒り狂って、桜(さくら)が乗った樹に炎のブレスを放つ。樹全体が紅(ぐ)蓮(れん)の炎に包まれる。

			　だがそのとき、すでに桜(さくら)は隣の樹に飛び移っている。間抜け、のろま、と罵(ののし)り、さらに次の樹に飛び移る。

			　ヘルハウンドは夢中で彼女を追いかける。

			　すげぇ。彼女、レベル１なのに、たまきでも苦戦するヘルハウンドを翻(ほん)弄(ろう)している。

			　だが、これだけじゃダメだ。ぼくは必死で考える。現状の打開策をひねり出そうとする。

			「カズっち」

			　身を震わせながら、ミアがいう。

			「わたしが、やる」

			「やる、って……」

			「ヘルハウンド、倒す。刺し違えてでも」

			　たしかに、彼女の魔法を惜しみなく投入すれば、ヘルハウンドに勝てるかもしれない。

			　だが、まだ傷口もひらいたままの彼女が、いまの状況でそんなことをすれば……。

			「ジェネラルに、わたしの魔法、きかない。だから」

			　だから、いまここで彼女が潰れても問題はない。

			　たしかにそうだ。

			　そうだけど、でも、いま彼女は大怪(け)我(が)をしていて……。

			　ミアは、ぼくにすがりつく。真剣に、懇(こん)願(がん)するように、ぼくを見上げてくる。彼女と見つめ合い、そしてぼくは、覚悟を決める。

			「わかった。途中で気絶したりするんじゃないぞ」

			「ん」

			　そうとうに血を流しているはずだ。いま、こうして意識がはっきりしているのも、奇跡といっていい。

			　いや、彼女はすでにレベル９もある。ぼくの理論通りなら、そうとうにＨＰが上昇しているはずだ。こう見えて、かなりタフなはずなのだ。

			　だいじょうぶ。いまのミアならやれる。ぼくは自分自身にいいきかせるように、心のなかでそう呟く。

			「桜(さくら)さん、聞いてくれ！」

			　ぼくはヘルハウンドとの追いかけっこを続ける長(なが)月(つき)桜(さくら)に、大声で叫ぶ。

			　どうせ犬っころにこっちの言葉なんてわかるはずがないと決めつけ、じかに作戦を説明する。

			「わかったわ」

			　短い返答が返ってくる。

			　よし、とぼくはうなずく。

			　ミアをお姫様抱っこして、立ち上がる。

			　ここからは、ぼくたちの時間だ。

			　反撃開始。

		

	
		
			第50話　中等部本校舎決戦３

　

			　作戦といっても、やるべきことは、とても単純だった。

			「スマート・オペレイション」

			　ぼくは胸もとに抱きかかえたミアに、魔法攻撃の威力を上昇させる付(ふ)与(よ)魔法をかける。ミアは滅多に直接的な魔法攻撃を使わないから、これまであまり出番がなかった魔法である。

			　だが今回は違う。彼女の魔法が主力だ。

			　ミアの右手が、その人差し指が、すっと伸びる。長(なが)月(つき)桜(さくら)を執(しつ)拗(よう)に追いかけるヘルハウンドに、狙(ねら)いをつける。

			「ライトニング」

			　ひとすじの光のラインが、ミアの人差し指とヘルハウンドを繋ぐ。

			　オゾン臭がする。

			　雷(らい)光(こう)だ。ヘルハウンドは、一瞬、動きを止め、全身を痙(けい)攣(れん)させる。ミアの放った電撃魔法で、したたかにダメージを受けているようだった。

			　効いている。なら、もう一度だ。

			「ライトニング」

			　ミアは続けざまに魔法を放つ。ヘルハウンドはこれも、まともに喰らう。黒い巨犬が絶叫をあげる。

			　敵も馬鹿ではない。飛びまわる桜(さくら)が囮(おとり)であったことに気づき、こちらに向き直る。

			　彼我の距(きよ)離(り)、20メートル程度。

			　ヘルハウンドが地面を蹴(け)り、突進してくる。ものすごい加速で、一気に距(きよ)離(り)を詰めてくる。

			「ハイ・ジャンプ」

			　ミアがぼくに魔法をかける。風魔法のランク２、ハイ・ジャンプは、その名の通りジャンプ力を増す魔法だ。ぼくは風のちからを得て、跳(ちよう)躍(やく)する。

			　高々と空に舞い上がる。

			　近くの樹の枝に着地。ヘルハウンドの突進をかわす。

			「うぐっ。……つうっ」

			　ミアが、低く呻(うめ)く。激しい震動で、ミアの弱った身体がさらに痛めつけられている。小柄な少女は、歯を食いしばって耐える。

			　ぼくはミアを抱く手にちからを込めることしかできない。ミアを酷(こく)使(し)するのが、いまのぼくの仕事だ。

			　くそったれ、と内心で己を罵(ば)倒(とう)する。

			　ヘルハウンドは急停止し、頭上に退(たい)避(ひ)したぼくらを悔しそうに見上げる。ジャンプでこちらに届くかも、という懸(け)念(ねん)はあったが、どうやらそうでもないようだ。

			　そして、そう、やつはぼくたちの足もとで停止した。動きを止めた。

			「ミア。足止め」

			「ん。アース・バインド」

			　ヘルハウンドの足もとの草が生き物のようにしなり、巨犬の四肢を拘(こう)束(そく)する。ヘルハウンドは暴れ出す。魔法のかかった蔓(つる)による呪(じゆ)縛(ばく)から、なんとか抜けだそうとする。

			「ストーン・ブラスト」

			　そこに、頭上から無数の石が飛来する。ひと粒が握り拳(こぶし)よりもおおきな石が、いくつもいくつも、ヘルハウンドに降り注ぐ。

			　ヘルハウンドの頭を、背中を、かたい石がしたたかに打ちすえる。逃げることも、急所をかばうこともできず、ヘルハウンドは一方的に打ちのめされていく。

			　石の一発が左の目玉に命中する。

			　青い血が吹き出る。血液が炎となって散り、周囲の雑草が燃え上がる。

			　ヘルハウンドは絶叫する。

			　魔獣が、こちらを睨(にら)み、おおきく息を吸う。喉の下の袋が膨(ぼう)張(ちよう)する。

			　よし、かかった。ぼくはにやりとする。

			　ヘルハウンドのブレスには、最初こそ驚いたが、しかしこれにはおおきな弱点があった。

			　ブレスには予備動作がある。息をおおきく吸い込み、喉もとの袋がふくらむという、とてもわかりやすい予備動作だ。

			　予備動作さえわかっていれば、タイミングをつかむこともできる。

			　ぼくは運動神経がない。そんなぼくでも、これなら確実にやれる。あれを、どんぴしゃりで発動できる。

			「リフレクション」

			　虹色で扇状の薄幕が、ぼくの下方に出現する。ヘルハウンドの炎のブレスは、ぼくが発動した反射魔法によって跳ね返される。

			　魔犬の全身が、己が発した紅(ぐ)蓮(れん)の炎に包まれる。どうせ自分の火なんざ効いちゃいないだろうが……。

			　しかし無防備だ。この機会、逃さぬ手はない。

			「ライトニング」

			　ミアが電撃魔法でヘルハウンドを追(つい)撃(げき)する。当たるを幸い、さらにもう一発。

			　両方喰らったヘルハウンドは、たまらず跳(ちよう)躍(やく)し、その場から飛び退る。

			　あ、草の拘(こう)束(そく)が解けてる。そうか、炎で焼きつくされたか。

			　だがヘルハウンドは、もうぼろぼろだ。片目を潰され、全身をよろめかせ、その黒い毛も焼けて縮れている。肌も焼けただれて、肉が焼ける臭いをさせている。

			　あー、自分の炎でもダメージを喰らっている？　炎のブレスを吐けるからって、火にまったく無敵というわけじゃないのか。これは幸いだ。

			　ヘルハウンドは、もうブレスを使えなくなるだろう。リフレクションを本能的に恐れるだろう。

			　なら、あと樹上のぼくたちに敵ができることは……。

			　はたして読み通り、ヘルハウンドは残るちからを振り絞って、ぼくたちのいる樹に体当たりしようとする。

			　動きが丸見えだ。

			「ストーン・ブラスト」

			　ミアの放った無数の石が、ヘルハウンドの全身を滅多打ちにする。同時にヘルハウンドは、ぼくたちのいる樹に頭からぶつかり、激しく樹を揺らす。そのときにはすでに、ぼくは跳(ちよう)躍(やく)している。

			　ハイ・ジャンプの効果時間はランクにつき１分ほど。いまのミアだと３分。充分だ。

			　ぼくは隣の樹の丈夫そうな枝に着地。またミアが、辛そうに呻(うめ)く。

			　ぼくが激しい動作をするたび、ミアの寿命が縮んでいく。だがぼくは、感情を殺してミアに命令する。

			「やってくれ」

			「ん。ライトニング」

			　もう何度目か、ヘルハウンドに電撃が放たれる。その一撃で、ついに……。

			　黒い巨犬の四肢からちからが抜ける。

			　ヘルハウンドが、その場に倒れる。モンスターの身体が、すうっと消えていく。

			　あとには、青い宝石が２個、残った。

			　なるほど、宝石が２個ってこともあるのか。オークとは違うからだろうか。まあ、そんな考察はあとでいい。ともあれ。

			「よくやった」

			「ん」

			　そして、ぼくたちは白い部屋へ。アリスがレベルアップしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に来るやいなや、アリスがぼくたちのもとへ駆け寄ってくる。

			　彼女もたまきも、ぼろぼろだった。魔法で強化されているはずの体操着はあちこち破け、むき出しの部分は打ち身と裂(れつ)傷(しよう)だらけだ。

			　それでもアリスは、自分のことなど頓(とん)着(ちやく)せず、半分泣きながら、ミアにヒールをかける。何度も、何度もヒールをかける。

			「ごめんなさい、ミア。痛いですよね。辛いですよね」

			「ん。問題……ない」

			　ミアは弱々しく笑って、ぼくを見上げる。

		

	
		
			[image: p258.jpg]
		

	
		
			　わずかな時間にもかかわらず目が落ちくぼみ、頬(ほほ)がこけている。顔色は真っ青で、今日、たくさん見てきた死人のようだった。

			「カズっちにぎゅっとしてもらえてる。役得」

			　ぼくは唇をきつく噛む。

			　ミアがぼくを慕(した)ってくれているのは、わかっている。少なくとも、リーダーとしてのぼくを信頼してくれている。だからこそ、ぼくは告げなきゃいけない。きっぱりと、これからの方針を定めなきゃならない。

			「待っててくださいね、ミア。すぐに治(ち)療(りよう)魔法を上げて、キュア・ディフィジットで腕を繋げてあげますから」

			「ダメだ、アリス」

			　ぼくは宣言する。断固として首を振る。

			　愕(がく)然(ぜん)とするアリスを睨(にら)みつける。

			「いま、きみのスキルポイントは、６だ。治(ち)療(りよう)魔法を上げるのは認めない。槍(そう)術(じゆつ)を５にするんだ」

			「そんなっ。だって、ミアの腕は……」

			「戦闘が終わったあと、腕を拾って、治(ち)療(りよう)魔法ランク１のステイシスをかければいい。いまのきみなら、３週間、新鮮な状態で腕を保存できる。後日、改めてレベルを上げて、治(ち)療(りよう)魔法をランク４に上げればいい。でもいまはダメだ。いま必要なのは、きみの槍(そう)術(じゆつ)のスキルなんだ」

			　ぼくはミアを見下ろす。ミアはぼくの腕のなかで、ぼくを見上げて、やさしく笑う。

			「ん。カズっち、えらいぞ」

			「すまん、ミア」

			　ミアは首を振る。

			「なんて冷静で的確な判断力」

			「わかってると思うが、キン肉マンソルジャーはそのあとぼろ負けするんだぞ」

			　ぼくとミアは、顔を見合わせ、無理に笑う。笑うことで、お互いの不安を吹き飛ばそうとする。

			「なんで、ミア、そんな……」

			　アリスは愕(がく)然(ぜん)として、そんなぼくとミアを交互に見る。

			「勝つためだ」

			「勝つため、必要なこと」

			　ぼくとミアはふたりして、アリスに告げる。

			　互いによく理解しているのだ。

			　ここで感情に流されては、全滅する。ぼくたちはふたりとも、そう判断している。

			　いや、アリスだって理性ではわかっているに違いない。だが彼女は感情に流される。

			　つまり『こうしなければならない』ではなく、『こうしたい』で動いてしまう。

			　それは彼女の悪いところだ。

			　ときには感情のエネルギーで強いちからを発揮するかもしれないが、しかしたいていの場合、戦場で感情に左右されるのは、よくないことだ。

			　だから、ぼくがアリスの行動を制御しなきゃいけない。きちんと彼女を導かなきゃいけない。

			「アリス。ぼくたちみんなが生き残るためだ。まず目の前の戦いで勝たないと、ミアの命すら危うくなる。ぼくたちは、ジェネラルを打倒することを、なにより優先しなきゃいけない」

			「で、でも……」

			「命令だ、アリス。ぼくを恨め。ぼくはみんなが生き残るために最適のことを命令する。いうことを聞け。いいね」

			　アリスはぼくを睨(にら)む。きゅっと口を引き結び、ぼくをまっすぐに見つめてくる。握りしめられた拳(こぶし)が、震えている。

			　そして、観念したように、目を伏せる。おおきく息を吐く。

			「わかり……ました」

			　ちいさく、ぼそぼそと、そう呟く。

			「でも、ひとつだけ、お願いがあります」

			「なんだ」

			「いまのうちに、カズさん、ミアをぎゅっと抱きしめてあげてください」

			　なんだ、それ。ぼくはミアを見下ろす。

			　アリスのヒールで少し顔色がよくなったミアが、頬(ほほ)を染めてぼくを見上げてくる。

			「ずっと、カズっちの腕のなか。幸せ」

			「おまえなあ」

			「正妻の許可が出た。いちゃいちゃする」

			　ミアは右腕をぼくの首にからませ、その身を少し持ち上げて、ぼくの頬(ほほ)にキスをする。やわらかい唇の感覚に、思わずぞくりとする。

			　ぼくはアリスを見る。アリスは不安そうにぼくを見ている。

			「カズさん。ミアは、だいじょうぶ……なんですか」

			　アリスはミアのことが心配で仕方ないようだ。

			　ぼくとミアがいちゃいちゃしていることなんて、まったく目に入っていないらしい。それはそれで、少し寂しい気がするなあ。

			「心配ない」

			　だいじょうぶかどうかなんて、そんなのぜんぜんわからなかったけど、ぼくは自信を持ってうなずいてみせる。そのついでに、ミアのやわらかくてちいさな身体をもう一度、ぎゅっとする。

			　ミアがせつなげに「ん」と押し殺した声を漏らす。

			「ただ、もう魔法は品切れだ。あとはきみとたまきのふたりだけでなんとかするんだ」

			　ぼくはアリスとたまきを交互に見る。たまきが不安そうに、ぼくを見返してくる。

			「わたしたちだけで、できるかな」

			「ぼくも援護する。でも志(し)木(き)さんたちには、なるべく離れていてもらいたいから……」

			「だよね。危険すぎるもんね」

			　ジェネラルは、これまでの敵とは違う。桁(けた)違いに強いのもそうだけど、なにより衝撃波がヤバい。

			　ゲームでいえば範囲攻撃だ。

			　アリスやたまきなら、そこそこ耐えられるようだけど……。それはふたりのレベルが、10前後まで上がっているからだ。低レベルの志(し)木(き)さんや桜(さくら)さんが至近距(きよ)離(り)で食らったら、一撃で死にかねない。

			「アリス、たまき。ここから先は賭けになるけど……」

			「任せて、カズさん。わたしたちの命、カズさんに預ける」

			　たまきが、どん、と胸を叩く。不敵に笑ってみせる。

			「なんてことないわ。あと１体、たった１体よ。とっとと倒しちゃいましょう」

			　戦術について、打ち合わせを行う。そのあと、アリスが槍(そう)術(じゆつ)スキルをランク５に上昇させる。ぼくたちは、白い部屋を出る。

			　

			　アリス：レベル11　槍(そう)術(じゆつ)４→５／治(ち)療(りよう)魔法３　スキルポイント６→１

		

	
		
			第51話　中等部本校舎決戦４

　

			　ぼくはもとの場所に戻ったあと、ミアを抱きかかえたまま下に降りる。すでに目を開けているのも辛そうなミアを、落ち葉の積もった地面に下ろす。

			「あとはおれたちに任せて、眠っていろ」

			「ん。カズっち」

			「なんだ」

			「勝ってきて」

			「任せろ」

			　ぼくはミアの髪をやさしく撫(な)でる。ミアは弱々しく笑う。

			「あと、ひとつ」

			「なんだ」

			「キス、して。もいっかい」

			　ぼくは黙ってミアの頬(ほほ)に口づけする。ミアは笑う。

			「ありがと」

			　彼女は最後に、激しい戦いを続けているジェネラルたちのほうを向き……。

			　震える右手で、指を差す。

			「スモッグ」

			　もくもくとわき出した煙(けむり)が、ジェネラルの周囲の空間を包む。

			　アリスとたまきが煙(けむり)から脱出して、こちらに駆けよってくる。

			　同時にぼくは、２体の狼を煙(けむり)のなかに突入させる。これは時間稼ぎだ。

			　ついにちからつきたミアが、そっと目をつぶる。青ざめたその顔は、いまにも呼吸が止まってしまうんじゃないかと思うほど、儚(はかな)く見えた。

			　もうきみを、これ以上苦しませない。ぼくは心のなかで、そう宣言する。

			　せめて、きみの安全だけは確保しよう。

			「リパルション・スフィア」

			　ミアの全身が、しゃぼん玉のような虹色の球体に包みこまれる。

			　付(ふ)与(よ)魔法ランク５のリパルション・スフィアは、対象単体を隔(かく)離(り)するバリアだ。やわらかい結界に見えて、ダンプカーがぶつかってもひび割れひとつつかないという。

			　バリアの色が変化し、周囲に溶け込んだ。

			　まるでカメレオンのように、まわりの景色に同調したのだ。少し離れたら、ミアがここにいることすらわからないだろう。

			　インヴィジビリティのような光学迷彩とは違う。保護色のようなものだ。よく近づいて観察すればわかる程度の迷彩だが、ないよりはいいだろう。

			　Ｑ＆Ａによると、内部から外部は、ガラス窓のようによく見えるという。マジックミラーみたいだな。便利な機能だ。

			　欠点もある。このスフィアは物理的なものすべて、すなわち音などすら完全に遮断する。

			　衝撃どころか、音声のひとつすら送ることができない。

			　密閉されているということは、内部の空気はどうなのだろう。白い部屋でその点について質問したところ、自動生成されるという答えが返ってきた。魔法ばんざい、としかいいようがない。

			　最大の問題は、このスフィアの展開時間が固定で30分間であることだ。短くも、長くもできない。はやく出たいと思っても、なにもできない。

			　スフィアが展開されている間、内部に閉じ込められた対象の怪(け)我(が)は、ゆっくりと回復していく。付(ふ)与(よ)魔法に存在する数少ない治(ち)癒(ゆ)方法だ。

			　本来は治(ち)療(りよう)魔法の領域を侵しているのだから、これくらい制限がきつくても仕方がないことかもしれない。

			　今回の場合、これらの欠点は、ほとんど問題とならない。とにかくミアを楽にしてやれて、しばらくの間、彼女の安全を確保できればいいのだから。

			　安全な結界のなかで眠るミアを見下ろし、ぼくは満足して立ち上がる。

			　これであとは、ジェネラルを倒せば、それで終わりだ。ぼくたちは本校舎の戦いに完全勝利できる。

			　顔をあげる。

			　アリスとたまきがぼくのもとに走って来る。

			　ふたりとも怪(け)我(が)だらけだが、致命的なものはない。駆け寄ってくる途中で、アリスが自分とたまきの傷を最低限、ヒールで治(ち)療(りよう)している。

			「よくがんばったな、ふたりとも」

			　ぼくはアリスとたまきにヘイストをかける。その途中で、使い魔との繋がりが切れる感覚。

			　２体の灰色狼(グレイウルフ)が死んだのだ。

			　ありがとう、とぼくは心のなかで感謝する。

			　ジェネラルが煙(けむり)のなかから飛び出てくる。

			　問題ない。ミアの最後の魔法によって、充分な時間が稼げた。貴重な数秒だった。

			　仕切り直しだ。

			「作戦通り、いくぞ」

			「はい！」

			「任せて、カズさん！」

			　ぼくはふたりの背中を軽く叩く。

			　アリスとたまきは、ヘイストの赤い輝きに包まれた状態でジェネラルに向かって駆け出す。

			　かなり無茶な作戦かもしれない。でも、勝利への道筋が、ほかに思い浮かばなかったのである。いまのぼくたちのちからでも見つけられる、数少ない勝機。それを確実にものにする必要がある。

			　ジェネラルはいま、左手を怪(け)我(が)している。おかげで小石を弾く遠隔攻撃が封じられている。使い魔のカラスを殺し、ミアの左腕を奪ったあの小石を警戒しなくていいだけで、だいぶ気が楽になる。

			　千(せん)載(ざい)一(いち)遇(ぐう)のチャンスなのだ。だから、ここで逃走などという選択肢はない。

			　その強い意志もあって、ミアをこの場にくぎ付けにした。

			　ジェネラルを倒すとしたらいましかないのだと、全員に覚悟を決めさせる。

			　不退転の決意でもって、アリスとたまきはジェネラルに突進する。

			　ぼくの判断ミスでふたりが死ぬかもしれない。弱気の虫が、ぼくに忍び寄る。

			　いいや、とぼくは首を振った。

			　それでもぼくは、この決断を後悔しない。

			　決断した以上、後ろは振り返らない。

			　アリスがジェネラルの間合いの外側から、刺(し)突(とつ)を放つ。ジェネラルはそれを銀の剣で打ち払う。何気ない薙ぎ払いだった。だがそれは暴風となって、アリスとたまきを襲う。

			　アリスの黒髪とたまきの金髪が、突風に流される。

			　ふたりの身体が吹き飛ばされかかり……。

			「たまきちゃん、腰を下げて！」

			「う、うんっ、わかってるわ！」

			　ふたりとも、重心を低くして、懸命にこらえる。

			　打ち合わせの通りだ。そして……。

			「いまだ、たまき！」

			「うん！」

			　たまきが、捨て身でジェネラルの間合いの内側に飛び込む。

			　絶叫しながら、大(おお)斧(おの)を振りおろす。

			　ジェネラルはとっさに銀の剣で大(おお)斧(おの)を受け……。

			　たまきが、斧(おの)を捨てる。身を低くし、懐(ふところ)から取り出した果物ナイフを構える。

			　予想外の行動に、ジェネラルの動きが、一瞬だけ硬直する。

			　たまきは、果物ナイフをジェネラルの右手の甲に突き刺す。

			　大柄なオークの右手から青い血が吹き出る。ジェネラルは身悶えし、銀の剣を取り落とす。

			　よし、いけた！

			　ジェネラルの左手が不自由ないま、右手も封じてしまえば……。

			作戦ともいえないような無(む)謀(ぼう)な賭けだ。でもぼくたちは、その賭けに勝った。

			「いまだ、アリス！」

			「はいっ！」

			　アリスがすかさず、刺(し)突(とつ)を見舞う。ジェネラルの胴へ、まっすぐ槍(やり)を突き出す。いかにジェネラルといえど、武器もなしに、これは避けられまい。

			　そう、思ったのだが……。

			　ジェネラルは、たまきが取り落とした大(おお)斧(おの)が地面に落ちる前に、その柄を蹴(け)りあげた。怪(け)我(が)した左手で、大(おお)斧(おの)を握る。

			　ぼくは思わず「はあ？」という声を出してしまった。アリスたちの気持ちも、同じだろう。なんだそれは、と叫びたいだろう。

			　アリスの刺(し)突(とつ)を、ジェネラルは、大(おお)斧(おの)の刃で受け止める。槍(やり)の穂先と斧(おの)の刃が打ち合う。かん高い音が周囲に響く。

			　アリスが苦(く)悶(もん)の声をあげ、上半身を浮かせた。

			　ちから比べは、ジェネラルの勝ちだった。左手１本で、しかも親指は怪(け)我(が)をしているにもかかわらず、ジェネラルの圧倒的な膂(りよ)力(りよく)がアリスの一撃を撃ち砕く。

			　だがジェネラルもまた、上半身をおおきくのけぞらせて……。いや、大柄なオークは、下半身にぐっとちからを入れる。半歩、ちから強く踏(ふ)み込む。

			　ジェネラルが、左手１本で大(おお)斧(おの)を振るう。空気が唸り声をあげる。烈風がアリスとたまきを襲う。

			「こな……くそおっ」

			　たまきは咄(とつ)嗟(さ)に果物ナイフを捨て、かわりに地面に落ちた銀の剣を拾いあげる。

			　そのまま、激しい風に煽(あお)られごろごろと地面を転がる。ちくしょう、風は銀の剣じゃなくてジェネラル自身の能力か。

			　だが、それでも右手は痛めつけた。

			　メインの武器も奪った。

			　かわりにたまきの武器を奪われたけど、収支では、プラスなはず。少しは弱ってくれたはず。あとは時間をかけてでも、こいつを殺して……。

			　と、急に校舎のほうが騒がしくなった。慌(あわ)てた様子で志(し)木(き)さんが駆けてくる。彼女は、ミアの左腕を両手で抱えてくれていた。

			「オークが来るわ。雑(ざ)魚(こ)が数体、青も最低１体。足止めする、って桜(さくら)ちゃんが息巻いていたから、慌(あわ)てて止めたけど……」

			　ぼくは顔をしかめた。長(なが)月(つき)桜(さくら)の暴挙を止めたのは正解だ。彼女はヘルハウンド相手によくやってくれた。だけど、これ以上は無(む)謀(ぼう)というものだ。

			　ジェネラルと激戦を続けるアリスとたまきを見る。

			　さすがにこれだけ痛めつけているから、若(じやつ)干(かん)ながらふたりのほうが有利だ。ジェネラルにも、さきほどまでの勢いはない。

			　特に、銀の剣を振るうたまきには苦戦している。見れば、たまきが銀の剣を振るうたび、その周囲で光の粒のようなものが舞っている。

			　なんだろう、あやしい粉でも撒いているんだろうか。

			　いや、そうじゃない気がする。現に、だんだんとたまきの攻撃が速く、鋭くなってきている……ような。

			「カズさん！　なんかわたし、すごく調子がいいわ！　いつまででも戦える気がする！」

			　それはきっとランナーズ・ハイのようなものだと思うが、いやしかし、まさか……。

			「魔法の武器って、あるのかしらね」

			　アリスたちとジェネラルの激しい戦いを見て、志(し)木(き)さんが呟く。

			　そうか、マジック・アイテムか……。モンスターがいて、スキルがあって、魔法があるのだから、武器にＲＰＧ的な特殊効果がついていてもおかしくはない、か。

			　だとしたら、あの武器には戦意高揚の効果があるということだろうか？　それとも、本当にスタミナが回復している？　あるいはもっと別の効果かもしれないけれど……。

			　とにかく、いいものを手に入れた。そういうことなら、やりようはあるかもしれない。

			「アリス、敵の増援が来る！　きみはそっちに当たれ！　たまき、ぼくと一緒に、ジェネラルを誘導する！　雑(ざ)魚(こ)と距(きよ)離(り)を取るんだ！」

			　ふたりは一瞬、戸惑ったものの……。

			　そのあとすぐにうなずき、動き出す。乱戦になるとマズいという認識だけは一致していた。

			　ここまでやった以上、絶対にジェネラルを逃がしてはならない。アリスは志(し)木(き)さんとともに敵の増援が来る方角へ駆け出す。

			　ぼくはたまきとともに、逃げるふりをしつつ、ジェネラルを増援から引きはがす。幸いにして、ジェネラルもさして戦術的な動きはできないようだ。上手くぼくたちの誘導にひっかかってくれた。

			　ぼくたちは、ふた手にわかれて、最後の戦いを開始する。

			　まもなく日が暮れようとしている。

		

	
		
			第52話　中等部本校舎決戦５

　

			　すでに夕暮れ時。

			　オレンジに染まる森を移動しながら、たまきとジェネラルは激しく切り結ぶ。

			　たまきが両手に握る銀の剣と、ジェネラルが怪(け)我(が)した左手に持つ大(おお)斧(おの)が、何度もぶつかり合う。

			　膂(りよ)力(りよく)はほぼ互角。

			　一合ごとに、互いの身体が後ろにそれる。火花が飛び散る。

			　いける、戦えている。

			　ぼくは拳(こぶし)を握って、両者の戦いを注視する。

			　付(ふ)与(よ)魔法をたっぷりつけて、ヘイストまでかけているとはいえ、あのジェネラルを相手にくらいついていけている。

			　それは、まだヘイストがきれる前のこと。唐突に、たまきが「あ」という声をあげる。

			「レベ……」

			　すぐに意味はわかった。ぼくたちが白い部屋に移動したのだ。

			　

			　白い部屋ではアリスとミアが待っていた。

			　ミアも一時的にリパルション・スフィアから解放されている。付(ふ)与(よ)魔法といえど、この手の拘(こう)束(そく)系は白い部屋において剥げるのか。

			　その場にぺたんと尻(しり)餅(もち)をつき、荒い息をつくミアに、アリスが駆けよってヒールする。

			　ミアの顔にみるみる赤みがさしていく。

			　リパルション・スフィアによる回復効果が少しはあったのか、さっき別れたときよりは状態がいいようだ。

			「アリスちん、ありがと」

			「ミアちゃん、無事でよかったです。本当にほっとしました」

			　さて、ミアのスキルポイントは、これで４になったはずだ。

			　風魔法を上昇させるか、それとも地魔法のために温存か。

			　いやその前に、ちょっと確認しておこう。

			「アリス、オークを何体倒した？」

			「ええと、エリートを２体、普通のオークを２体です。順番は、普通、エリート、エリート、普通です」

			　げっ、あれだけの短時間でエリートを２体も倒したのか！

			　す、すごいなそれは。

			　驚いていると、アリスが慌(あわ)てる。

			「わたしひとりのちからじゃ、ないんです。志(し)木(き)先輩と桜(さくら)さんが手伝ってくれて……。桜(さくら)さんがエリートの注意をうまく引きつけてくれたから、簡単に殺せたんです」

			　うわあ、長(なが)月(つき)桜(さくら)って子、さっきのヘルハウンドのときもそうだけど、レベル１でエリートを引きつけるとか、むちゃくちゃするな。

			　まるで死に急いでいるようにも見える。

			　いや……実際、オークへの憎悪でどうしようもないのかもしれないけど。

			　怖いな。いつか彼女は、破滅的なことをやらかす気がする。そうなる前に、上手く志(し)木(き)さんがフォローしてくれればいいけど。

			「あの、それで、桜(さくら)さんが大怪(け)我(が)しちゃって、だからわたし、オークを始末したあと、治(ち)療(りよう)を……いいですか」

			「ああ、うん、治(ち)療(りよう)してやってくれ」

			　ぼくとたまきの応援には駆けつけられない、ということだ。

			　どのみち、ぼくたちとアリスとの距(きよ)離(り)は、もうだいぶ離れてしまっている。

			　パーティを組んでいても、距(きよ)離(り)が離れた者との間には経験値が入らない、と以前にＱ＆Ａした気がするけど、今回はひょっとしたらその条件にあてはまったんじゃないかと思っていたくらいである。

			　もはやアリスたちの援軍は得られない。

			　とはいえ、いまジェネラルとたまきは、ほぼ互角。幸いにしてアリスが後続をシャットアウトしてくれた。

			　なんとかこの状況を勝ちに持っていく。それがぼくの役目だろう。

			　ヘルハウンドの経験値もわかった。オーク12体分だ。

			　レベル12、ということなのだろうか。

			　単純に計算すると、魔犬ランク６、とかになるが……。それにしたって、少しポイントが余るな。

			　ヘルハウンドは、そこまで接近戦が強かった気がしない。

			　槍(そう)術(じゆつ)ランク４のときのアリスが、ブレス以外ならそこそこ食らいついていけたように思う。剣術ランク５のたまきの場合、ブレスを恐れてかなり及び腰だったから、なんともいえないところだ。

			　うーん、いろいろと別の計算式があるのかもしれない。

			　あるいは、そもそもぼくたちと同じようなスキルシステムで割りきるべきじゃないのかもしれない。

			　それはさておき、これで後(こう)顧(こ)の憂(うれ)いは絶つことができた。

			　あとは……。

			「任せて、アリス！　わたしが勝ってみせるわ」

			　元気よく拳(こぶし)を振り上げ、たまきはぼくの方を向く。

			「カズさん、見ていてね。今度こそ、わたし、役に立ってみせるから」

			　そうか、たまき。

			　きみはまだ、自分が役に立たないと、そのことでぼくに見捨てられるかもしれないと、そう思っているのか。

			　いやこれは、もう本能的なものなのだろう。昼の休憩時間における、志(し)木(き)さんとの会話を思い出す。

			　シバという、ぼくの心に刻み込まれたトラウマ。

			　志(し)木(き)さんの、男性に対する恐怖心。

			　それと同様、たまきの心にも、強烈ななにかが刻まれているのだろう。

			　ぼくや志(し)木(き)さんと同様、たまきもまた、それに向き合っていかなきゃいけない。これから先、ぼくたち全員が生き残るために、彼女はそれと折り合いをつけていかなきゃいけない。

			　なら、せめてそのサポートをするのが、ぼくたち仲間の役目だ。

			「心配するな。ぼくは、きみを見捨てたりしない」

			　そういって、たまきのブロンドの髪を撫(な)でる。

			　たまきが、くすぐったそうに笑う。

			　それを見たミアが、てててと近寄ってきて、「ん」と頭を差し出す。

			「おいこら」

			「わたしも。がんばった、ご褒(ほう)美(び)」

			「いくつご褒(ほう)美(び)が欲しいんだよ……」

			　そういいつつも、ぼくはミアの頭を乱暴に撫(な)でた。

			「なんか、たまきちんと対応が違う」

			「気のせいだ」

			「利用するだけ利用して、価値がなくなったらポイ？」

			「人聞きの悪いことをいうな」

			　ちらりとアリスを見ると、少し離れたところから、寂しそうにぼくを見ていた。こっちにこい、と手招きして、ミアの次にアリスを撫(な)でてやる。

			　アリスは、気持ちよさそうに目を細める。その間も、片手はずっと、たまきの頭の上に置いたままだ。

			　いまはたまきのメンタルにいちばん、注意しなきゃいけない。

			　ちらりとミアを見ると、彼女もこくんとうなずいている。

			　なんか、ミアがいちばん、わかってるふうなんだよなあ。うーんなんかこう、助かるんだけど。助かるんだけどさ。

			「ごめんね、カズさん」

			　たまきが呟く。

			「わたし、カズさんに気を使わせすぎちゃってるね」

			　そんなことはない、というのは簡単だった。だがそれは、彼女にとってなんの慰(なぐさ)めにもならないだろう。

			　ぼくにはわかる。志(し)木(き)さんと、互いのトラウマについて話し合ったぼくには、彼女の苦しみも理解できると思う。

			　いまはまだ、ぼくの胸中に渦巻くこの思いについて、彼女には話せないけれど……。

			　でも、態度で示すことはできるだろう。

			　そのうえで、彼女のために手を貸すことは可能だろう。そのためにもっともいいのは、いま彼女を信頼し、彼女に任せることだ。そのうえで、目の前の戦いに勝つことだ。

			「あ、あのさ、カズさん。わたし、いまからでも、ポイントでなにかスキルを取って」

			「その話は、さっきもしただろう」

			　たまきはいま、使っていないポイントが４、余っている。集中投下すれば、ランク０のスキルをランク２まで上げられるだろう。

			　そうでなくとも、肉体をランク２に上げることで、いっそう安定感を持ってジェネラルと戦えるようにも思える。

			　だがそれはしないと、さきほど話し合ったばっかりだった。ぼくは、いまのたまきのちからを信じる。たまきとぼくのちからを信じる。

			「取らなくていい」

			　だからぼくは、再度、そう宣言する。

			「きみなら、勝てる。ポイントは温存だ。きみは、ジェネラル１体ごときにこだわる必要なんてない。最速でランク６を目指すんだ」

			　実際のところ、「ごとき」といえるほどジェネラルは雑(ざ)魚(こ)じゃない。いまですらギリギリの戦いを繰り広げている相手だ。

			　それでも、ぼくはこのやせ我慢を押し通す。

			　たまきのために。

			　ぼくたち全員の未来のために。

			　ここは、いまあるちからだけで勝ちにいく。

			「カズさん……」

			「だいじょうぶだ。きみは強い。ぼくはそのことを知っている」

			　だから自信満々、うなずいてみせる。内心、どれほど不安だろうと、そんなことはないと笑い飛ばしてみせる。

			　そのあと、ミアのスキルを検討した。結局、地魔法をランク５にすることを優先する。

			　ヘルハウンド戦で、遠隔攻撃魔法の重要性を再認識したのである。

			　地魔法ランク５、ロック・フォールは大岩を落とす魔法だ。実質的にはランク４のストーン・ブラストの上位版といえる。ヘルハウンドがいくら強くても、物理的に押しつぶしてしまえばいい。

			「ランクを上げて物理で殴る」

			　隻(せき)腕(わん)でドヤ顔するミア。いやまあ、だいたい合ってるし、実際、火力は重要だけど。

			　そのあと、ぼくたちは再会を約束する。必ずこの戦いに勝って、ふたたび合流することを誓い合う。

			「待ってて、アリス、ミア。必ずカズさんと一緒に戻ってくるから」

			　たまきも元気を取り戻し、うん、と胸もとで拳(こぶし)を握ってみせる。その拍子に、ツインテールが生き物のようにぶらぶら揺れる。

			　ぼくたちは、白い部屋を出る。ジェネラルの待つ地へ戻る。

			　

			　たまき：レベル10　剣術５／肉体１　スキルポイント４

			　　ミア：レベル10　地魔法４／風魔法３　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、おそらくは今日最後となるであろう、決戦が始まる。

			　白い部屋から森のなかに戻るやいなや、たまきは裂(れつ)帛(ぱく)の気合いとともに銀の剣を振りおろす。

			　強烈な一撃に、受ける側のジェネラルもたじたじとなる。よし……いまだ。

			「戻れ、たまき」

			「うん、カズさん！」

			　ジェネラルがあとずさったその隙に、たまきはぼくのもとへ駆け寄る。その間に、ぼくは魔法を唱える。

			「エクステンド・スペル」

			　付(ふ)与(よ)魔法のランク５、エクステンド・スペルは、次に唱える魔法の持続時間を倍にする魔法だ。ぼくはたまきの肩に触れる。

			「ヘイスト」

			　まだヘイストは切れていなかったが、これは補充だ。さきほどまでに倍する時間、激しい打ち込みを続けることができるようになった。少なくともヘイスト切れで負けるということはないだろう。

			　ジェネラルが迫ってくる。

			　たまきは一度、打ちかかり、それからまた最適の足場を求めて移動を繰り返す。って、おい、その立ち位置はまずい！

			「たまき、そっちは崖(がけ)だ！」

			「え？」

			　呆けたようなたまきの声。次の瞬間、ジェネラルが痛(つう)烈(れつ)な一撃を繰り出す。げっ、まだあんなパワーが。

			　崖(がけ)の縁で、たまきの体勢が崩れる。ああもう、こんなところで彼女の迂(う)闊(かつ)さが！

			　ぼくは慌(あわ)てて戦場に飛び込み……。

			「たまき！」

			　バランスを崩した彼女を支えるため、手を伸ばす。

			そんなぼくに、ジェネラルが大(おお)斧(おの)を振りおろしてくる。

			　ええい、それは読めてるっての！　そりゃ、こんな不用意に飛び込んでくるやつがいればさ！

			　だから、ぼくはこの魔法を置く。

			「リフレクション」

			　結果的に、ぼくの行動は相手の攻撃を誘うかたちとなった。攻撃が来るタイミングすら、わかっていた。なら、罠を張るのは簡単だった。

			　ぼくの顔の前にバリアが出現し、大(おお)斧(おの)の一撃を弾く。ジェネラルは、たまきよりおおきくよろめき……。

			　立ち位置が入れ替わる。ジェネラルが崖(がけ)を転がり落ちていく。

			　崖(がけ)、といってもちょっと険しいだけの山の斜面だ。がんばれば、登れないこともないだろう。ましてやあれだけタフなジェネラルならば、少なくとも死にはすまい。なら。

			「たまき、いくぞ」

			「うん！」

			　ぼくたちふたりは、どちらもためらわず、崖(がけ)に飛び込む。

			　急な斜面を滑っていく。

			　追い打ちをかけるのだ。ここでジェネラルを仕留めるのだ。その意思に迷いはない。

			　はたしてジェネラルは、斜面の途中で樹に足をかけ、ストップしていた。

			　ぼくとたまきが、そこに滑り落ちていく。

			　膝をついた状態のジェネラルがこちらを向き……。

			　その顔が、驚(きよう)愕(がく)に歪(ゆが)む。

			「カズさん、危ないから……」

			「いや、このままだ」

			　ぼくはたまきと手を繋いだまま、一気に斜面を駆け下りる。ぼくが先頭に立って彼女を引っ張り、勢いをつける。

			「ぼくのことは構うな。一撃必殺だ」

			「でも」

			「いけっ」

			　ジェネラルが、不完全な体勢から、振りかぶる。来るか。

			　とはいえ、今回は正確なタイミングが測れない。

			　リフレクションは、ジェネラルが穴に落ちたときと合わせ、すでに２度も見せている。さすがに次は警戒してくるだろう。ぼくには、相手の斬(ざん)撃(げき)を見きれるほどの目などない。

			　このままだと、ぼくは真っ二つにされる。

			　ひょっとしたら、後ろにかばったたまきも、ふたりまとめて真っ二つだ。

			　でもそれは、ぼくがなにもしない場合である。

			　ぼくはたまきを背中にかばい、ギリギリまで引きつけたあと……。

			「リパルション・スフィア」

			　自分にバリアをかける。

			　周囲の音がきえた。

			　ジェネラルが斜めに大(おお)斧(おの)を振りおろしてくる。

			　ぼくとたまきを同時に真っ二つにできるような軌道。そして、加速したぼくたちでは避けられない軌道。

			　そのジェネラルの斬(ざん)撃(げき)が、バリアに弾かれる。

			　巨体がおおきくよろめく。

			　いまだ、いけ！

			　ぼくの声は聞こえない。仕草も、彼女に見えたかどうかわからない。

			　でもたまきは、反応した。

			　ぼくの背後から飛び出し、ジェネラルに飛びかかる。

			　銀の剣を、横薙ぎに振るう。

			　その一撃が敵の首を刈り取る。

			　切り離されたジェネラルの頭部が、宙を舞った。

			　首から上だけが、急な坂道をころころと転がっていく。

			　同時に胴体が、その場に倒れる。

			　ゆっくりと消えていく。

			　あとには、青い宝石が４個も残った。

			　そして、頭のなかでファンファーレが鳴る。

			　ぼくのレベルアップだった。

		

	
		
			第53話　忠犬たまき

　

			　白い部屋にきたとたん。たまきが、ぼくに抱きついてくる。両手をぼくの首後ろにまわして、ぎゅっと身体を密着させてくる。

			「やった、勝った！　わたし、勝てたわ！　カズさん、ありがとう！　わたし、できたよね。カズさんの信頼、裏切らなかったよね」

			「う、うん。がんばった、たまきはがんばったから……」

			　こんなところ、アリスに見られたら。そう思ってぼくは白い部屋を見渡すが……。

			　アリスはいなかった。ミアの姿もない。そうか。ぼくは気づく。

			　パーティはあまり離れすぎると経験値が入らなくなる。今回はそれが適用されたのだろう。

			　ぼくとたまきは、ジェネラルと戦いながら、それだけみんなと離れてしまったということだ。

			「あ、あれ？　みんながいないわ」

			　いまさら気づいて左右を見渡すたまきに、ぼくは事情を説明する。

			　たまきは、目を丸くして驚いたあと、ニタリと笑った。

			「じゃあ、いまはカズさんと好きなだけデートできるのね！」

			「おいこら」

			　たまきは無邪気に、ぼくをぎゅっと抱きしめてくる。胸が当たってる、当たってる。いや、アリスほどのふくらみはないんだけど。
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			「ねー、カズさん。いちゃついていいわよね」

			　頬(ほほ)をすりすりしてくる。恋人に対して、というより、なんか猫がじゃれついているみたいだ。実際、そうなのかもしれない。たまきにとっては、頼りになる柱のようなものが欲しくて、それがただ、ぼくなのだろう。

			　午前中のアリスの言葉や、たまきの狂乱とそのあとの出来事を思い出す。アリスは、こんなふうにぼくたちがふたりきりになる事態まで想定していたのだろうか。

			　万一にでも、たまきが不安定な精神状態になったとしたら。

			　いざとなったら、自分のことに構わずたまきを抱いてくれ。なんとしても、ふたり一緒に生き延びてくれ。

			　あのときの言葉には、そういう意味も込められていたのだろうか。それとも、さすがにこれは考えすぎだろうか。

			　まあ、いい。ぼくたちふたりは、白い部屋の壁に背をもたれ、並んで座る。

			　しばらく、たわいない会話をした。だいぶ長いこと、話をした。

			　話題は尽きない。アリスのこと。たまきのこと。クラスメイトたちのこと。

			　すみれという先刻助けた少女のこと。本名は、杉(すぎ)之(の)宮(みや)すみれ。おとなしい子で、本が好きなのだという。

			「本が好きってことは、アリスと仲がよかったのか」

			「うん、よく図書室で話してたよ。ほかに、イサちゃんとツキミちゃんが……」

			　たまきは暗い表情になって、言葉を切った。

			「その子たちは……」

			「イサちゃんは女子寮(りょう)にいた。ツキミちゃんは、さっき、１階の教室で」

			　ぼくは、そうか、とうなずいた。生存者としていた、という意味ではない。もし生存者に友人がいたなら、アリスもたまきも、もっと喜んでいただろう。

			　女子寮(りょう)では、アリスはひたすらに生きているひとたちを助けた。死んでいるひとたちには、見向きもしなかった。

			　あのなかに、イサちゃんと呼ばれる子がいたのだ。

			　アリスには治(ち)療(りよう)魔法がある。そのちからで、ひとを救うことができる。友人の死体を見て泣いている暇があったら、生きているひとのためにちからを尽くそうと、彼女はそう決意していたのだろう。

			　凄(せい)惨(さん)な覚悟だ。ぼくは、その覚悟を後押しした。

			　これっぽっちも後悔していない。

			　アリスがぼくを支えてくれるなら、ぼくはアリスを支えよう。ううん、アリスだけじゃない。それは相手がたまきであっても、ミアであっても同じだ。

			　ぼくたちは、ひとつなのだ。

			　心をひとつにして支え合ってきたからこそ、ジェネラルに勝利できた。本当は、みんなの勝利だ。

			　でもそれは、ぼくだけが知っていればいい。いまは、たまきにいい気分でいて欲しい。彼女にとってなにより必要なのは、自信なのだから。

			　ぼくはたまきのブロンドの髪を撫(な)でた。たまきは、照れくさそうに笑う。

			「いまだけ」

			　たまきはぼくの肩に頭を乗せる。

			「いまだけ、こうさせて。アリスがいるときは、アリスがいちばんでいい。でも、わたしにも、ちょっとだけ」

			　ぼくは黙って、たまきの頭を撫(な)で続ける。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル12　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法３　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、もとの場所に戻る。

			　ぼくはこれから30分間、リパルション・スフィアのバリアに包まれたまま動けない。白い部屋での打ち合わせにより、たまきには先に戻ってもらうことになっていた。

			　たまきは緩い崖(がけ)を転がり落ちそうになっていた４つの青い宝石を、慌(あわ)てて拾う。

			　そのあと、斜面を這い登る。崖(がけ)の上まで辿り着いて、ぼくのほうを向き……。

			　あれれ、と首をかしげていた。

			　ああ、そうか。それだけ離れると、もう見えないか。

			　このバリアのカメレオン効果、かなり強力だな。まあ、たまきもそのことを思い出したようだ。すぐに適当に手を振り、背を向けて駆け出す。

			　金髪の少女の姿が、視界の外に消える。やれやれ。ぼくはバリアの壁面に背をもたれさせ、ほっとおおきく息を吐き出す。30分したら、たまきは一度、戻ってきてくれることになっているけど……。

			　戻ってこられるかなあ。なにせ、おっちょこちょいなたまきだ。道に迷うんじゃないかなあ。

			　まあその場合でも、使い魔を何体か召(しよう)喚(かん)しておけば、自分の身くらいは守れるだろう。歩いて帰ればいい。肩の力を抜いて、待つ。

			　夕暮れ時のいまになって、やっとリラックスできる時間ができた。今日は朝から晩まで、ずっと戦っていたように思う。実際は仮眠をとったりいろいろやっていた時間もあるけれど、感覚的には、ずっと戦場に立っていたようなものだった。

			　疲れた。心の底から、疲れてしまった。思わず、うとうとしてしまう。

			　まぶたが落ちかけて……。

			　夕焼けに染まる崖(がけ)の上に人影が見えた。

			　はっとする。それが男性だったからだ。

			　猫のように切れ長の目を持つ、ひょろりと背の高い、猫背の少年。高い尖(とが)った鼻と、ニヤニヤ笑いを張りつけた独特の表情。

			　佐(さ)宗(そう)芝(しば)だった。

			　見間違えようもない、それはぼくをいじめていた、あの男だった。シバはにやけ顔で周囲を見渡し、ふうと肩をすくめる。

			　ぼくには気づいていない。それはわかる。

			　なのに、全身から脂(あぶら)汗(あせ)がしたたり落ちる。

			　歯がカチカチとうるさい。心臓が早(はや)鐘(がね)のように鳴る。

			　ああ、ぼくは。ぼくはこんなにも、彼を恐れていたのか。殺そうとしていた相手を、こんなにも恐怖していたのか。

			　過去の光景がフラッシュバックする。

			　柔道の授業。シバがぼくをこづいて、床に引き倒す。上からのしかかってくる。ぼくはカエルが潰れたような声をあげる。皆が笑っている。体育教師まで笑っている。

			　ぼくが反撃しようとすると、シバに忠実な手下がぼくの手を踏(ふ)む。生意気だ、とシバがいっそうぼくを痛めつける。

			　教室の掃除当番。ぼくは両手両足を後ろで縛られ、芋虫のように床に転がる。その状態で掃除をさせられた。口で雑(ぞう)巾(きん)をくわえ、床や壁を拭(ふ)く。へたくそと蹴(け)られ、殴られ、そのたびにクラスメイトが笑う。志(し)木(き)さんが、無表情でぼくを一(いち)瞥(べつ)して外に出ていく。

			　濡れた雑(ぞう)巾(きん)が投げつけられる。しまいには、皆がぼくの身体を蹴(け)りはじめる。

			　放課後。裸になって、廊下に四つん這い。上にシバを乗せて、生徒や教師が見るなか、馬のように歩かされる。ぼくが止まると、シバが尻を叩く。髪を引っ張り、馬のように鳴けと笑う。ぼくは従順に従う。若い女の教師が、シバに同調するように笑う。四肢の皮がすりむけて、血が出る。床を汚したと怒られ、蹴(け)られる。全身、あざだらけになる。

			　とめどなく、過去の出来事があふれてくる。考えるのをやめようと思っても、止まらない。ぼくは悲鳴をあげる。

			　ＰＴＳＤの一種なのだろう。スフィアのなかでのたうちまわりながら、ぼくは自分の症状を冷静に考察する。

			　はは、なんだ。たまきのことを笑えないじゃないか。ぼくのトラウマだって、たいしたものじゃないか。

			　リパルション・スフィアの内側で、幸いだった。シバは猟(りよう)銃(じゆう)を手にしている。使い魔すら召(しよう)喚(かん)していない、いまのぼくでは、彼に対抗できない。

			　そう、勝てない。ぼくはひとりじゃ、あいつに勝てない。だから、頼む。見つからないでくれ。

			　と……。ぼくはのたうちまわるのをやめる。

			　シバが己の背後を振り向いたのだ。なんだ？　誰かがいるのか。

			　もうひとつ、人影が現れる。シバの横に並ぶ。

			　もうひとつの人影も、どうやらぼくに気づいていないようだった。

			　だがその人影を見たとたん、ぼくの呼吸が止まる。

			　アリスだった。シバの隣に立っているのは、下(しも)園(ぞの)亜(あ)理(り)栖(す)だった。

			　アリスが、なにごとか呟き、シバを見る。ふたりの距(きよ)離(り)は、５歩ほどだった。

			　アリスは一瞬、槍(やり)を構えかける。シバがなにか言葉を紡ぐ。

			　アリスは槍(やり)をおろした。シバも銃を地面に置く。

			　アリスは困惑したように首を振る。シバがゆっくりとアリスに近づく。

			　アリスは茫(ぼう)然(ぜん)と立っている。シバは。ああ、シバは。

			　アリスをぎゅっと抱きしめる。

			　アリスが身体のちからを抜く。ふたりはそのまま、少しの間、じっとしていた。なにごとか囁(ささや)き合っている。

			　日が落ちて、もう互いの表情が見えない。リパルション・スフィアは音も通さないから、声も聞こえない。だけどふたりは、ふたりの間で、通じ合っている。

			　やがて。シバはアリスの手を取る。

			　アリスはおとなしくしている。うつむいて、シバに抵抗しない。シバは銃を拾って、アリスの手を引いたまま歩きだす。

			　ふたりの姿が森の向こうに消える。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　周囲が完全に暗(くら)闇(やみ)に包まれる。ぼくはじっとしていた。

			　動かなかった。

			　動けなかった。

			　リパルション・スフィアが解ける。

			　ぼくの身体は、急な斜面を転がり落ちる。途中の樹にひっかかることもなく、ごろごろ転がる。

			　ちからが入らない。頭が働かない。

			　やがてぼくの身体は、平坦な地面に到達し、草むらに放り出される。

			　ぼくは立ち上がる。頭のなかにもやがかかったようで、上手く考えることができない。思考がまとまらない。左手の指を見る。パーティを示す赤いリングが消えている。

			　仲間がいない。ぼくは、ひとりぼっちだ。

			　困った。なにを、どうすれば、いいんだ？

			　そうだ、身を、守らないと。

			　サモン・グレイウルフを４回使って、灰色狼(グレイウルフ)を４体、並べる。付(ふ)与(よ)魔法はキーン・ウェポンだけでいいだろう。必要に応じてヘイストを使おう。

			　で、ええと。どこに、いこう？　転がり落ちてきた崖(がけ)の上を見る。

			　暗くて、よくわからない。育(いく)芸(げい)館(かん)がどこにあるか、わからない。

			　まあいいか。

			　もういい。戻りたくない。なにも考えたくない。

			　ぼくは、ふらつきながら、山を降りる方向に歩き出す。道が暗くて、突き出した木の根に足をひっかけ、転倒する。ああ、これはいけない。

			「ナイトサイト」

			　自分に付(ふ)与(よ)魔法ランク５の暗視魔法をかける。視界が夕暮れ時くらいの明るさになる。

			　ぼくはふらふらしながら、ゆっくりと茂みを歩く。途中で、オークの集団を発見する。３体のオークが、なにやら石の柱のようなもののまわりでぼうっとしている。

			　なんだ、これ。まあ、いいか。

			　ぶっ殺そう。

			　ディフレクション・スペルを自分にかけたあと、ヘイストを使う。全体化されたヘイストによって、狼全員とぼく自身が赤く輝(かがや)く。狼たちをオークの集団に突撃させる。

			　オークたちがこちらに気づいたときには、ぼくの狼たちはそれぞれオークにのしかかり、首筋を狙っている。ほどなくして、喉笛を噛みちぎられたオークたちが息絶える。

			　で、この石の柱は……なんだ。

			　まあ、いいか。次いこう、次。

			　

			　少し歩くと、また石の柱があった。オークが３体いた。ぶっ殺した。

			　次の石の柱には、オークが４体いた。１体、仕留めそこなって、ぼくに向かってきた。斧(おの)を振りおろしてくる。

			「リフレクション」

			　ギリギリまで引きつけてから、はじき返した。じっと斧(おの)の動きを見ていたから、思ったより余裕があった。まあ、別に食らってもいいけど。

			　そう、死んでも構わないけど。他人のことも、自分のことも。なにもかも、どうでもいい。

			　リフレクションによって弾き返された斧(おの)が、オークの顔面をカチ割った。オークは死んだ。ぼくはレベルアップする。白い部屋にいく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくは白い部屋でひとり、立ち尽くす。

			　………。

			　ノートＰＣの前に立つ。

			　これからぼくは、どうすればいいのだろう。なにをすればいいのだろう。

			　スキルポイントは５。付(ふ)与(よ)魔法と召(しよう)喚(かん)魔法。ぼくはなにを選び取ればいいのだろう。

			　頭がぼうっとする。ぼくは何時間も、ＰＣの前でぼうっとしている。ああ、もう面倒だな。

			　………。

			　ぼくは、選択する。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル13　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法３→４　スキルポイント５→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻る。石の柱の前。ああ、そういえばさっきから宝石を拾ってない。

			　いまからでも、拾おうかな。

			　まあ、いいか。めんどうくさい。

			「サモン・ソルジャー」

			　召(しよう)喚(かん)魔法のランク４、サモン・ソルジャーによって黒い甲(かつ)冑(ちゆう)を着た剣士が生まれる。いかにも騎士、といった感じの使い魔だ。かなり強そうである。

			　ぼくは黒騎士にキーン・ウェポンとマイティ・アームをかける。

			　歩きだす。黒騎士は、重そうなを着ているのに、ほとんど音も立てずぼくと同じ速度で歩く。　そういえば、フィジカル・アップをかけてないな。

			　このままだと、いざ逃げようとしても、逃げきれない。

			　まあ、いいか。めんどうくさい。

			　どうやら石の柱は山を放射状に取り囲んでいるようだ。

			　茂みを歩いていくと、次々、石の柱が見つかる。どの石の柱の前にも、オークが数体いる。

			　片端から殺していく。

			　たまに使い魔が反撃を喰らう。こちらの狼が消える。

			　そのたびに黒騎士を召(しよう)喚(かん)する。何体、オークを殺しただろう。ぼくは何個の石柱をまわったのだろう。頭のなかがぐるぐるする。疲れているはずなのに、歩みが止まらない。

			　レベル14になるときには、黒騎士２体、狼３体だった。

			　レベル15になるときは、黒騎士３体、狼２体になっていた。

			　ああ、これで召(しよう)喚(かん)魔法を上げられるな。

			　召(しよう)喚(かん)魔法を上げよう。それがいい。これからずっと、召(しよう)喚(かん)魔法を上げていこう。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル15　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法４→５　スキルポイント５→０

			　

			◆　◆　◆

			　

			　召(しよう)喚(かん)魔法のランク５には、ディポテーションという魔法がある。使い魔を送還して、使い魔召(しよう)喚(かん)に使用したＭＰのうち90％を回復させるという魔法だ。

			　ぼくは生き残った２体の狼を、ディポテーションで送還する。ディポテーションにもＭＰを使うから、実質、１回で回復するＭＰは３程度だ。まあ、それでいい。

			　かわりにランク５の召(しよう)喚(かん)生物を１体、呼び出す。

			「サモン・エレメンツ：ウィンド」

			　半透明の裸の女性が現れる。ウィンド・エレメンタル。サモン・エレメンツは、四属性それぞれの精霊を指名し呼び出す魔法なのだ。

			　この森のなかで火の精霊(ファイア・エレメンタル)は迷惑だろう。

			　陸上で水の精霊(ウォーター・エレメンタル)はイマイチ使い勝手が悪いだろう。

			　地の精霊(アース・エレメンタル)というのも悪くはないが、堅い前(ぜん)衛(えい)としては、いまのところ黒騎士がいる。黒騎士は充分、役に立ってくれている。

			　というわけで、風の精霊(ウィンド・エレメンタル)を呼び出したのである。

			　ああ、でも。

			　裸の女性を見る。おおきなふたつの乳房。

			　頭痛がする。嫌(いや)なものを思い出す。

			　ぼくはディポテーションでウィンド・エレメンタルを消した。

			　かわりに、やっぱりアース・エレメンタルを呼び出す。全身が岩でできた武骨な巨人が生まれる。

			　うん、こいつでいい。こいつのほうがいい。

			　ぼくはアース・エレメンタルを押し立てて、次の石柱へ向かう。

			　あれ。なんでぼくは、石柱なんてまわっているんだっけ？

			　まあ、いいか。

			　頭が痛い。足が、もつれる。

			　倒れかけて、なんとか踏(ふ)みとどまる。

			　ふと顔をあげると、四方を敵に取り囲まれていた。

			　ああ、そりゃ、そうか。オークがいくら馬鹿だって、これだけ襲(しゆう)撃(げき)を繰り返していれば、気づくよな。別に戦闘の音を隠してもいないし。

			　そりゃ、反撃するよな。ぼくは使い魔たちに、四方のオークを蹴散らすよう命じる。

			　ＭＰがいくらあるかわからないけど、とにかくもう２体ほど、アース・エレメンタルを呼び出す。

			　黒騎士は、鮮やかな剣さばきでオークを叩き斬っていく。アース・エレメンタルが、武骨な岩塊の腕をふりまわし、オークたちを薙ぎ払っていく。

			　と、黒騎士の１体が倒れる。見れば、そちらからエリート・オークが迫ってきていた。

			　やばいな。

			　まあ、いいか。

			　ここで死ぬのも、いいか。

			　殺してくれ。ぼくは猛然と距(きよ)離(り)を詰めるエリート・オークに、ぼんやりと手をあげる。

			「やあ。ありがとう」

			　笑う。振りおろされる大(おお)斧(おの)を、笑って見上げる。ぼくの頭をかち割ろうとする凶悪な凶器を、おだやかな気持ちで迎え入れようとする。

			　だけど……。

			「カズさんっ！」

			　たまきの声。金属が打ち鳴らされる、かん高い音が響く。エリート・オークの大(おお)斧(おの)が、天高く弾き飛ばされる。

			　たまきが、ぼくの横を駆け抜ける。右手に銀の剣を構え、左手で懐中電灯を手にしていた。

			　たまきは懐中電灯でエリート・オークを照らす。強い光を顔面に当てられて、青銅色のオークがわずかにひるむ。

			　たまきはその隙にエリート・オークとの距(きよ)離(り)を詰める。白い剣を一(いつ)閃(せん)。

			　エリート・オークが、胸もとを深く切り裂かれ、倒れ伏す。

			　そしてぼくは、白い部屋に転移する。

			　

			　なんだ、レベルアップの音はしなかったぞ。あ、左手に赤い輪が戻っている。

			　そうか、ああ。たまきがレベルアップしたってことか。ぼくは顔をあげる。

		

	
		
			第54話　過去と現在とたまき

　

			　白い部屋。ぼくとたまきのふたりだけがいる、その部屋で。

			「カズさん！　やっと見つけた！」

			　息を切らしたたまきが、ぼくの胸に飛び込んでくる。犬のように、ぼくの頬(ほほ)に頬(ほほ)をすりつける。なんで彼女がここにいるのか。どうしてぼくは……。

			　ああ、もう、いいよ。

			　めんどうくさい。ぼくは邪険に、彼女を引きはがす。

			「カズ……さん？」

			　たまきは、目を丸くしてぼくを見上げる。驚いて、そしてどこか怯(おび)えていた。

			　彼女は、おそるおそる、ぼくの様子を窺い……。

			「カズさん、どうしたの。どうして待っていてくれなかったの。わたし、ずいぶん探したわ。アリスもいなくなっちゃって……そうだ、アリスは一緒じゃないの？」

			　アリス？

			　ああ、アリスか。アリスは……。

			　また、フラッシュバックがぼくを襲う。

			　あいつに抱きしめられるアリス。

			　あいつとともに去っていくアリス。

			　ぼくは悲鳴をあげてその場にうずくまる。頭を抱えて震える。

			　たまきが、慌(あわ)ててぼくに駆け寄ってくる。

			「カズさん、ねえ、カズさん、どうしちゃったの」

			　たまきが肩をゆさぶる。顔をあげると、心配そうにぼくを覗(のぞ)き込む彼女の顔がある。たまきは、こんな無様なぼくを、それでもなお心配していた。

			「ぼくは……っ」

			　たまきは意を決したように顔を引き締める。

			「よくわからないけど、でも、カズさん。いまのカズさんの苦しみ、わかるわ。わたしには、わかる」

			「なにがわかるっていうんだ！」

			　ぼくの頭のなかで、なにかがはじけ飛んだ。

			　頭のなかが真っ白になる。苦しくて苦い黒い塊のようなものが、マグマのような衝動が、ぼくを包む。

			　気づくとぼくは、たまきを床に押し倒していた。息を荒らげて、たまきに襲いかかっていた。なのに。

			　たまきは、抵抗しなかった。

			　抵抗しようとすれば、彼女は肉体１を持っているのだから、いくらでもぼくを引きはがせるはずだ。でも彼女は、そうしない。

			　身体が震えているくせに、逃げようとしない。まっすぐにぼくを見上げる。

			「いいわ、カズさん。わたしなんかで役に立てるなら」

			　にっこりと、ぼくを安心させるように笑う。そっと、顔を近づけてきて……。

			　唇を重ねた。

			　情熱的なアリスとは違う、少し控えめな口づけだった。だけどたまきの必死さだけは伝わってきた。たまきのぬくもりが、ぼくを包んだ。

			「なん……で……おまえ……わかってるのか」

			「わかっているわ。カズさんがどんな理由があって苦しんでいるかはわからないけど、その苦しみだけは、わかるから。いまのカズさんがひとりじゃダメなのは、わかるから」

			　だから、とたまきはいう。

			「今度はわたしが、カズさんを助ける番だわ」

			　たまきは笑顔で、ぼくを導いた。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ことが終わったあと、たまきはぼくの顔をぎゅっと胸に抱いた。嗚(お)咽(えつ)をもらしてみっともなく泣くぼくを抱きしめてくれた。
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			「あのね、カズさん。わたしね、カズさんのおかげで、今日１日、ずっと幸せだったわ。たぶん人生でいちばん、幸せな１日だった。だからこれは、ただちょっとだけ、わたしからのお返しなんだわ」

			　そういってたまきは、ぼくの頭をやさしく撫(な)でる。

			「ねえ、カズさん。教えて。なにがあったの」

			　ぼくはためらった。ぼくの告白を聞いて、彼女はどう思うだろう。情けないぼくを知って、彼女は……。

			「だいじょうぶよ。わたしは、いつだってカズさんの味方をするって、そう決めたわ。カズさんがみっともないと思うことでも、カズさんが嫌(いや)だって思うことでも、ぜんぶ、わたしは受け入れる。受け入れたいの」

			　ぼくは、おそるおそる顔をあげた。たまきはやさしく笑う。

			「だいたい、考えてもみて、カズさん。今日の午前中のわたしだって、たいがいに情けなかったわ」

			　ぼくは思わず、苦笑いした。たしかにそうだ。怯(おび)えて動けなくなってしまって、おもらしまでして、まったくあのときのたまきは情けなかった。

			　もっとも、あれは状況が状況で、そのあとトラウマが起きたことも含めて、すべて不幸な連(れん)鎖(さ)にすぎなくて……。

			　ぼくは違う。ぼくが隠していたトラウマは、もっともっと情けないものだ。

			「カズさん、わたしね、アリスに頼まれているの」

			「アリス……に？」

			「もし自分が死んだら、ってアリスはいったわ。きっとカズさんはすごく悲しんで、ひょっとしたら狂ってしまうかもしれない、って」

			　アリスは……そんなことをいっていたのか。

			「頼まれたのは、そのあとのことじゃなくて、その前のこと。そうなってからじゃ遅いから、わたしは、カズさんに殺されないためにも、カズさんに身をささげておくべきだって」

			「なんで、だ？」

			　本気で意味がわからなくて、ぼくは問いかける。たまきは、きょとんとしてしまう。

			「だってカズさん、もしアリスが裏切ったら、人質にわたしを殺すんでしょう。ならアリスが死んじゃったら……ねえ」

			　え？　とぼくは素で返してしまった。だがたまきも、え？　とやはり首をかしげる。

			「今朝、いってたじゃない」

			「ちょっと待って」

			　今朝のやりとりに、そんなのがあっただろうか。

			　……あったかもしれない。

			　いや、あれはただの軽口で……。

			　待て。アリスがあれを本気に受け取っていたとしたら？　だからアリスは、たまきに対して……。

			　そう考えれば、午前中、たまきを抱くべきだ、とアリスがいった理由は……。

			「ひょっとして、ぼくのなにげないひとことって、結構、きみたちを追いつめていたか」

			「あー、かもしれないわ」

			　たまきはけらけら笑った。

			「でも、いまこうしてカズさんと抱き合っていられるから、わりとおっけーかな」

			「きみは……その」

			「あ、さっきもいったけど、わたしはアリスのかわりでいいから。それで満足だわ。カズさんの心は、アリスに向いていていい。ううん、そうであって欲しいの。だから、カズさん」

			　そういってたまきは、今度こそ笑顔をひっこめる。真面目な顔でぼくを見つめてくる。

			「教えて。わたしがすべて、受けとめてあげる。なにがあったの。カズさんの抱えている苦しいものって、なんなの」

			　ぼくは、少しためらい……。それから、ぽつり、ぽつりと、昨日までのぼくについて語りはじめた。

			　そもそも、ぼくがどうして穴を掘っていたのか。高等部において、ぼくがどんな人間だったか。そしてシバという人間に対して、ぼくがどんな思いを抱いているか。

			　そのうえで、ぼくは、さきほど見た光景について語る。シバがアリスを抱きしめ、連れていった、あの悪夢のような出来事について、淡々と話す。

			　たまきは時折、相(あい)槌(づち)を打ちながら、静かにぼくの話を聞いた。最後まで聞き終わったあと、またぼくの頭を胸もとで抱きかかえる。

			　ぼくの顔が、張りのある双(そう)丘(きゆう)に包みこまれる。暖かかった。心臓の鼓(こ)動(どう)が聞こえる。彼女の体温を感じて、脈動を感じているうちに、気持ちが落ち着いてくる。

			　息が苦しくなる前に、たまきは顔を放してくれた。ぼくの顔を見て、皮肉に笑う。

			「わたし、いまね、高等部のひとたちを皆殺しにしたい気分だわ」

			　アリスと同じ反応だ。さすがは親友同士だな。ぼくは苦笑いする。

			「いい、カズさん。わたしにとっては、高等部のぜんぶより、カズさんのほうが大事。きっとそれはアリスも、ミアちゃんも。そのうえで、聞いて欲しいことがいくつかあるの」

			「聞いて欲しいこと？」

			「相手が誰かわからないけど、志(し)木(き)さんがね、ミアちゃんの腕を奪われたの。取れちゃった左腕ね。いちおう魔法で状態を固定したとかで……ステイシス、だっけ。そのあとで志(し)木(き)さんが持っていたんだけど……。志(し)木(き)さんは誰に取られたのか教えてくれなかったけど、桜(さくら)ちゃんは、銃声を聞いたらしいわ」

			　銃声。ぼくは、はっとする。使い魔のカラスによる偵(てい)察(さつ)のとき、シバのやつは銃を手にしていた。志(し)木(き)さんは、シバのやつに脅(おど)された？　それで、ミアの左腕を取られた？

			　って、ちょっと待て。シバのやつは、なにが目的でミアの腕なんか奪ったんだ。

			「あのね、カズさん。アリスがわたしと同じで養子なのは知ってるよね」

			「ああ」

			「以前、聞いたことがあるんだ。アリスを引き取った里親の親(しん)戚(せき)の一族が、この学校の理事をしているって。だからアリスはここに送り込まれたんだってさ」

			「親(しん)戚(せき)が……理事」

			「でね、そのアリスの親(しん)戚(せき)さんは、息子さんがこの学校に通っていて……アリスはそのひとに、昔からお世話になってたんだって」

			「そいつの名前は」

			　たまきは首を振った。さすがに名前まではわからないか。ぼくはため息をつく。

			「でも、シバのやつは……」

			　あいつがひとに親切にする？

			　いや、するか。そもそも、あいつは自分が気に入ったやつを厚(こう)遇(ぐう)し、気に入らないやつを徹底的に排除するという人間だ。

			　ぼくはあいつに嫌われた。だけど、あいつにすり寄っていった者たちは、なにかと恩(おん)恵(けい)を受けていた。

			　あいつも自分の権力を強化するため、積極的に味方を増やしていったフシがある。

			　狡(こう)猾(かつ)なのだ。

			　巧妙に味方を増やし、権力を強化していった。

			　だからこそ、気づいたときには、教師すら彼に逆らえなくなっていた。

			　もしアリスが、あいつに好かれていたら……。親(しん)戚(せき)で、ひとつ年下。来年になれば利用価値もあろうと、そう考えてつき合っていたとしたら……。

			　なるほど、彼女にとっては、いい親(しん)戚(せき)であったのかもしれない。アリスは、昨日、ぼくの話を聞いている。そのうえでなお、シバのやつの話を聞いて……。

			　ちくしょう。

			　たまきがうめき声をあげた。

			　見れば、ぼくの手がたまきの腕を強く握っていた。ぼくはいつの間にか、たまきの柔(やわ)肌(はだ)に爪を立てていた。肩の皮がめくれて、血が流れる。

			「わ、悪い、たまき」

			「平気だわ。こんなの、カズさんが受けた心の痛みに比べれば、なんてことない」

			　たまきはそういって、気(き)丈(じよう)に笑う。

			「それに、どうせここを出たら、傷も治るわ」

			　それは……そうだけど、さ。なんていうか……最低だ、ほんと。ぼくは頭を抱える。

			「ねえ、カズさん」

			　だけどたまきは、ぼくの黒い心のなかを覗(のぞ)いてなお、快活に笑う。ぼくをぎゅっと抱き寄せ、だいじょうぶだよと背中をさすりながら、やさしい声でいう。

			「確かめようよ。アリスの気持ち、わからないから迷うんだ。わたしも一緒に行くよ。アリスがなにを考えてシバってひとについていったのか、アリスはどうしたいのか、それを確かめてから、それから考えようよ」

			「たまき……きみは」

			「でさ、もしアリスが心変わりしていたら、ぶん殴って、連れ戻そうよ。略(りやく)奪(だつ)愛だわ！」

			　ああ、そうか。

			　そう……だよな。ぼくはなにを迷っていたのだろう。

			「カズさん。教えて。カズさんは、まだ、アリスのことが好き？」

			「ああ、好きだ。大好きだ。いちばん、愛してる」

			「よかった。そういってくれないと、ちょっと悲しかった」

			　自分はいちばんじゃない、といわれたにもかかわらず、たまきはにっこりとする。辛さは欠片(かけら)も見せない。

			　手足をからませていたぼくは、彼女が少しだけちからをこめたことを知っている。それは彼女が心に受けた痛みだ。でもぼくは、それに気づかなかったふりをする。

			「カズさん、高等部にいこう」

			　たまきはいう。

			「いまからでも高等部に乗りこんで、なにが本当なのか、確かめよう」

			　そういって、ぼくに精一杯の笑顔で笑いかけてくる。

			　

			　たまき：レベル12　剣術６／肉体１　スキルポイント２

			　

			「ところで、たまき。きみ、いつの間に剣術６に……」

			「カズさんと別れたあと、ちょっと戦ったら、すぐに。ここまで来るの、結構たいへんだったんだから」

			　ぼくは改めて、たまきにありがとう、といった。ブロンドの髪をやさしく撫(な)でると、忠犬少女はふにゃりと笑う。

			　

			〈『ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける』③へ続く〉
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